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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】結腸内視鏡検査のような医学および外科手術中
に組織サンプルを回収するための新規なシステムを提供
する。
【解決手段】医学廃棄物収集システムと共に用いられる
カセット２６００。このカセットは、ハウジング２６０
２，２６１２を備えている。ハウジングは、ハウジング
と一体のレセプタクルに取外し可能に取り付けられるよ
うに形作られている。スリーブ２６４０は、ハウジング
の前方に位置するように、カセットに取り付けられてい
る。スリーブには、空所が形成されている。吸引ライン
に対する収集用の取付具２６６４は、スリーブに取り付
けられている。スクリーン２７４１は、スリーブ空所内
に取外し可能に装着されるようになっている。スクリー
ンは、吸引ラインからの流体流れに混入されている可能
性のある組織を捕捉することが望ましいとき、スリーブ
空所に装着されるようになっている。
【選択図】図５７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医学流体収集システム用の試料収集カセットであって、
　前記流体収集システムに取外し可能に連結されるように構成されている本体であって、
前記本体は、入口孔と出口開口とを画定する表面を備え、前記入口孔を通って流体が前記
本体に引き込まれ、前記出口開口は前記入口孔と流体連通している、本体と、
　前記本体に取外し可能に連結されたボックスであって、第１の空所を画定し、さらに前
記第１の空所と流体連通しているボックス孔を画定しているボックスと、
　前記ボックスに連結され且つ前記第１の空所と流体連通している孔を画定している前記
第１の取付具であって、流体を前記第１の空所に引き込む吸引ラインを受け入れるように
なっている第１の取付具と、
　前記ボックスの前記第１の空所内に取外し可能に配置された多孔性スクリーンと、
を備え、
　前記ボックス孔は前記ボックスに位置しており、それによって、前記ボックスが前記本
体に連結されているとき、前記第１の空所を通り、前記多孔性スクリーンを横切って、且
つ前記ボックス孔および前記入口孔を通って、前記第１の取付具の前記孔から前記出口開
口への流体連通経路が形成されていることを特徴とする、試料収集カセット。
【請求項２】
　前記ボックス孔と前記入口孔とは、前記ボックスが前記本体に連結されているとき、同
軸上で一直線に並ぶことを特徴とする、請求項１に記載の試料収集カセット。
【請求項３】
　前記入口孔は、前記ボックス孔の直径よりも大きい直径を有していることを特徴とする
、請求項１または２に記載の試料収集カセット。
【請求項４】
　前記ボックスは、底壁と対向している上壁をさらに備え、前記第１の取付具が前記上壁
に連結され、前記ボックス孔が前記底壁内で画定されていることを特徴とする、請求項１
～３の何れか一項に記載の試料収集カセット。
【請求項５】
　前記ボックスの前記底壁は、前記ボックスが前記本体に連結されているとき、前記本体
の前記表面に隣接して位置していることを特徴とする、請求項４に記載の試料収集カセッ
ト。
【請求項６】
　前記本体は、スカートと、前記スカートの近位端における面とをさらに備え、前記ボッ
クスは、前記上壁および底壁を分離する後壁と対向している前壁をさらに備え、前記ボッ
クス孔は前記ボックスに位置しており、それによって、前記ボックスの前記後壁が前記本
体の前記面に接触しているとき、前記ボックス孔と前記入口孔とは、同軸上で一直線に並
ぶことを特徴とする、請求項４または５に記載の試料収集カセット。
【請求項７】
　前記本体は、長孔を画定するように前記表面に連結されているレールをさらに備え、前
記ボックスは、前記長孔に取外し可能に係合するように構成されているスプラインをさら
に備えていることを特徴とする、請求項１～６の何れか一項に記載の試料収集カセット。
【請求項８】
　前記ボックスは、前記ボックス孔から離れた開口をさらに画定しており、前記カセット
は、前記多孔性スクリーンに連結されているキャップをさらに備えており、前記キャップ
は、前記多孔性スクリーンが前記ボックスの前記第１の空所内に配置されたとき前記流体
連通経路に沿った吸引の維持を促進するために、前記ボックスの前記開口を覆うように形
作られていることを特徴とする、請求項１～７の何れか一項に記載の試料収集カセット。
【請求項９】
　前記キャップの内面に取り付けられている組織トラップをさらに備え、前記組織トラッ
プは、前記多孔性スクリーンを含むキャッチトレイを取外し可能に受け入れるようになっ
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ているホルダーを備えていることを特徴とする、請求項８に記載の試料収集カセット。
【請求項１０】
　前記ボックスに連結されているカバーをさらに備えており、前記カバーは、前記多孔性
スクリーンが前記ボックスの前記第１の空所内に配置されていないときに、前記キャップ
が存在しない状態で前記カセット内の吸引の維持を促進するために、前記ボックスの前記
開口を覆うように形作られていることを特徴とする、請求項８または９に記載の試料収集
カセット。
 
【請求項１１】
　前記本体は、前記入口孔および前記出口開口と流体連通している第２の空所を画定し、
前記カセットは、前記本体に連結され且つ前記吸引ライン又は別の吸引ラインを受け入れ
るようになっている第２の取付具をさらに備え、前記第２の取付具は、前記第２の空所と
流体連通している第２の孔を画定していることを特徴とする、請求項１～１０の何れか一
項に記載の試料収集カセット。
【請求項１２】
　前記本体に連結され且つ前記第２の空所内に配置されている第１の逆流防止弁をさらに
備え、前記第１の逆流防止弁は、前記第２の空所から前記第１の空所への流体の逆流を防
止するように前記本体の前記入口孔を作動可能に覆うことを特徴とする、請求項１１に記
載の試料収集カセット。
【請求項１３】
　前記本体に連結され且つ前記第２の空所内に配置されている第２の逆流防止弁をさらに
備え、前記第２の逆流防止弁は、前記第２の空所から前記第２の取付具への流体の逆流を
防止するように前記第２の孔を作動可能に覆うことを特徴とする、請求項１１または１２
に記載の試料収集カセット。
【請求項１４】
　前記第１および第２の逆流防止弁は、単一ユニットとして形成され、前記第２の逆流防
止弁は、前記第１の逆流防止弁に対して直角に配向されていることを特徴とする、請求項
１３に記載の試料収集カセット。
【請求項１５】
　医学流体収集システム用の試料収集カセットに取外し可能に連結されるようになってい
るボックスであって、
　空所を画定する壁であって、前記壁の第１の壁は、前記試料収集カセットの本体に隣接
して位置している、壁と、
　前記壁の第２の壁に連結され且つ前記空所と流体連通している孔を画定してている取付
具であって、流体を前記空所に引き込む吸引ラインを受け入れるようになっている、取付
具と、
　前記孔から離れた開口であって、前記空所と流体連通している開口と、
　前記孔および前記開口から離れ且つ前記第１の壁内に画定されているボックス孔であっ
て、前記ボックス孔は、前記空所と流体連通し且つ前記ボックスが前記本体に取り付けら
れているとき流体を前記空所から前記本体に向けるようになっており、それによって、前
記取付具の前記孔から前記第１の空所を通って前記ボックス孔への流体連通経路が形成さ
れる、ボックス孔と、
を備えているボックス。
【請求項１６】
　前記ボックス内の吸引を維持するように前記開口を覆うようになっているキャップと、
　前記キャップに連結され且つ前記空所内に取外し可能に配置されている多孔性スクリー
ンであって、前記キャップが前記開口を覆っているとき前記流体連通経路が前記多孔性ス
クリーンを横切って延在している、多孔性スクリーンと、
をさらに備えていることを特徴とする、請求項１５に記載のボックス。
【請求項１７】
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　カバーをさらに備え、前記カバーは、前記多孔性スクリーンが前記ボックスの前記第１
の空所内に配置されていないとき前記キャップが存在しない場合に前記流体連通経路に沿
って吸引の維持を促進するために、前記開口を覆うようになっていることを特徴とする、
請求項１６に記載のボックス。
【請求項１８】
　取付具キャップをさらに備え、前記取付具キャップは、前記取付具に連結されている前
記吸引ラインが存在しない場合に、前記孔を密封するように前記取付具に取外し可能に連
結されるようになっていることを特徴とする、請求項１５～１７の何れか一項に記載のボ
ックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、外科手術中に生じた廃棄物を収集すると共に、外科手術中に生じ
た組織サンプルを回収するためのシステムおよび方法に関する。さらに詳細には、本発明
は、結腸内視鏡検査のような外科手術中に胃腸管から組織サンプルを回収するためのシス
テムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一部の医学的および外科的手術の実施によって生じる副生成物として、液状廃棄物、半
固形廃棄物、および固形廃棄物が挙げられる。この廃棄物は、血液のような体液、および
手術が行われる体内部位に導かれる灌注溶液を含んでいる。手術中に生じる固形廃棄物お
よび半固形廃棄物として、組織片および手術部位に残される可能性がある手術材料の小片
が挙げられる。廃棄物は、廃棄物が外科部位を視覚的に遮らないように、また外科部位を
汚損しないように、および廃棄物が手術室または手術が行われる他の箇所において生体有
害物にならないように、廃棄物が生じた時点で収集されるのが理想的である。
【０００３】
　廃棄物が生じたときにこの廃棄物を収集するための多くのシステムが、外科医によって
利用可能になっている。一般的に、これらのユニットは、吸引源、吸引源から延在する配
管、および配管と吸引源との間の格納ユニットを備えている。システムが作動すると、廃
棄物は、配管の遠位端を通って引き込まれる。吸引によって、廃棄物は、配管を通って引
き込まれ、格納ユニット内に流れ、該格納ユニット内に貯められることになる。このよう
なシステムの１つは、本出願の譲渡人による「NEPTUNE」外科廃棄物収集システムである
。この特定のシステムは、吸引ポンプおよび２つのキャニスタを備える可動ユニットを備
えている。取外し可能なマニホールドを介して、配管が各キャニスタに接続されるように
なっている。このユニットは、移動できるので、手術が行われる患者に比較的近接する箇
所に配置可能である。これによって、（手術室を常に乱雑にする）吸引配管が外科医の周
りに存在する程度を低減することができる。また、このシステムは、外科医および助手が
システムによって収集された材料に晒される可能性の程度を低減させる特徴部を有してい
る。２００９年１１月２４日に刊行された特許文献１は、このシステムの多くの特徴部を
示している。この特許の内容は、参照することによって、ここに含まれるものとする。
【０００４】
　このシステムの特徴は、吸込マニホールドにある。このマニホールドは、大きい固形材
料片を捕捉するフィルター要素を備えている。これは、これらの固形物がシステムの近位
側に位置する部品を詰まらせる可能性があるので、望ましい。さらに、マニホールドは、
該マニホールドを使い捨て品とすることを可能にする材料から形成されている。システム
の使用後、狭い導管またはその内部フィルターを有するマニホールドを殺菌するために労
力を費やす必要がない。代わって、使用後のマニホールドを取り扱う従事者は、この部品
の外面に接触することしか必要とされない。このプロセスは、これらの従事者が廃棄材料
に接触する可能性の程度をさらに最小限に抑えることになる。２００９年１１月１０日に
刊行された本出願の譲渡人による特許文献２は、この種のマニホールドをさらに詳細に記
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載している。この特許の内容は、参照することによって、ここに含まれるものとする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７，６２１，８９８号明細書
【特許文献２】米国特許第７，６１５，０３７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　結腸内視鏡検査のような一部の外科手術では、外科手術中に１つまたは複数の組織サン
プルを患者から収集することが望ましい。組織サンプルは、典型的には、研究所に送られ
、自動分析されるかまたは病理学者のような専門家によって手動によって分析されるよう
になっている。この場合、組織サンプルを収集するために、吸引を患者に付与するために
用いられる医学機器を格納容器に接続している配管が、手動によって遮断される。次いで
、別の装置が、収容容器の上流に位置するように、この配管と直列に配置される。組織サ
ンプルは、この装置内に捕捉される。次いで、この装置は、取り外され、吸引付与装置か
らの配管が格納容器に直接再接続される。多数のサンプルの収集中に配管を繰返し接続お
よび遮断することによって、外科手術が終了するまでに余分な時間が掛かることになる。
配管の遮断時に、配管内に付着した少量の未収容の液状廃棄物および半固形廃棄物が周囲
環境に放出され、手術施設の床および他の面を汚染する可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、結腸内視鏡検査のような医学および外科手術中に組織サンプルを回収するた
めのシステムおよび方法に対する新規の有用なシステムおよび方法に関する。本発明のシ
ステムは、灌注流体源および廃棄物を収集するための容器の両方が接続された可動ユニッ
トを備えている。取外し可能なカセットが、可動ユニットに取り付けられるようになって
いる。本発明の多くの態様では、カセットは、廃棄物収集ユニットの構造部品であるレセ
プタクル内に着座されるようになっている。カセットは、吸引付与装置から延在する吸引
ラインを受け入れるための取付具を有している。また、カセットは、廃棄物収集ユニット
容器内に出口を有している。組織トラップが、カセットに取外し可能に取り付けられるよ
うになっている。組織トラップは、吸引によってカセットを通って引き込まれる流体と選
択的に直列に配置されるようになっている。トラップは、可動ユニット内に引き込まれた
流体流れに混入した組織を捕捉するためのフィルターを備えている。
【０００８】
　本発明のいくつかの態様では、組織トラップは、カセットに選択的に取り付けられるよ
うになっている。本発明のこれらの態様では、組織トラップがカセットに取り付けられて
いないとき、流体流れは、カセット内の第１の組の導管を通って容器内に流れるようにな
っている。組織試料を流体流れから取り出すことが望ましいとき、組織トラップが、一時
的にカセットに装着される。これによって、流体は、トラップを通って流れる。従って、
組織は、カセットへの廃棄物流れに混入した材料の残りとしてトラップ内に保持されるこ
とになる。
【０００９】
　本発明の他の態様では、組織トラップは、カセットに取外し可能に取り付けられるよう
になっているが、組織を収集する必要がないときでも、カセットに取り付けられていても
よいようになっている。本発明のこれらの態様では、１つまたは複数の弁が、廃棄物が流
れるカセット内の経路を調整するようになっている。もし組織を収集する必要がない場合
、１つまたは複数の弁は、バイパスモードに配置される。弁がバイパスモードにあるとき
、流体流れは、トラップを通って流れない。組織収集が望ましいとき、１つまたは複数の
弁は、組織収集モードに設定される。１つまたは複数の弁がこのモードにあるとき、流体
流れは、廃棄物収集キャニスタ内に放出される前に、組織トラップを通って流れることに
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なる。組織は、トラップと一体のフィルターによって、廃棄物収集キャニスタ内への下流
方向の流れから遮られることになる。
【００１０】
　本発明の各態様では、いったん組織が１つのトラップに捕捉されたなら、他のトラップ
をカセットに装着することが可能になっている。これによって、単一の手術において、単
一のカセットのみを廃棄物収集ユニットに取り付けることによって、複数の試料を捕捉す
ることができる。単一のカセットしか用いられないので、手術中に、絶えず吸引チューブ
を種々のカセットから遮断し、また種々のカセットに再接続する必要性がなくなることに
なる。
【００１１】
　本発明は、請求項において具体的に指摘されている。本発明の上記の特徴およびさらな
る特徴ならびに利点は、添付の図面と併せて以下の詳細な説明を読むことによって、理解
されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】本発明の医学／外科廃棄物収集システムの側面図である。
【図１Ｂ】図１Ａの医学／外科廃棄物収集システムの操作を制御するための制御システム
の概略図である。
【図１Ｃ】結腸鏡の断面図である。
【図２】廃棄物収集システムに取り付けられたマニホールドアセンブリの断面図である。
【図３】一実施形態によるマニホールドアセンブリの右前斜視図である。
【図４】マニホールドアセンブリの左前斜視図である。
【図５】マニホールドアセンブリの分解前面図である。
【図６】マニホールドアセンブリ分解後面図である。
【図７】カセットの分解上面図である。
【図８】カセットの分解底面図である。
【図９Ａ－９Ｄ】図９Ａは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの後面
図である。図９Ｂは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの上面図であ
る。図９Ｃは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの前面図である。図
９Ｄは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの右側面図である。
【図９Ｅ－９Ｇ】図９Ｅは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの底面
図である。図９Ｆは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの底斜視図で
ある。図９Ｇは、灌注カプラーが開位置にある上側カセットハウジングの上斜視図である
。
【図１０Ａ－１０Ｄ】図１０Ａは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジング
の後面図である。図１０Ｂは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジングの上
面図である。図１０Ｃは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジングの前面図
である。図１０Ｄは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジングの右側面図で
ある。
【図１０Ｅ－１０Ｇ】図１０Ｅは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジング
の底面図である。図１０Ｆは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジングの底
斜視図である。図１０Ｇは、灌注カプラーが閉位置にある上側カセットハウジングの上斜
視図である。
【図１１Ａ－１１Ｃ】図１１Ａは、スクリーンが閉位置にある組織トラップの上面図であ
る。図１１Ｂは、スクリーンが閉位置にある組織トラップの後面図である。図１１Ｃは、
スクリーンが閉位置にある組織トラップの左側面図である。
【図１１Ｄ．１１Ｅ】図１１Ｄは、スクリーンが閉位置にある組織トラップの後斜視図で
ある。図１１Ｅは、スクリーンが閉位置にある組織トラップの前斜視図である。
【図１２Ａ－１２Ｃ】図１２Ａは、スクリーンが開位置にある組織トラップの上面図であ
る。図１２Ｂは、スクリーンが開位置にある組織トラップの後面図である。図１２Ｃは、
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スクリーンが開位置にある組織トラップの左側面図である。
【図１２Ｄ．１２Ｅ】図１２Ｄは、スクリーンが開位置にある組織トラップの後斜視図で
ある。図１２Ｅは、スクリーンが開位置にある組織トラップの前斜視図である。
【図１３】試料容器および組織トラップの斜視図である。
【図１４】試料容器内に収容された組織トラップの斜視図である。
【図１５Ａ】マニホールドアセンブリの他の実施形態の左前斜視図である。
【図１５Ｂ】廃棄物収集システムに取り付けられた図１５Ａのマニホールドアセンブリの
断面図である。
【図１６】図１５のマニホールドアセンブリの分解左前面図である。
【図１７】図１５のマニホールドアセンブリの断面図である。
【図１８Ａ】図１５のカセットの分解斜視図である。
【図１８Ｂ】下側ハウジングの斜視図である。
【図１８Ｃ－１８Ｆ】図１８Ｃは、下側ハウジングの上面図である。図１８Ｄは、下側ハ
ウジングの底面図である。図１８Ｅは、下側ハウジングの前面図である。図１８Ｆは、上
側ハウジングの右側面図である。
【図１９】図１８Ａの詳細を示す拡大された分解斜視図である。
【図２０Ａ】弁部材の斜視図である。
【図２０Ｂ－２０Ｄ】図２０Ｂは、弁部材の底面図である。図２０Ｃは、弁部材の側面図
である。図２０Ｄは、弁部材の上面図である。
【図２１Ａ】組織トラップの斜視図である。
【図２１Ｂ．２１Ｅ．２１Ｆ】図２１Ｂは、組織トラップの上面図である。図２１Ｅは、
組織トラップの後面図である。図２１Ｆは、組織トラップの底面図である。
【図２１Ｃ．２１Ｄ】図２１Ｃは、組織トラップの前面図である。図２１Ｄは、組織トラ
ップの側面図である。
【図２２Ａ】試料容器内に収容された組織トラップの斜視図である。
【図２２Ｂ－２２Ｄ】図２２Ｂは、試料容器内に収容された組織トラップの上面図である
。図２２Ｃは、試料容器内に収容された組織トラップの前面図である。図２２Ｄは、図２
２Ｃの断面線２２Ｄ－２２Ｄに沿って切断された試料容器内に収容された組織トラップの
断面図である。
【図２３】マニホールドアセンブリの他の実施形態の分解左前面図である。
【図２４Ａ】図２３のマニホールドアセンブリの右前斜視図である。
【図２４Ｂ】アクチュエータおよびピンチ弁の断面図である。
【図２５】図２３のマニホールドアセンブリの前面図である。
【図２６】カセットの分解上斜視図である。
【図２７】カセットの分解底斜視図である。
【図２８Ａ－２８Ｃ】図２８Ａは、下側カセットハウジングの上面図である。図２８Ｂは
、下側カセットハウジングの右側面図である。図２８Ｃは、下側カセットハウジングの底
面図である。
【図２９Ａ－２９Ｃ】図２９Ａは、ゴムシートの上面図である。図２９Ｂは、ゴムシート
の右側面図である。図２９Ｃは、ゴムシートの底面図である。
【図３０Ａ－３０Ｃ】図３０Ａは、上側カセットハウジングの上面図である。図３０Ｂは
、上側カセットハウジングの右側面図である。図３０Ｃは、上側カセットハウジングの底
面図である。
【図３１】組織トラップおよび試料容器の分解上面図である。
【図３２】組織トラップおよび試料容器の分解底面図である。
【図３３】水ボトルの分解上面図である。
【図３４】水ボトルの分解底面図である。
【図３５】レセプタクル内に着座したカセットを示すマニホールドアセンブリの他の実施
形態の斜視図である。
【図３６】カセットがレセプタクル内に着座している図３５のマニホールドアセンブリの
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断面図である。
【図３７Ａ．３７Ｂ】図３７Ａは、一実施形態によるマニホールドアセンブリの右前斜視
図である。図３７Ｂは、マニホールドアセンブリの左後斜視図である。
【図３８Ａ．３８Ｂ】図３８Ａは、マニホールドアセンブリの分解前面図である。図３８
Ｂは、マニホールドアセンブリの断面図である。
【図３８Ｃ．３８Ｄ】図３８Ｃは、フラッパ弁ユニットの斜視図である。図３８Ｄは、フ
ラッパ弁ユニットの断面図である。
【図３９Ａ．３９Ｂ】図３９Ａは、組織トラップが取り外されているマニホールドアセン
ブリの上面図である。図３９Ｂは、組織トラップが取り外されているマニホールドアセン
ブリの側面図である。
【図４０Ａ．４０Ｄ】図４０Ａは、カセットキャップの上面図である。図４０Ｄは、カセ
ットキャップの後面図である。
【図４０Ｂ．４０Ｃ．４０Ｅ】図４０Ｂは、カセットキャップの前面図である。図４０Ｃ
は、カセットキャップの右側面図である。図４０Ｅは、カセットキャップの左側面図であ
る。
【図４１Ａ．４１Ｄ】図４１Ａは、カセットシェルの上面図である。図４１Ｄは、カセッ
トシェルの後面図である。
【図４１Ｂ．４１Ｃ．４１Ｅ】図４１Ｂは、カセットシェルの前面図である。図４１Ｃは
、カセットシェルの右側面図である。図４１Ｅは、カセットシェルの左側面図である。
【図４２Ａ．４２Ｄ】図４２Ａは、組織トラップの上面図である。図４２Ｄは、組織トラ
ップの後面図である。
【図４２Ｂ．４２Ｃ．４２Ｅ】図４２Ｂは、組織トラップの前面図である。図４２Ｃは、
組織トラップの右側面図である。図４２Ｅは、組織トラップの左側面図である。
【図４３】マニホールドアセンブリのさらなる実施形態の分解斜視図である。
【図４４】マニホールドアセンブリのさらなる実施形態の分解斜視図である。
【図４５Ａ．４５Ｄ】図４５Ａは、図４４の組織トラップの上面図である。図４５Ｄは、
図４４の組織トラップの後面図である。
【図４５Ｂ．４５Ｃ．４５Ｅ】図４５Ｂは、図４４の組織トラップの前面図である。図４
５Ｃは、図４４の組織トラップの右側面図である。図４５Ｅは、図４４の組織トラップの
左側面図である。
【図４６】マニホールドアセンブリの他の実施形態の斜視図である。
【図４７】図４６のマニホールドアセンブリの分解図である。
【図４８Ａ．４８Ｂ】図４８Ａは、キャップが取り付けられている組織トラップ受器の斜
視図である。図４８Ｂは、キャップが取り外されている組織トラップ受器の斜視図である
。
【図４９Ａ．４９Ｄ】図４９Ａは、図４８Ｂの組織トラップ受器の前面図である。図４９
Ｄは、組織トラップ受器の上面図である。
【図４９Ｂ．４９Ｃ．４９Ｅ】図４９Ｂは、組織トラップ受器の底面図である。図４９Ｃ
は、組織トラップ受器の側面図である。図４９Ｅは、組織トラップ受器の後側面図である
。
【図５０】灌注カセットアセンブリの斜視図である。
【図５１】灌注レセプタクル内に取り付けられた灌注カセットアセンブリの断面図である
。
【図５２】図５０の灌注カセットアセンブリの分解斜視図である。
【図５３】図５０の灌注カセットアセンブリの他の分解斜視図である。
【図５４】図５０の灌注カセットアセンブリの分解側面図である。
【図５５】灌注カセットアセンブリの他の実施形態の上斜視図である。
【図５６】灌注カセットアセンブリの他の実施形態の底斜視図である。
【図５７】本発明のさらなる代替的カセットを形成する構成部品の分解図である。
【図５８】図５７のカセットの断面図である。
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【図５９】図５７のカセットの前面図である。
【図６０】図５７のカセットのキャップの断面図である。
【図６１Ａ．６１Ｂ】図６１Ａおよび図６１Ｂは、それぞれ、図５７のカセットと共に用
いられるスクリーンホルダーの前斜視図および後斜視図である。
【図６２】スクリーンホルダーが設置されている図５７のカセットの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
［Ｉ．外観］
　図１Ａは、本発明によって構成された廃棄物および組織収集システム３０を示している
。可動ユニットまたはローバーと呼ばれることもあるシステム３０は、基部３２を備えて
いる。通常、カバーアセンブリおよびドアアセンブリは、可動ユニット３０の構成部品を
隠しているが、これらの構成部品を見えるようにするために、カバーアセンブリおよびド
アアセンブリは、図１Ａにおいて省略されている。基部３２の底に取り付けられた車輪３
４は、システムに可動性をもたらすものである。２つのキャニスタ３６，３８は、基部３
２に取り付けられている。これらのキャニスタのうち、第１のキャニスタ３６は、略１０
リットルから４０リットルの間にある比較的大きな内部容積を有している。第２のキャニ
スタ３８は、略１リットルから１０リットルの間にあるより小さい容積を有している。キ
ャニスタ３６，３８は、それぞれ、キャップ４０，４２を有している。
【００１４】
　図２をさらに参照すると、キャニスタ３８のキャニスタキャップ４２に取り付けられて
いるのは、マニホールドアセンブリ１００である。マニホールドアセンブリ１００は、レ
セプタクル１０２およびカセット２００を備えている。カセット２００は、レセプタクル
１０２内に取外し可能に着座している。以下に説明するように、カセット２００には、多
数の取付具１８０，１８１が形成されている。取付具１８０は、吸引ライン５０を受け入
れることができるようになっており、取付具１８１は、灌注ライン５１を受け入れること
ができるようになっている。吸引ライン５０および灌注ライン５１の各々の遠位端は、吸
引付与装置５２に取り付けられている。（本明細書において、「遠位側」は、吸引が付与
される外科部位に向かう側を指し、「近位側」は、外科部位から離れる側を指している）
。図１Ａにおいて、吸引付与装置５２は、吸引および灌注を付与するためだけに特に設計
されたハンドピースとして概略的に示されているが、これは、例示にすぎず、制限的なも
のではないことを理解されたい。場合によっては、吸引付与装置５２は、吸引および灌注
を付与する以外の仕事を行うために外科部位に適用される他の外科工具、例えば、結腸鏡
または焼灼工具に組み込まれてもよい。
【００１５】
　吸引ポンプ５８および蠕動ポンプ７０も、可動ユニット３０の一部である。各キャップ
４０，４２から、ダクトが吸引導管に延在している。図１Ａでは、これらの導管は、破線
６０として描かれている。これらの導管は、以下の流体経路、すなわち、これらの流体経
路を通って、吸引ポンプが、キャニスタ３６，３８、さらにいえば、これらのキャニスタ
に接続された吸引チューブを真空吸引するようになっている、流体経路である。吸引ポン
プ５８が作動すると、その結果として生じた吸引によって、物質が吸引チューブに取り付
けられた付与装置内に引き込まれることになる。
【００１６】
　付与装置５２から吸引ポンプ５８にわたって、連続的な吸引流体連通経路１８４が形成
されている。廃棄物流れは、レセプタクル１０２から関連するキャニスタ３６内に導かれ
ることになる。この流れに混入した液状物質および小片の固形物質は、流れからキャニス
タ３８内に沈降する。従って、この廃棄物は、キャニスタ３６が空にされるまで、キャニ
スタ３６に貯められることになる。この流れに混入したガスおよびいくらかの少片物質は
、キャニスタから吸引ポンプ５８に向かって流れることになる。
【００１７】
　キャニスタ３６に取り付けられる代替的なマニホールドレセプタクル１６９９が示され
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ている。マニホールドレセプタクル１６９９は、本発明の一部ではない他のマニホールド
（図示せず）を受け入れるように形作られている。この特定のマニホールドレセプタクル
およびそこに挿入されるマニホールドは、参照することによってここに含まれる米国特許
第７，６１５，０３７号に開示されている。
【００１８】
　図２に示されているように、キャップ４２は、キャップの基部の上面から上方に突出す
る中実キャップヘッド６３を有するように、形成されている。空洞６４が、キャップヘッ
ド６３内に画定されている。レセプタクル１０２は、この空洞６４内に取り付けられてい
る。レセプタクル１０２は、レセプタクル１０２のパネルがキャップヘッド６３の内部パ
ネルと接触するように、空洞６４に取り付けられている。カセット２００は、レセプタク
ル１０２内に取外し可能に保持されている。灌注取付具１８０および吸引取付具１８１は
、カセット２００から遠位側に延在している。
【００１９】
　蠕動ポンプ７０は、以下のように、すなわち、蠕動ポンプ７０の回転によって、灌注液
が灌注液源７２から灌注ライン１６２、カセット２００、および灌注ライン５１を通って
付与装置５２に送り出され、付与装置５２において外科部位に供給されるように、灌注ラ
イン５１に連結されている。蠕動ポンプ７０は、シャフト７２によって偏心ローラ７４に
接続された回転電動モータ７１を備えている。蠕動ポンプ７０は、以下にさらに詳細に説
明するように、灌注流体を付与装置５２に供給するようになっている。灌注液源７２から
付与装置５２にわたって、連続的な灌注流体連通経路１８２が形成されている。
【００２０】
　リニアアクチュエータ８０は、接続ロッド８２を介してピストン３００に接続されてい
る。リニアアクチュエータ８０は、ロッド８２をピストン３００に向かう方およびピスト
ン３００から離れる方に往復運動させることができる。図示されているピストン３００は
、スリーブ遠位端部２４５の方に位置しており、図示されている組織トラップ３５０は、
スリーブ近位端部２４４の方に位置している。
【００２１】
　図１Ｂは、廃棄物収集システム３０の操作を制御するための制御システム１９０を示し
ている。制御システム１９０は、廃棄物収集システム３０内に取り付けられている。制御
システム１９０は、コントローラ１９２を備えている。コントローラ１９２は、汎用マイ
クロプロセッサ、マイクロコントローラ、またはコンピュータとすることができる。コン
トローラ１９２は、吸引モータ５８，ポンプモータ７１、アクチュエータ８０，光源１２
９、無線識別（ＲＦＩＤ）読取機１９４、および制御パネル１９６と連通しており、これ
らの操作を制御するようになっている。制御パネル１９６は、ユーザーが廃棄物収集シス
テム３０の操作パラメータを選択、制御、および観察することを可能にするボタン、スイ
ッチ、およびディスプレイを備えている。
【００２２】
　図１Ｃは、１つの吸引付与装置５２、具体的には、結腸鏡検査を行うための結腸鏡５２
の詳細を示している。結腸鏡５２は、端１６６を有する細長の柔軟チューブ１６５に接続
されたハンドグリップ１６４を有している。ハンドグリップ１６４は、灌注流体接続部１
６７、吸引接続部１６８、光源１６９、および空気ポンプ１７０に接続されている。柔軟
チューブ１６５は、吸引通路１７１、空気通路１７２、水通路１７３、および生検弁１７
４を含んでいる。灌注流体接続部１６７は、灌注ライン５１（図１Ａ）に接続されており
、吸引接続部１６８は、吸引ライン５０（図１Ａ）に接続されている。端１６６は、外科
部位に配置され、吸引、空気、または灌注流体が、端１６６を通って外科部位に供給され
るようになっている。結腸鏡５２を用いて、ポリープサンプルを胃腸管から収集または回
収することができる。切除工具（図示せず）が、生検弁１７４および吸引通路１７１を通
って外科部位に挿入されるようになっている。切除工具は、ポリープを切除し、除去する
ことができる。切除工具は、吸引通路１７１から取り出され、ポリープは、吸引通路１７
１を通って付与された吸引によって切除部位から摘出されることになる。
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【００２３】
［ＩＩ．第１の実施形態］
［Ａ．レセプタクル］
　図３～図６を参照すると、本発明の第１の実施形態のマニホールドアセンブリ１００が
示されている。マニホールドアセンブリ１００は、レセプタクル１０２、カセット２００
、ピストン３００、および組織トラップ３５０を備えている。
【００２４】
　レセプタクル１０２は、略矩形の形状を有するものとして示されている。他の形状、例
えば、丸形状、楕円形状、または正方形状が用いられてもよい。レセプタクル１０２は、
６つの外部パネル、すなわち、互いに平行に離間して略水平方向に配向された上パネル１
０５および下パネル１０６と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向されたパネル１０
７，１０８と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向された前パネル１０９および部分
的裏または後パネル１１０と、によって、画定されている。フランジ１１２は、パネル１
０５，１０７，１０８から周方向外方に直角に延在している。フランジ１１２は、後面１
１４を有している。レセプタクル１０２は、どのような適切な材料、たとえば、射出成形
プラスチックから形成されていてもよい。
【００２５】
　前パネル１０９は、狭幅領域１１９および広幅領域１２０を備える水平方向に配向され
た開口１１８を画定している。開口１１８は、レセプタクルの幅を横切って延在しており
、前パネル１０９から後パネル１１０に向かってレセプタクル１０２を貫通している。パ
ネル１１７は、底パネル１０６から離れる方に直角に延在しており、開口の広幅領域１２
０を画定するように、底パネル１１６と境界を接している。底パネル１１６は、パネル１
０７，１１７間に延在している。底パネル１１６は、パネル１０６と略平行である。広幅
領域１２０は、パネル１０５，１０７，１１６，１１７によって画定されている。広幅領
域１２０は、狭幅領域１１９と一体になっている。
【００２６】
　略矩形状のドア開口１２４は、レセプタクルの縁および側パネル１０７に隣接する位置
において、上パネル１０５に画定されている。略矩形状の灌注開口１２６（図６）は、レ
セプタクルの縁および側パネル１０８に隣接する位置において、底パネル１０６に画定さ
れている。光孔１２８（図６）が、フランジ１１２に離接する位置において、側パネル１
０７に画定されている。ピストン３００および組織トラップ３５０を照明するために、発
光ダイオード１２９のような光源が、光孔１２８内に取り付けられている。発光ダイオー
ド１２９は、キャップ４２内に取り付けられた電力源（図示せず）に接続されている。開
口またはポート１３０（図５）は、前パネル１０９の近くの位置において、底パネル１１
６に画定されている。
【００２７】
　細長のドア１３６は、１つまたは複数のヒンジ１４２を介して上パネル１０５に回転可
能に取り付けられている。図４および図５では、ドア１３６の上縁しか示されていない。
ドア１３６は、上縁１３８、および足１４１が取り付けられた広幅区域１４０を備えてい
る。足１４１は、ドア１３６の底から直角に開口１１８の広幅領域１２０内に延在してい
る。ドア１３６は、ヒンジ１４２を中心として、図３～図５に示されている開位置と図１
６に示されている（ドア１３６が狭幅領域１１９および広幅領域１２０の両方を含む開口
１１８を覆う）閉位置との間で回転するようになっている。閉位置では、足１４１は、吸
引開口１３０を覆って配置され、これによって、キャニスタ３８への経路を密封または閉
鎖している。ドア１３６が開位置にあるとき、足１４１がドア開口１２４を貫通する。ヒ
ンジ１４２は、カセット２００が通路１１８から取り外されているときまたは通路１１８
に取り付けられていないとき、ドア１３６を常時閉位置に付勢するようになっている。
【００２８】
　（図４に最もよく示されている）１対の互いに反対を向いて平行になっているＬ字状の
細長レール１３４は、灌注開口１２６の下方の位置において、底パネル１０６から離れる
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方に延在している。レール１３４は、それらの間に長孔１３２を画定している。長孔１３
２は、パネル１０８から、灌注開口１２６の下方において、灌注開口１２６に沿って内方
に延在している。互いに反対を向いて平行になっている細長溝１３５は、各レール１３４
の長さに沿って画定されている。
【００２９】
　図４を参照すると、灌注カプラー１５０は、灌注ライン１６２（図１Ａ）とカセット２
００との間に灌注流体接続部をもたらしている。灌注カプラー１５０は、遠位端１５３を
有する略矩形状の本体１５２と、広幅の一体化近位ハンドル１５４と、本体１５２の両側
に位置する１対の互いに反対を向いて平行になっている勾配付き細長側面１５６と、を有
している。圧縮性材料から形成された出口取付具１５８は、本体１５２から上方に延在し
ており、入口ポート１６０は、本体１５２の下方において近位ハンドル１５４に向かって
延在している。入口ポート１６０は、灌注ライン１６２を保持するための棘付き端（図示
せず）を有している。流体連通経路は、本体１５２を通って、出口取付具１５８と入口ポ
ート１６０との間に延在している。灌注ライン１６２は、入口ポート１６０と灌注流体源
７２との間に接続されている。灌注カプラー１５０は、どのような適切な材料、たとえば
、射出成形プラスチックから形成されていてもよい。
【００３０】
　灌注カプラー１５０は、長孔１３２内に挿入され、かつ長孔１３２から取り出されるよ
うになっている。ユーザーは、ハンドル１５４を掴み、勾配付き側面１５６が溝１３５と
係合するように、遠位端１５３を長孔１３２に向かって導くことによって、灌注カプラー
１５０を挿入することができる。ハンドル１５４をレセプタクル１０２に向かって手で継
続的に押し込むことによって、勾配付き側面１５６を溝１３５に沿って摺動させ、これに
よって、ハンドル１５４がレール１３４に接触したとき、灌注カプラー１５０が完全に長
孔１３２内に着座することになる。ユーザーがハンドル１５４を掴み、灌注カプラー１５
０を長孔１３２から離れる方に引っ張ることによって、灌注カプラー１５０を取り外すこ
とができる。
【００３１】
　識別デバイス３７６（図５）は、灌注カプラーに取り付けられている。識別デバイス３
７６は、どのような適切な識別デバイス、例えば、無線識別（ＲＦＩＤ）タグまたはデバ
イス、バーコード、磁気帯片、または他の記憶デバイスであってもよい。識別デバイスは
、設定情報、期限情報、および再使用または再処理のための制御情報のような情報を含む
ことができる。
【００３２】
［Ｂ．カセット］
　図７、図８、図９Ａ～図９Ｇ、および図１０Ａ～図１０Ｇは、カセット２００の詳細を
示している。カセット２００は、どのような適切な材料、例えば、射出成形プラスチック
から形成されていてもよい。特に図７～図８を参照すると、カセット２００は、略矩形状
であり、ハウジング２０２を有している。ハウジング２０２は、２つの部品、すなわち、
上側ハウジング２０４および向き合った下側ハウジング２０６を有している。ハウジング
は、２つの部品を用いるものとして示されているが、ハウジング２０２が単一の一体品と
して形成されてもよいことも見込まれている。上側ハウジング２０４および下側ハウジン
グ２０６は、互いに嵌合され、ハウジング２０２を形成している。空洞２０３は、上側ハ
ウジング２０４と下側ハウジング２０６との間において、ハウジング２０２内に画定され
ている。上側ハウジング２０４は、平坦な上パネル２０７、前パネル２０８、湾曲した後
パネル２１０、および側パネル２１２，２１４，２１５を備えている。パネル２０８，２
１０，２１２，２１４，２１５は、上パネル２０７から離れる方に直角に延在している。
【００３３】
　１対の内部支持パネル２１８，２１９は、前パネル２０８と後パネル２１０との間に延
在している。内部支持パネル２１８，２１９は、互いに略平行であり、上パネル２０７か
ら離れる方に直角に延在している。内部支持パネル２１８，２１９は、灌注チューブ通路
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２２０を画定している。前パネル２１０の開口２２２は、チューブ通路２２０内に開いて
いる。カバー２２４は、側パネル２１４から離れる方に延在しており、上パネル２０７と
共平面をなしている。カバー２２４は、側パネル２１４とカバー２２４との間に延在する
いくつかのリブ２１６によって、機械的に支持されている。アーム２２６が、後パネル２
０８と隣接する位置において、側パネル２１４から離れる方に延在しており、上パネル２
０７と共平面をなしている。長孔２２７は、カバー２２４とアーム２２６との間に画定さ
れている。
【００３４】
　吸引取付具１８０は、流体連通経路をもたらす９０°エルボー取付具であり、アーム２
２６に取り付けられている。吸引取付具１８０は、吸引ライン５０（図１Ａ）が脱着され
るテーパ付き端２２８、および他の端２２９を有している。端２２９は、アーム２２６か
ら離れる方にいくらか延在している。テーパ付き端２２８は、カセット２００の前面から
離れる方を向いており、端２２９は、下側ハウジング２０６の方を向いている。上側ハウ
ジング２０４は、灌注コネクタ２６０（図８）をさらに備えている。灌注コネクタ２６０
は、パネル２１２，２１５に隣接する位置において、カセット２００のコーナ内に配置さ
れている。図９Ａ～図９Ｇおよび図１０Ａ～図１０Ｇをさらに参照すると、灌注コネクタ
２６０は、１対の互いに離間した柔軟足２６４を備える略Ｌ字状の本体２６２を有してい
る。足２６４は、本体２６２から延在し、パネル２０７上に位置している。灌注コネクタ
２６０は、テーパ付き出口端またはポート２６６および面取りされた凹状入口端またはポ
ート２６８を有している。出口端またはポート２６６は、パネル２１０，２１６の一部の
間に位置している。灌注コネクタ２６０は、９０°屈曲部またはエルボーをなしており、
入口ポート２６８と出口ポート２６６との間に灌注液のための流体連通経路を画定してい
る。本体２６２は、リビングヒンジ２７０を介してパネル２１２に取り付けられている。
リビングヒンジは、互いに対して移動することが望まれる２つの構成部品間に一体品とし
て形成される薄い柔軟ヒンジまたは撓み軸受である。足２６４は、本体２６２にバネ力を
もたらし、これによって、本体をパネル２０７から離れる方に付勢するためのものである
。
【００３５】
　上側ハウジング２０４は、側面２１２から遠位側に延在する灌注コネクタ２６０と一緒
に形成または成型されている（図９Ｅ）。この位置では、灌注コネクタ２６０は、上側ハ
ウジング２０４の外側に位置している。本体２６０は、足２６４が上パネル２０７上に位
置して出口ポート２６６がパネル２１０，２１５の一部の間に位置するように、リビング
ヒンジ２７０を中心として空洞２０３内に回転可能になっている（図１０Ｅ）。この位置
では、灌注コネクタ２６０は、上側ハウジング２０４の内側に位置している。
【００３６】
　図７および図８を再び参照すると、下側ハウジング２０６は、平坦な底パネル２３０、
前パネル２３２、湾曲した後パネル２３４、および側パネル２３６を備えている。パネル
２３２，２３４，２３６は、底パネル２３９から離れる方に直角に延在しており、各々が
勾配付き縁２３７を有している。灌注チューブ端２８２が貫通することを可能にするＵ字
状開口２３５は、前パネル２３２に配置されている。略細長の中空正方形状のカセットス
リーブ２４０は、底パネル２３０の端２３８から外方に延在している。
【００３７】
　スリーブ２４０は、外面２４２、内面２４３、近位端２４４、遠位端２４５、および孔
２４６を有している。孔２４６は、近位端２４４と遠位端２４６との間においてスリーブ
２４０を完全に貫通している。吸引開口２４８は、近位端２４４の近くにおいて、スリー
ブ２４０の片側に画定されている。カセット排出ポート２５０は、スリーブ２４０の中心
の近くにおいて、スリーブ２４０の反対側に画定されている。
【００３８】
　下側ハウジング２０６は、スリーブ２４０の上側に取り付けられたレンズ２２３（図５
）をさらに備えている。レンズ２２３は、組織トラップ３５０の内容物を拡大することが
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できる拡大レンズである。ユーザーは、レンズ２２３を通して、組織トラップ３５０に収
集された任意の組織サンプルを観察することができる。ポンプチューブ２８０は、灌注チ
ューブ１８１、端２８１，２８２、湾曲したローラ接触区域２８４、および傾斜区域２８
６を備えている。ポンプチューブ２８０を下側ハウジング２０４に組み込んだ後、傾斜区
域２８４は、カセット２００の通路２２０内に配置されることになる。ポンプチューブ２
８０は、どのような適切な材料、例えば、エラストマーまたはシリコーンゴムから形成さ
れていてもよい。端２８１は、灌注コネクタ２６０のテーパ付き出口端またはポート２６
６の周りに圧入される。湾曲したローラ接触区域２８４は、湾曲したパネル２１０の外面
に隣接して該外面に沿って延在するように、配置される。傾斜区域２８６は、パネル２１
８，２１９間において灌注チューブ通路２２０内に配置され、かつ保持されるようになっ
ている。ポンプチューブ２８０は、傾斜区域２８６から開口２２２，２３５を通して端２
８２にさらに延在している。ポンプチューブ２８０は、灌注液が出口ポート２６６から灌
注取付具１８１に流れることを可能にする流体連通経路をもたらすことになる。
【００３９】
　上側ハウジング２０４および下側ハウジング２０６は、互いに嵌合され、カセット２０
０を形成している。ハウジング２０４，２０６は、２つのハウジング区域を互いに圧入、
スナップ嵌合、または溶着することによって、互いに保持されることになる。他の保持手
段、例えば、接着剤が用いられてもよい。ハウジング２０４，２０６が一緒に圧縮されて
嵌合するとき、勾配付き縁２３７は、パネル２３２，２３４，２３６を押し付け、それぞ
れ、パネル２０８，２１０，２１２の内方に着座させることになる。嵌合位置では、カバ
ー２２４は、遠位端２４５の近くにおいてスリーブ２４０の一部にわたって延在している
。また、嵌合位置において、アーム２２６は、近位端２４４の近くにおいてスリーブ２４
０の一部にわたって延在し、吸引取付具１８０の端２２９は、吸引開口２４８内に嵌合ま
たは受容されるようになっている。
【００４０】
　図５をさらに参照すると、ピストン３００は、略矩形状を有するものとして示されてい
る。他の形状、例えば、丸形状、楕円形状、または正方形状が用いられてもよい。ピスト
ン３００は、６つの外面、すなわち、互いに平行に離間して略水平方向に配向された上面
３０２および底面３０３と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向された表面３０４，
３０５と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向された前面３０６および後面３０７と
、によって画定されている。チャンバ３０１は、ピストン３００内に画定されている。隆
起リム３０８は、前パネル３０６および表面３０２，３０３，３０４，３０５から周辺に
沿って外方に傾斜して延在している。他の隆起リム３１０は、後パネル３０７および表面
３０２，３０３，３０４，３０５から周辺に沿って外方に傾斜して延在している。
【００４１】
　ピストン３００は、近位端３１８および孔１４６の方を向いた遠位端３１９を有してい
る。略矩形の凹部３１２が、遠位端３１９の中心の近くに画定されている。凹部３１２の
底は、棚３１３によって画定されている。開口３１４は、遠位端３１９の近くにおいて棚
３１３に配置されている。開口３１４は、棚３１３と底面３０４との間においてピストン
３００を貫通している。開口３１６（図８）は、遠位端３１９の近くにおいて底面３０３
に配置されている。開口３１６は、開口３１４と同軸である。ピストン３００は、スリー
ブ２４０の孔２４６によって受け入れられるように構成されている。ピストン３００は、
隆起リム３０８，３１０が内面２４３と接触するように、内面２４３に沿って摺動するこ
とができる。ピストン３００は、どのような適切な材料、例えば、射出成形エラストマー
から形成されていてもよい。ピストン３００は、隆起リム３０８，３１０と内面２４３と
の間にシールをもたらすようになっている。
【００４２】
　図１１Ａ～図１１Ｅおよび図１２Ａ～図１２Ｅを参照すると、組織トラップ３５０が示
されている。組織トラップ３５０は、略矩形状である。他の形状、例えば、丸形状、楕円
形状、または正方形状が用いられてもよい。組織トラップ３５０は、どのような適切な材
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料、例えば、低デュロメータ硬度プラスチックまたは熱可塑性エラストマーから形成され
ていてもよい。組織トラップ３５０は、５つの外部パネル、すなわち、互いに平行に離間
して略垂直方向に配向されたパネル３５２，３５３と、互いに平行に離間して略垂直方向
に配向された前パネル３５４および後パネル３５５と、水平方向に配置された底パネル３
５６と、によって画定されている。ノッチ３５７は、パネル３５５に配置されている。フ
ランジ３５８は、前パネル３５４およびパネル３５２，３５３，３５４，３５６から周方
向外方に延在している。組織トラップ３５０は、空洞３６０を画定している。
【００４３】
　１対の互いに反対を向いて離間した中心特徴部３６２，３６４は、側面または端３５５
から遠位側に延在している。中心特徴部３６２は、側面または端３５３の近くに位置して
おり、中心特徴部３６４は、側面または端３５２の近くに位置している。中心特徴部３６
２，３６４は、スリーブ２４０の孔２４６（図７）内への挿入中、組織トラップ３５０を
案内するものである。開口３６６は、パネル３５５の内部に隣接する位置において、底パ
ネル３５６に画定されている。開口３６６は、空洞３６０と流体連通している。
【００４４】
　Ｌ字状スクリーン３６８は、リビングヒンジ３７４によって、組織トラップ３５０に回
転可能に連結されている。スクリーン３６８は、矩形状の底区域３６９および矩形状の側
区域３７０を有している。底区域３６９は、側区域３７０と直交している。底区域３６９
を貫通する多数の孔３７２が画定されている。スクリーン３６８は、ヒンジ３７４を中心
として、図１１Ａ～図１１Ｅに示されているような空洞３６０内の閉位置と図１２Ａ～図
１２Ｅに示されているような空洞３６０の外側の開位置との間で回転可能になっている。
【００４５】
　（図３および図６に最もよく示されている）識別デバイス３７６が、組織トラップ３５
０の側面３５２に取り付けられている。識別デバイス３７６は、どのような適切な識別デ
バイス、例えば、無線識別（ＲＦＩＤ）タグまたはデバイス、バーコード、磁気帯片、ま
たは他の記憶デバイスであってもよい。識別デバイスは、設定情報、期限情報、および再
使用または再処理のための制御情報のような情報を含むことができる。
【００４６】
　（図５および図６に最もよく示されている）他の識別デバイス３７８は、カセット２０
０のカバー２２４に取り付けられている。識別デバイス３７８は、どのような適切な識別
デバイス、例えば、無線識別（ＲＦＩＤ）デバイス、バーコード、磁気帯片、または他の
記憶デバイスであってもよい。識別デバイスは、設定情報、期限情報、および再使用また
は再処理のための制御情報のような情報を含むことができる。
【００４７】
　図１３および図１４は、試料容器または試料瓶３８０を示している。試料容器または試
料瓶３８０は、外パネル３８２および底パネル３８３を有する略円筒形状を有している。
２つの互いに反対を向いて離間した平坦な把持区域３８４が、試料容器３８０の外パネル
３８２に配置されている。区画３８８は、試料容器３８０内に画定されている。一実施形
態では、区画３８８は、保存溶液３８９、例えば、ホルマリンまたは他の適切な保存溶液
を含んでいる。他の実施形態では、保存溶液は、省略されている。試料容器３８０は、区
画３８８の内容物がユーザーによって観察されるように、透明材料から形成されている。
【００４８】
　管状フランジ３８６が、パネル３８２の上方に周方向外方に延在している。管状ネジ部
３８７が、フランジ３８６の外面に画定されている。円形キャップ３９０は、管状ネジ部
３９１を有している。キャップ３９０は、キャップ３９０を試料容器３８０に対して回転
させ、ネジ部３８７，３９１を互いに嵌合させることによって、試料容器３８０に取り付
けられるようになっている。
【００４９】
　キャップ３９０は、キャップリテーナ３９２によって、試料容器３８０に取外し可能に
保持されている。キャップリテーナ３９２は、細長アーム３９５を有している、細長アー
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ム３９５は、フランジ３８６に取外し可能に取り付けられた近位端３９６およびアーク状
リブ３９３に取り付けられた遠位端３９７を有している。リブ３９３は、タブ３９４によ
ってキャップ３９０に接続されている。タブ３９４は、リブ３９３とキャップ３９０との
間に弱い接続部をもたらしている。
【００５０】
　ユーザーは、キャップ３９０を試料容器３８０の上に配置する。キャップリテーナ３９
２は、ネジ部３８７，３９１と一直線に並んでいる。キャップ３９０を試料容器３８０に
対して回転させると、タブ３９４が破断し、キャップ３９０がキャップリテーナ３９２か
ら分離する。次いで、ユーザーは、アーム３９５を引っ張り、キャップリテーナ３９２を
試料容器３８０から取り外すことができる。
【００５１】
　図１４に示されているように、ユーザーは、組織サンプル３９８を含む組織トラップ３
５０を区画３９８内に配置し、これによって、組織トラップ３５０および組織サンプル３
９８を保存溶液３８９に浸漬させるとよい。組織サンプル３９８は、多種多様の組織サン
プルとすることができる。例えば、組織サンプル３９８は、体内の一部からの生検サンプ
ルであってもよいし、結腸からのポリープであってもよい。次いで、キャップ３９０を試
料容器３８０にねじ込み、これによって、組織サンプル３９８および組織トラップ３５０
を試料容器３８０内に密封することになる。
【００５２】
［Ｃ．第１の実施形態の操作］
　図１～図１４を参照すると、可動ユニット３０（図１）は、ユーザーがカセット２００
をキャニスタ３８に関連するマニホールドアセンブリ１００の相補的レセプタクル１０２
内に挿入することによって、使用の準備が整うことになる。このステップは、後パネル２
１５をドア１３６を開けるように配向させ、カセット１０２をレセプタクル１０２内に挿
入することによって行われる。ドア１３６が開くと、足１４１が開口１２４を貫通する。
後パネル２１５が後パネル１１０と接触するまで、カセット２００が通路１１８内に摺動
する。この位置において、カセット排出ポート２５０（図８）が、吸引導管５９に対して
着座し、吸引導管５９と流体連通する。湾曲したチューブ区域２８４が蠕動ポンプローラ
７４に対して押圧され、これによって、ローラ７４の回転が灌注流体をポンプチューブ２
８０内に送り込むことになる。
【００５３】
　ＲＦＩＤ読取機１９４が、挿入されたカセット２００のＲＦＩＤタグ３７６を認識し、
カセット２００がレセプタクル１０２内に着座されたときに可動ユニット３０の操作を可
能にする信号をコントローラ１９２に送信する。カセット２００がレセプタクル１０２内
に挿入された後、コントローラ１９２は、光源１２９を作動させ、ピストン３００および
組織トラップ３５０を照明する。
【００５４】
　灌注ライン１６２は、灌注流体源７２と灌注カプラー１５０との間に接続されている。
灌注カプラー１５０は、長孔１３２内に挿入される。ユーザーは、ハンドル１５４を掴み
、勾配付き側面１５６が溝１３５に係合するように、遠位端１５３を長孔１３２に向かっ
て導くことによって、灌注カプラー１５０を挿入することができる。ハンドル１５４をレ
セプタクル１０２の方に手で継続的に押し込むことによって、灌注カプラー１５０が長孔
１３２内に完全に着座するまで、勾配付き側面１５６を溝１３５に沿って摺動させること
ができる。この位置において、出口取付具１５８は、灌注コネクタ２６０を介してポンプ
チューブ２８０への接続部をもたらすことになる。従って、出口取付具１５８は、ポンプ
チューブ２８０と流体連通することになる。
【００５５】
　可動ユニット３０は、吸引ライン５０を取付具１８０に取り付け、かつ灌注ライン５１
を取付具１８１に取り付けることによって、結腸鏡のような付与装置５２をユニットに連
結して、使用の準備が終了することになる。
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【００５６】
　カセット２００の操作モードは、スリーブ２４０内のピストン３００の位置決めによっ
て選択されるようになっている。ピストン３００は、最初、ピストン３００がスリーブ２
４０の遠位端２４４にある図３に示されている位置にある。これは、バイパス位置である
。バイパス位置では、ピストン３００は、以下のように、すなわち、凹部３１２が取付具
１８０の端２２９の下方に位置して孔３１４がカセット排出ポートと一直線に並ぶように
配向されており、これによって、流体をピストン３００を通って流すことが可能になる。
【００５７】
　可動ユニット３０は、吸引ポンプ５８および蠕動ポンプ７０を作動させることによって
、作動される。吸引ポンプ５８の作動によって、廃棄物流れは、外科部位から吸引流体連
通経路１８４に沿って付与装置５２内に引き込まれ、次いで、吸引ライン５０を通って取
付具１８０内に導かれることになる。取付具１８０から、廃棄物流れは、ピストン内を通
って、具体的には、凹部３１２を通って孔３１４内に，次いで、中空内部空洞３０１を通
って移動する。次いで、廃棄物は、ピストン孔３１６およびカセット排出ポート２５０を
通って、導管５９内に流出する。導管５９から、廃棄物流れは、キャニスタ３８内に導か
れる。この操作モードは、吸引連通経路１８４が組織トラップ３５０をバイパスしている
ので、バイパスモードと呼ばれている。
【００５８】
　キャニスタ３６または３８に入る廃棄物流れの液状成分および固形成分は、流れから沈
降し、キャニスタ３６，３８内に保持され、最終的に廃棄されることになる。
【００５９】
　蠕動ポンプ７０の作動によって、灌注流体は、灌注源７２から、灌注流体連通経路１８
２に沿って、灌注ライン１６２、灌注コネクタ１５０、ポンプチューブ２８０、灌注取付
具１８１、灌注ライン５１を通って、外科部位に付与するための付与装置５２内に送り出
されるようになっている。
【００６０】
　ユーザーは、カセット２００を用いて、ポリープのような組織サンプルを収集するよう
に選択することができる。カセット２００は、スリーブ２４０内においてピストン３００
を再位置決めすることによって、組織収集モードに配置されるようになっている。
【００６１】
　ユーザーは、手動によって、組織トラップ３５０をスリーブ２４０内に挿入する。これ
によって、ピストン３００は、スクリーン３５０から遠位側に、すなわち、スリーブ２４
０のさらに奥に移動することになる。中心特徴部３６２，３６４は、組織トラップ３５０
をピストン３００のフランジ３００内に案内し、パネル３０６に当接させるためのもので
ある。
【００６２】
　この位置は、図２に示されている。この位置では、ピストン３００は、スリーブ２４０
の近位端部２４５の方に配置されている。組織トラップ３５０がスリーブ２４０内に完全
に挿入されると、フランジ３５８がカセット近位端２４４に当接する。これが、組織収集
位置である。組織収集位置では、組織トラップ３５０は、空洞３６０が取付具１８０の開
口の下に位置して孔３６６がカセット排出ポート２５０と一直線に並ぶように、配向され
、これによって、流れがピストン組織トラップ３５０を通ることが可能になる。組織収集
位置では、ピストン３００は、連通経路の一部ではない。
【００６３】
　システムが組織収集モードにあるとき、廃棄物流れは、外科部位から吸引連通経路１８
４に沿って付与装置５２内に引き込まれ、次いで、吸引ライン５０を通って取付具１８０
内に導かれる。この廃棄物流れは、付与装置５２を通る吸引の結果として、吸引付与装置
５２内に混入した組織サンプル３９８を含んでいる。取付具１８０から、廃棄物流れは、
空洞３６０、スクリーン３６８、孔３６６、および孔２５０を通って、導管５９内に移動
する。導管５９から、廃棄物流れは、キャニスタ３８内に導かれる。組織サンプル３９８
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は、組織トラップ３５０内のスクリーン３６８によって捕捉される。この操作モードは、
吸引連通経路１８４が組織トラップ３５０を通っているので、組織収集モードと呼ばれて
いる。サンプルを組織収集モードによって収集するために、吸引ライン５０を遮断または
再接続する必要がないことに留意されたい。
【００６４】
　組織トラップ３５０を形成するプラスチックは、ユーザーが組織サンプル３９８を観察
することを可能にするために、少なくとも部分的に透明である。組織サンプル３９８は、
光源１２９によって、組織トラップ３５０内において照明されるようになっている。
【００６５】
　組織トラップ３５０は、ユーザーがリニアアクチュエータ８０を作動することによって
、スリーブ２４０から取り外されるようになっている。代替的に、組織トラップ３５０は
、ユーザーが手動によって組織トラップ３５０を引き出すことによって、またはレバーま
たはバネ機構（図示せず）を用いることによって、取り外されるようになっていてもよい
。ユーザーは、アクチュエータ８０を作動させるために、制御パネル１９６上のボタンの
ような入力デバイスを押し込むことになる。アクチュエータ８０は、シャフト８２をピス
トン３００に直線的に押すように駆動し、これによって、ピストン３００をスリーブ２４
０の近位端２４５から遠位端２４４に向かって移動させることができる。ピストン３００
の移動によって、組織トラップ３５０は、スリーブ２４０の孔２４６から外に移動し、こ
こで、ユーザーが組織トラップ３５０を掴むことになる。ピストンが近位位置に戻ると、
システムは、バイパスモードに戻ったとみなされる。
【００６６】
　もし手術中の後の時点において、施術者が他の組織サンプルを収集することが有益であ
ると考えたなら、他の組織サンプルを収集するために、他のトラップ３５０をスリーブ２
４０の孔２４６内に挿入することができる。多数の組織トラップ３５０を用いて、多数の
組織サンプルを収集することができる。手術中に吸引ライン５０を遮断または再接続する
ことなく、多数の組織サンプルを収集することができる。
【００６７】
　本発明の他の特徴は、このシステムが、バイパス操作モードと組織収集操作モードとの
切換を、この移行中に吸引ポンプを停止することなく、行うことができる点にあることを
理解されたい。これは、本発明を用いて組織収集を行うとき、手術を行うための全時間長
さが吸引ポンプ５８を繰返し作動／遮断するために必要な時間によって長引くことがない
ことを意味している。
【００６８】
　組織トラップ３５０をカセット２００から取り外した後、ユーザーは、組織トラップ３
５０を試料容器３８０内に配置する。試料容器３８０において、組織トラップ３５０は、
図１４に示されているように、保存溶液３８９内に浸漬され、これによって、組織サンプ
ル３９８が保存溶液３８によって覆われることになる。ユーザーは、試料容器３８０を覆
ってキャップ３９０を配置する。キャップリテーナ３９２は、ネジ部３９１，３８７と一
直線に配置されている。キャップ３９０を試料容器３８９に対して回転させると、タブ３
９４が破断し、キャップ３９０がキャップリテーナ３９２から分離する。次いで、ユーザ
ーは、アーム３９５を引っ張り、キャップリテーナ３９２を試料容器３８０から取り外す
ことができる。試料容器３８０は、分析のために病理学研究所に送られることになる。
【００６９】
　いったん医学／外科手術が終了し、可動ユニット３０の使用がもはや必要でなくなった
なら、吸引ライン５０および灌注ライン５１は、それぞれ、取付具１８０，１８１から離
脱されるとよく、灌注カプラー１５０は、レセプタクル１０２から離脱されるとよい。カ
セット２００は、レセプタクル１０２から取り外される。カセット２００がレセプタクル
１０２から取り外されると、ドア１３６が、通路１１８を閉鎖する。ドア１３６が閉位置
にあるとき、足１４１が導管５９を覆っており、これによって、導管５９への入口を密封
する。通路１１８の閉鎖によって、レセプタクル１０２内に残っている廃棄材料の漏れを
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実質的になくすことができる。カセット２００は、医学的廃棄物として廃棄されることに
なる。
【００７０】
　使用後に、可動ユニット３０は、（図示されておらず、また本発明の一部でもない）ド
ッカーに連結されるようになっている。キャニスタ３６または３８内の廃棄材料は、ドッ
カーを通して処理施設に流されるようになっている。
【００７１】
　出口取付具１５８は、本体２６２と連携して入口ポート２６８に対してシールを形成す
る。これらの構成部品は、互いに嵌合されると、足２６４がバネ力を本体２６２に加え、
これによって、入口ポート２６８を出口取付具１５８に付勢するように、寸法決めされて
いる。これらの２つの構成部品の互いに対する圧縮によって、これらの構成部品間に実質
的に液密のバリアをもたらすことになる。従って、Ｏリングまたは他のシール要素をもた
らす必要性がなくなる。これによって、カセット２００の製造が簡素になる。
【００７２】
　同様に、本発明の態様において、組織トラップ３５０および試料容器３８０を形成する
プラスチックは、少なくとも部分的に透明であることも理解されたい。これは、組織サン
プルが収集されたことを確認する迅速手段を医療従事者にもたらすことになる。さらに、
カセット２００は、少なくとも部分的に透明な材料から形成されている。これは、カセッ
トがこれまでに用いられておらず、収集された廃棄物を含んでいないことを確認する迅速
手段を医療従事者にもたらすことになる。
【００７３】
［ＩＩＩ．第２の実施形態］
［Ａ．レセプタクル］
　図１５～図１７を参照すると、本発明の廃棄物および組織収集システムの一部として用
いられる第２のマニホールドアセンブリ４００の詳細が示されている。マニホールドアセ
ンブリ４００は、レセプタクル４１０、カセット４２０、および組織トラップ５９８を備
えている。組織トラップ５９８は、試料容器６５０を備えており、試料容器６５０内に組
織フィルター６００が着座している。レセプタクル４０２は、第１の実施形態において説
明したレセプタクル１０２と同様である。第２の実施形態におけるレセプタクル４１０は
、レセプタクル１０２と異なる高さ、長さ、および幅を含む寸法を有している。また、レ
セプタクル４１０は、湾曲した後パネル４０２を備えており、後パネル４０２の遠位側に
凹部４０４を画定している、図１５のドア１３６は、図３のレセプタクル１０２に示され
ているような足１４１を備えていない。
【００７４】
　図１Ａおよび図１５Ｂをさらに参照すると、キャニスタ３８のキャニスタキャップ４２
に取り付けられているのは、マニホールドアセンブリ４００である。マニホールドアセン
ブリ４００は、レセプタクル４１０およびカセット４２０を備えている。カセット４２０
は、レセプタクル４１０内に取外し可能に着座されている。以下に説明するように、カセ
ット４２０には、多数の取付具４９０，１８１が形成されている。取付具４９０は、吸引
ライン５０を受け入れるようになっており、取付具１８１は、灌注ライン５１を受け入れ
るようになっている。吸引ライン５０および灌注ライン５１の各々の遠位端は、吸引付与
装置（結腸鏡）５２に取り付けられている。（ここで、「遠位側」は、吸引が付与される
外科部位に向かう側を指しており、「近位側」は、外科部位から離れる側を指している。
）図１Ａにおいて、吸引付与装置５２は、吸引および灌注を付与するためにのみ特別に設
計されたハンドピースとして概略的に示されているが、これは、例示にすぎず、制限する
ものではないことを理解されたい。場合によっては、吸引付与装置５２は、吸引および灌
注を付与する以外の仕事を行うために外科部位に適用される他の外科工具、例えば、結腸
鏡生検工具または焼灼工具内に組み込まれてもよい。
【００７５】
　キャップ４２の内部には、導管５９が設けられている。導管５９は、レセプタクル４１
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０からレセプタクルに関連するキャニスタ３６または３８内への流体連通経路として機能
するものである。カセット４２０内の吸引流体通路４５４は、カセット４２０の後部およ
びレセプタクルから出て、空洞６４の背後に位置する水平方向に配向された導管５９に通
じている。
【００７６】
　吸引ポンプ５８および蠕動ポンプ７０も、可動ユニット３０の一部である。（図１Ａに
破線によって示されている）導管５９，６０は、それぞれ、キャニスタ３６，３８を吸引
ポンプ５８の入口ポートに接続している。吸引ポンプ５８が作動すると、生じた吸引が物
質を付与装置５２内に、次いで、関連する吸引ライン５０、カセット、およびレセプタク
ル内に引き込むことになる。
【００７７】
　連続的な吸引流体連通経路１８４は、付与装置５２から吸引ポンプ５８にわたって形成
されている。廃棄物流れは、レセプタクル４１０から関連するキャニスタ３６に導かれる
ことになる。この流れに混入した液状物質および小片の固形物質は、この流れからキャニ
スタ３８内に沈降する。従って、この廃棄物は、キャニスタ３６が空にされるまで、キャ
ニスタ３６に貯められることになる。この流れに混入したガスおよび少片物質は、キャニ
スタから吸引ポンプ５８に向かって流れることになる。
【００７８】
　図２から分かるように、キャップ４２は、キャップの基部の上面から上方に突出する中
実のキャップヘッド６３を有するように、形成されている。空洞６４は、キャップヘッド
６３内に画定されている。レセプタクル４１０は、空洞６４内に取り付けられている。レ
セプタクル４１０は、レセプタクル４１０のパネルがキャップヘッド６３の内部パネルと
接触するように、空洞６４に固定されている。カセット４２０は、レセプタクル４１０内
に取外し可能に保持されている。灌注取付具１８０および吸引取付具４９０が、カセット
４２０から遠位側に延在している。
【００７９】
　蠕動ポンプ７０は、以下のように、すなわち、蠕動ポンプ７０の回転によって、灌注液
が灌注液源７２から灌注ライン１６２、カセット２００、および灌注ライン５１を通って
、付与装置５２に送り出され、付与装置５２において外科部位に供給されるように、灌注
ライン５１に連結されている。蠕動ポンプ７０は、偏心ローラ７４に接続された回転電動
モータ７１を備えている。蠕動ポンプ７０は、以下にさらに詳細に説明するように、灌注
流体を付与装置５２に供給することができるようになっている。連続的な灌注流体連通経
路１８２は、灌注液源７２から付与装置５２にわたって形成されている。
【００８０】
［Ｂ．カセット］
　図１８Ａ～図１８Ｆおよび図１９をさらに参照すると、カセット４２０は、略正方形状
を有しており、ハウジング４２２を備えている。ハウジング４２２は、２つの部品、すな
わち、上側ハウジング４２４および対向する下側ハウジング４２６を有している。ハウジ
ング４２２は、２つの部品を用いるように図示されているが、単一の一体品として形成さ
れていてもよいことも見込まれている。上側ハウジング４２４および下側ハウジング４２
６は、互いに嵌合され、ハウジング４２２を形成する。空洞４２３は、上側ハウジング４
２４と下側ハウジング４２６との間において、ハウジング４２２内に画定されている。上
側ハウジング４２４は、平坦な上パネル４２７、前パネル４２８、湾曲した後パネル４３
０、および側パネル４３２，４３４を備えている。パネル４２８，４３０，４３２，４３
４は、上パネル４２７から離れる方に直角に延在している。ノーズ部４３５は、前パネル
４２８の中心から外方に延在している。Ｕ字状開口４３６は、パネル４３２の近くにおい
て、前パネル４２８に配置されている。Ｕ字状開口４３７は、パネル４３４の近くにおい
て、前パネル４２８に配置されている。Ｕ字状開口４３８は、ノーズ部４３５に配置され
ている。Ｕ字状開口４３９は、後パネル４３０に配置されている。カセット４２０は、ど
のような適切な材料、例えば、射出成形プラスチックから形成されていてもよい。
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【００８１】
　下側ハウジング４２６は、平坦な底パネル４４２、前パネル４４４、湾曲した後パネル
４４６、後パネル４５０、および側パネル４４７，４４８を備えている。パネル４４４，
４４６，４４７，４４８は、底パネル４４２から離れる方に直角に延在しており、各々、
後パネル４４６を除いて、面取りされた縁４４９を有している。
【００８２】
　１対の内部支持パネル４５２，４５３は、パネル４４８に隣接かつ離間した位置におい
て、前パネル４４４と後パネル４５０との間に延在している。内部支持パネル４５２，４
５３は、互いに略平行であり、底パネル４４２から離れる方に直角に延在している。内部
支持パネル４５２，４５３は、通路４５４を画定している。支持パネル４５２，４５３は
、それぞれ、端部４５６，４５７を有している。これらの端部４５６，４５７は、パネル
４４４に隣接してかつパネル４４４からいくらか離間した位置において９０°に屈曲し、
パネル４４４と平行に延在し、パネル４４４の中心に近い端４５９で終端している。孔４
５８は、後パネル４５０に配置されている。この孔４５８は、通路４５４と流体連通して
いる。孔４７８は、端４５９において、底パネル４４２を貫通している。孔４７８は、通
路４５４と流体連通している。二次吸引取付具４９０は、前パネル４４４を外方に貫通し
ている。二次吸引取付具４９０は、通路４５４と流体連通している。二次吸引取付具４９
０は、任意選択的な第２の吸引ライン（図示せず）に連結され、使用されないとき、キャ
ップ４９１（図１５）によって密封されている。
【００８３】
　他の対の内部支持パネル４６０，４６１は、湾曲した後パネル４４６とパネル４４７に
隣接してかつパネル４４７から離間した位置との間に、波状に延在している。内部支持パ
ネル４６０，４６１は、互いに略均等に離間しており、底パネル４４２から離れる方に直
角に延在している。内部支持パネル４６０，４６１は、第１の灌注チューブ通路４６２を
画定している。
【００８４】
　さらなる対の内部支持パネル４６４，４６５は、湾曲した後パネル４４６とパネル４４
７に隣接する位置との間に短い距離にわたって延在している。内部支持パネル４６４，４
６５は、互いに略平行であり、底パネル４４２から離れる方に直角に延在している。内部
支持パネル４６４，４６５は、第２の灌注チューブ通路４６６を画定している。
【００８５】
　識別デバイス３７６（図１６）は、上側ハウジング４２４の上パネル４２７に取り付け
られている。識別デバイス３７６は、どのような適切な識別デバイス、例えば、無線識別
（ＲＦＩＤ）デバイス、バーコード、磁気帯片、または他の記憶デバイスであってもよい
。識別デバイスは、設定情報、期限情報、および再使用または再処理のための制御情報を
含む情報を含むことができる。
【００８６】
　図１９を参照すると、略矩形の開口４６８は、前パネル４４４に配置されている。灌注
コネクタ４７０は、カセット４２０の（パネル４４７および開口４６８に隣接する）コー
ナに配置されている。灌注コネクタ４７０は、底パネル４４２から上方に直角に延在する
パネル４７２を有している。テーパ付きノズル４７４は、パネル４７２から遠位方向に延
在しており、テーパ付きノズル４７５は、パネル４７２から開口４６８に向かって近位方
向に延在している。灌注取付具５１２は、開口４６８を貫通し、ノズル４７５に接続され
ている。
【００８７】
　円形ボス４８０は、前パネル４４４から外方にかつ底パネル４４２から下方に延在して
いる。ボス４８０は、略水平の上パネル４８２および略垂直の湾曲側面４８４を有してい
る。側パネル４８４は、上パネル４８２と直交している。側パネル４８４および上パネル
４８２は、管状空洞４８８（図１７）を内部に画定している。取付具４８６は、上パネル
４８２から下方にかつ側パネル４８４から外方に延在している。組織沈殿ポート４８９は
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、上パネル４８２を貫通している。
【００８８】
　図１８Ａ～図１８Ｆを再び参照すると、波状のポンプチューブ５００は、端５０２，５
０４、区域５０５，５０６，および湾曲したポンプ区域５０８を有している。ポンプチュ
ーブ５００は、上側ハウジング４２４と下側ハウジング４２６との間において、カセット
４２０内に保持されている。ポンプチューブ５００は、どのような適切な材料、例えば、
プラスチックまたはシリコーンゴムから形成されていてもよい。端５０４は、テーパ付き
ノズル４７４の周りに圧入されている。区域５０５は、パネル４６０，４６１間の通路４
６２内に配置され、保持されている。区域５０６は、パネル４６４，４６５間の通路４６
６内に配置され、かつ保持されている。湾曲したポンプ区域５０８は、湾曲した後パネル
４４６の外面に隣接して配置され、該外面に沿って延在している。回転する蠕動ポンプロ
ーラ７４（図２）は、ポンプローラ７４と湾曲した後パネル４４６との間において、湾曲
したポンプ区域５０８を移動可能に押圧し、かつ圧搾するように、構成されている。端５
０２は、９０°エルボー取付具５１４の周りに圧入されている。エルボー取付具５１４は
、パネル４４７に隣接してその内方に位置している。エルボー取付具５１４は、下方に方
向転換し、パネル４２６の孔５１０を貫通している（図１７）。ポンプチューブ５００は
、灌注液を灌注カプラー１５０から灌注取付具５１２に流すための流体連通経路をもたら
している。
【００８９】
　細長のＬ字状カバー５１６は、パネル４５２，４５３，４５６，４５７上に配置され、
通路４５４に流体シールをもたらしている。カバー５１６は、上パネル５１７および側パ
ネル５１８を有している。側パネル５１８は、パネル４５２，４５３，４５６，４５７の
下方に部分的に延在している。カバー５１６は、後パネル４５０の近くに位置する近位端
５１９と、前パネル４４４の近くに位置する遠位端５２０とを有している。ダクト５２２
は、上パネル５１７の下方の遠位端５２０に配置されている。ダクト５２２は、孔４５８
を通って配置され、通路４５４内に延在している。ダクト５２２は、通路４５４に流体連
通している。
【００９０】
　上側ハウジング４２４および下側ハウジング４２６は、互いに嵌合され、カセット４２
０のハウジング４２２を形成している。ハウジング４２４，４２６は、２つのハウジング
区域を互いに圧入またはスナップ嵌合することによって、互いに保持されることになる。
代替的に、ハウジング４２４，４２６は、接着剤または溶着によって保持されるようにな
っていてもよい。ハウジング４２４，４２６が互いに押圧によって嵌合されると、面取り
された縁４５０が、パネル４４４，４４７，４４８を押し、それぞれ、パネル４２８，４
３２，４３４の内方に着座させるようになっている。
【００９１】
　カセット４２０は、弁アセンブリ５３０をさらに備えている。弁アセンブリ５３０は、
弁部材５３２を備えている。弁部材５３２は、リング５６０および刻み付きノブ５８０を
保持している。図２０Ａ～図２０Ｄを参照すると、弁部材５３２は、上面５３４、底面５
３５、および側面５３６を有する略円筒形状を有している。リム５３７は、側面５３６の
上にいくらか拡がるように、上面５３４から周方向外方に延在している。互いに向き合っ
て平行に離間した対の段５３８が、底面５３５に画定されている。孔５４０，５４２は、
上面５３４と底面５３５との間において弁部材５３２を貫通している。湾曲した長孔５４
４は、上面５３４に画定されている。この長孔５４４は、孔５４２と同一の拡がりを有し
ている。
【００９２】
　バイパス通路５５０は、上面５３４の幅を実質的に横切って延在するように、上面５３
４に画定されている。バイパス通路５５０は、中心溝５５２および部分孔５５４，５５６
によって画定されている。部分孔５５４，５５６は、上面５３４と直交して弁部材内に部
分的に延在している。中心溝５５２は、部分孔５５４，５５６と同一の拡がりを有してい
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る。
【００９３】
 　図１９を再び参照すると、管状リング５６０は、上側外面５６２およびテーパ付き下
側外面５６４と、リム５６５と、内面５６６と、底側５６７と，管状段５６９とを有して
いる。孔５７０は、リング５８０内に画定されている、管状段５６８は、孔５７０内に部
分的に延在している。
【００９４】
　刻み付きノブ５８０は、底パネル５８２および環状側パネル５８４を備えている。側パ
ネル５８４は、底パネル５８２から直角に延在している。一連の刻み付き部分またはリブ
５８５は、側パネル５８４の外面の周りに周方向に延在している。ユーザーは、刻み付き
部分またはリブ５８５を手で掴むことができる。開口５８６は、底パネル５８２に画定さ
れている。凹部５８７は、側パネル５８４の前面に画定されている。ノッチ５８９が、凹
部５８７の上方において、側パネル５８４の前面に画定されている。一連の突起５８８は
、底パネル５８２から上方に直角に延在し、開口５８６の周りに配置されている。突起５
８８は、柔軟であり、開口５８６に向かっていくらか内方に傾斜している。リップ５９０
は、各突起５８８の遠位端に配置され、突起５８８から内方に延在している。（図１７に
示されている）１対の互いに向き合って離間したＬ字状レール５９２は、底パネル５８２
の底面の下方に延在している。
【００９５】
　図１５、図１７、図１９および図２０Ａを参照すると、弁アセンブリ５３０は、ボス４
８０に取り付けられている。弁部材５３２は、上面５３４がパネル４８２の底およびパネ
ル４４２に隣接するように、空洞４８８内に着座している。この着座によって、リム５３
７が、パネル４８４の内側に接触している。また、リング５６０の環状段５６８は、弁部
材５３２の環状段５３８を囲み、かつ環状段５３８と接触している。リング５６０の内面
５６６が、パネル４８４の外側に接触している。一方、底パネル５８２は、リング５６０
の底５６７を支持している。底面５３５は、開口５８６を貫通している。突起５８８は、
リム５６５の上に延在するリップ５９０によって、リング５６０を把持している。
【００９６】
　具体的には、ノブ５８０がリング５６０に対して押されると、突起５８８が、外方に撓
み、表面５６２，５６４と接触して摺動し、次いで、リップ５９０がリム５６５を超えて
移動したとき、突起５８８が内方に撓み、リング５６０を把持することになる。突起５８
８は、リング５６０をボス４８０に対して圧搾し、これによって、弁アセンブリ５３０を
ハウジング４２２に保持することができる。弁部材５３２は、ユーザーがノブ５８０を掴
むことによって回転され、これによって、弁アセンブリ５３０の全体をボス４８０に対し
て回転させることができる。
【００９７】
　図２１Ａ～図２１Ｆを参照すると、組織フィルター６００が示されている。組織フィル
ター６００は、略円筒状である。他の形状、例えば、丸形状、楕円形状、または正方形状
が用いられてもよい。組織フィルター６００は、どのような適切な材料、例えば、低デュ
ロメータ硬度プラスチックまたは熱可塑性エラストマーから形成されていてもよい。組織
フィルター６００は、内容物がユーザーによって観察されるように、透明材料から形成さ
れているとよい。組織フィルター６００は、上パネル６０２によって画定されている。環
状の側パネル６０４は、上パネル６０２の底から離れる方に直角に延在している。側パネ
ル６０４は、上パネル６０２よりも小さい直径を有している。上パネル６０２は、周方向
フランジ６０６を画定している。図１７に最もよく示されているリップ６１１は、側パネ
ル６０４の底から周方向外方に延在している。アーク状に垂直方向に配向された側パネル
６０８，６０９は、環状の側パネル６０４から下方に垂れている。U字状に互いに離間し
て垂直方向に配向されたパネル６１０は、環状の側パネル６０４から下方に垂れている。
【００９８】
　パネル６０８，６０９，６１０は、リザーバー６１２を画定している（図２２Ｄ）。一
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実施形態では、リザーバー６１２は、保存溶液３８９、例えば、ホルマリンまたは他の適
切な保存溶液を含むことができる（図２２Ｄ）。他の実施形態では、保存溶液は、省略さ
れている。保存溶液３８９は、箔またはプラスチックシール６１４によって、リザーバー
６１２内に密封されている。
【００９９】
　Ｕ字状に互いに離間して垂直方向に配向されたパネル６１０は、矩形状空洞６１６を画
定している。矩形状のスクリーン６１８は、空洞内６１６内に取り付けられ、パネル６０
８，６１０に固着されている。スクリーン６１８は、空洞６１６内において、遠位端６２
０からいくらか離間している。開口６２２は、上パネル６０２に配置されており、空洞６
１６と連続している。
【０１００】
　周方向フランジ６０６は、上パネル６０２の互いに向き合った側に位置する１対の平行
縁６２３，６２４と、上パネル６０２の互いに向き合った側に位置する１対の湾曲縁６２
６，６２７と、を有している。タブ６３０は、縁６２７に隣接する位置においてフランジ
６０６から上方に延在している。タブ６３０は、組織フィルター６００が弁アセンブリ５
３０内に逆向きに挿入されるのを防ぐ位置合わせ特徴部である。タブ６３０は、組織フィ
ルター６００が弁アセンブリ５３０内に挿入されるとき、ノッチ５８９内に入るようにな
っている。
【０１０１】
　ダクト６３２は、近位端６３４および遠位端６３６を有している。ダクト６３２は、パ
ネル６０９と略平行になって、パネル６０９によって部分的に囲まれるように、配向され
ている。近位端６３４は、側パネル６０４を貫通し、上パネル６０２で終端している。遠
位端６３６は、端６２０の下方に端６２０をいくらか超えて延在している。孔６３８は、
ダクト６３２を貫通している。
【０１０２】
　図２２Ａ～図２２Ｄは、試料容器または試料瓶６５０を示している。試料容器または試
料瓶６５０は、外パネル６５２および底パネル６５３を有する略円筒形状を有している。
１対の互いに反対を向いて離間した平坦な把持区域６５４は、試料容器６５０の互いに反
対を向いた側において、外パネル６５２に配置されている。区画６５８は、試料容器６５
０内に画定されている。試料容器６５０は、区画６５８の内容物がユーザーによって単一
の平坦壁を通して観察されるように、透明材料から形成されている。壁が平坦な形状を有
していることによって、区画の内容物の視覚的な歪みを実質的になくすことができる。
【０１０３】
　環状フランジ６６６は、パネル６５２から上方にかつ周方向外方に延在している。環状
ネジ部６６８は、フランジ６６６の外面に画定されている。円形キャップ６８０は、側パ
ネル６８３の内面に位置する環状ネジ部６８２を有している、キャップ６８０は、キャッ
プ６８０を試料容器６５０に対して回転させ、ネジ部６６８，６８２を互いに嵌合させる
ことによって、試料容器６５０に取り付けられるようになっている。
【０１０４】
　キャップ６８０は、キャップリテーナ６８３によって、試料容器６５０に離脱可能に保
持されている。キャップリテーナ６８３は、細長アーム６８５を有している。アーム６８
５は、フランジ６６６に取外し可能に取り付けられた近位端６８６とアーク状リブ６９３
に取り付けられた遠位端６８７とを有している。リブ６９３は、タブ６９４によって、キ
ャップ６８０に接続されている。タブ６９４は、リブ６９３とキャップ６８０との間に弱
い接続部をもたらしている。
【０１０５】
　識別デバイス３７６は、キャップ６８０に取り付けられている。識別デバイス３７６は
、どのような適切な識別デバイス、例えば、無線識別（ＲＦＩＤ）デバイス、バーコード
、磁気帯片、または他の記憶デバイスであってもよい。識別デバイスは、設定情報、期限
情報、患者または試料の追跡情報、および再使用または再処理のための制御情報のような
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情報を含むことができる。
【０１０６】
　組織サンプル３９８は、多種多様の組織試料とすることができる。例えば、組織サンプ
ル３９８は、体内の一部からの生検サンプルであってもよいし、結腸からのポリープであ
ってもよい。組織フィルター６００は、リップ６１１が側パネル６５２に係合するまで区
画６５８内に摺動されるようになっており、この係合によって、抵抗力が生じ、区画６５
８内にさらに挿入することができる。
【０１０７】
　組織トラップ５９８は、弁アセンブリ５３０に取外し可能に連結されるようになってい
る。トラップ５９８は、組織フィルター６００および試料容器６５０を水平方向に凹部５
８７内に押し込み、縁６２３，６２４をＬ字状レール５９２内に摺動させることによって
、挿入される。組織トラップ５９８は、弁アセンブリ５３０から垂れ下がることになる。
組織トラップ５９８は、組織フィルター６００および試料容器６５０を弁アセンブリ５３
０から離れる方に水平に引っ張り、縁６２３，６２４をＬ字状レール５９２から引き出す
ことによって、弁アセンブリ５３０から取り外される。組織トラップ５９８は、単一ユニ
ットとして、カセット４２０に挿入され、かつカセット４２０から取り外されるようにな
っている。
【０１０８】
　ユーザーは、キャップ６８０を組織フィルター６００の上に配置する。キャップリテー
ナ６８３は、ネジ部６６８，６８２と一直線に並んでいる。キャップ６８０を試料容器６
５０に対して回転させると、キャップ６８０の内面６９６が上パネル６０２に接触する。
キャップ６８０の回転によって、組織フィルター６００が、区画６５８内に向かって下方
に移動する。遠位端６３６が底パネル６５３に接触するまで、側パネル６０４およびリプ
６１１が内方に撓み、試料容器パネル６５２に沿って摺動する。組織フィルター６００が
区画６５８内に下方に移動すると、底パネル６５３に取り付けられた尖った先端６９８が
箔またはプラスチックシール６１４を突き刺し、保存溶液３８９を放出させ、図１７に示
されているように、組織サンプル３９８を覆うことになる。
【０１０９】
　キャップ６８０を試料容器６５０に対して回転させると、タブ６９４が破断し、キャッ
プ６８０がキャップリテーナ６８３から分離する。次いで、ユーザーは、アーム６８５を
引っ張ることによって、キャップリテーナ６８３を試料容器６５０から取り外すことがで
きる。
【０１１０】
［Ｃ．操作］
　図１Ａ～図１Ｃおよび図１５～図１９を参照すると、可動ユニット３０（図１Ａ）は、
カセット４２０を（外科部位から引き込まれた廃棄物が収集されることになる）キャニス
タ３６または３８に関連するマニホールドアセンブリ４００の相補的なレセプタクル４１
０内に挿入することによって、使用の準備が整うことになる。このステップは、後パネル
４３１をドア１３６を開くように配向させて、カセット４２０をレセプタクル４１０内に
挿入することによって行われる。カセット４２０は、後パネル４３１が後パネル１１０に
接触するまで、通路１１８内に摺動する。この位置において、ダクト５２２が、吸引導管
５９に着座し、吸引導管５９と流体連通する（図１５Ｂ）。湾曲したチューブ区域５０８
が蠕動ポンプローラ７４に対して押圧され、これによって、ローラ７４の回転が、灌注流
体をポンプチューブ５００内に送り込む。ＲＦＩＤ読取機１９４が、識別デバイス３７６
、例えば、ＲＦＩＤタグを認識し、カセット４２０がレセプタクル４１０内に着座したと
きに可動ユニット３０の操作を可能にする信号をコントローラ１９２に送信する。
【０１１１】
　灌注ライン１６２が、灌注流体源７２と灌注コネクタ１５０との間に接続される。灌注
カプラー１５０が、長孔１３２内に挿入される。ユーザーは、ハンドル１５４を掴み、勾
配付き側面１５６が溝１３５に係合するように、遠位端１５３を長孔１３２に向かって案
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内することによって、灌注カプラー１５０を挿入することになる。ハンドル１５４を手で
レセプタクル１０２に向かって継続的に押すことによって、勾配付き側面１５６を溝１３
５に沿って摺動させ、これによって、灌注カプラー１５０が長孔１３２内に完全に着座さ
れる。この位置において、取付具１５８は、孔５１０を介してエルボー取付具５１４に接
続される。これによって、出口取付具１５８が、ポンプチューブ５００と流体連通するこ
とになる。
【０１１２】
　吸引付与装置５２と一体の吸引ライン５０が、取付具４８６に取り付けられる。もし吸
引付与装置が灌注流体を供給することができるようになっているなら、灌注ライン５１が
、取付具５１２に取り付けられる。カセット４２０が、ノブ５８０の設定によって、操作
モードに設定される。これに応じて、弁アセンブリ５３２が回転することになる。多くの
場合、ノブ５８０は、弁部材５３２がバイパス位置に回転するように、設定される。バイ
パス位置では、弁部材５３２は、孔５５４がボス４８０内の取付具４８６の開口と一直線
に並ぶように、配置されることになる。同時に、これによって、弁部材の孔５５６がボス
孔４７８と一直線に並ぶことになる。吸引がなされると、これによって、流体が取付具４
８６から流れ、バイパス通路５５０を通って導かれることになる。
【０１１３】
　吸引ポンプ５８を作動させることによって、可動ユニット３０が作動される。吸引ポン
プ５８の作動によって、廃棄物流れは、外科部位から吸引流体連通経路１８４に沿って付
与装置５２内に引き込まれ、吸引ライン５０を通って、取付具４８６内に導かれる。この
廃棄物流れは、吸引付与装置５２が作用する液状廃棄物および固形廃棄物と、付与装置５
２に隣接する空気を含んでいる。カセットが前述のバイパスモードにあるとき、廃棄物は
、取付具４８６からバイパス通路５５０を通って導かれ、孔４７８を通って通路４５４に
流れ、ダクト５２２を通って導管５９に流れる。導管５９から、廃棄物流れは、キャニス
タ３８内に導かれることになる。
【０１１４】
　蠕動ポンプ７０の作動によって、灌注流体は、灌注源７２から灌注流体連通経路１８２
に沿って送り出され、灌注ライン１６２、灌注コネクタ１５０、ポンプチューブ５００、
灌注コネクタ４７２、灌注取付具５１２、および灌注ライン５１を通って、外科部位に付
与するための付与装置５２内に導かれることになる。
【０１１５】
　ユーザーは、カセット４２０を用いて、ポリープのような組織サンプルを収集するよう
に選択することができる。ノブ５８０を回転することによって、カセット４２０が組織収
集モードに配置される。この回転に応じて、弁部材５３２が回転する。弁部材５３２は、
組織収集位置にあるとき、弁部材の孔５４０がボス４８０内の取付具４８５の開口と一直
線に並ぶように、配置されている。弁部材がこの位置に配置されることによって、弁部材
の孔５４２は、孔４７８と一直線に並ぶことになる。
【０１１６】
　システムが組織収集モードにあるとき、廃棄物および混入した組織サンプルは、外科部
位から吸引流体連通経路１８４に沿って付与装置５２内に引き込まれ、吸引ライン５０を
通って取付具４８６内に導かれる。取付具４８６から、廃棄物流れは、孔５４０，空洞６
１６、スクリーン６１８、孔６３８、孔５４２、長孔５４５、孔４７８を通って、通路４
５４内に導かれ、ダクト５２２を通って導管５９内に導かれる。導管５９から、廃棄物流
れは、キャニスタ３８内に導かれる。組織サンプル３９８は、組織フィルター６００内の
スクリーン６１８によって捕捉されることになる。この操作モードは、吸引流体連通経路
１８４が組織フィルター６００を通っているので、組織収集モードと呼ばれている。組織
収集モードにおいてサンプルを収集するために、吸引ライン５０を遮断または再接続する
必要がないことに留意されたい。
【０１１７】
　カセット４２０および組織トラップ５９８は、ピンセットのような器具を用いて患者か
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ら摘出された組織を収集するために用いられてもよい。この収集を行うために、ノブ５８
０は、摘出組織捕捉モードに回転される。ノブをこのモードに関連する位置に回転させる
と、弁部材５３２は、孔５４０が組織沈殿ポート４８９と一直線に並ぶように、回転する
ことになる。このとき、長孔５４４が孔４７８と一直線に並ぶ。弁部材孔５４２は、長孔
５４４と一直線に並んだ孔４７８および組織沈殿ポート４８９と一直線に並ぶ。弁部材５
３２がこの位置にあるとき、取付具４８６を通る吸引が生じない。周囲環境から組織沈殿
ポート４８９を通る吸引が生じる。
【０１１８】
　システムが摘出組織捕捉モードにあるとき、組織を摘出するために用いられた器具が、
患者から引き出される。組織が付着した器具の遠位端が、組織沈殿ポート４８９内に挿入
される。ポート４８９を通して引き込まれる吸引が、組織を器具から引き剥がし、該組織
を組織トラップ容器６５０内に引き込むことになる。容器６５０内に引き込まれる組織と
同じように、容器の外への組織の移動は、組織フィルター６００によって妨げられること
になる。
【０１１９】
　組織トラップ５９８は、弁アセンブリ５３０に取外し可能に連結されている。組織トラ
ップ５９８の取外しの前に、ノブ５８０がバイパス位置に再び回転され、フィルター６０
０および試料容器６５０を吸引連通経路から離脱させるようになっている。
【０１２０】
　組織トラップ５９８は、単一ユニットとしてカセット４２０から取り外されるようにな
っている。トラップ５９８は、組織フィルター６００および試料容器６５０を弁アセンブ
リ５３０から離れる方に水平に引っ張ることによって、弁アセンブリ５３０から取り外さ
れる。縁６２３，６２４がＬ字状レール５９２内に摺動するように、トラップ容器６５０
を凹部５８７内に水平に押すことによって、他の組織トラップ５９８を挿入し、他の組織
サンプルを収集することができる。次いで、他の組織サンプルを収集するために、ノブ５
８０が、組織サンプル収集位置に再び回転されることになる。多数の組織トラップ６００
を用いて、多数の組織サンプルを収集することができる。
【０１２１】
　１つの組織トラップ５９８をカセット４２０から取り外し、新しいトラップ５９８を取
り付けるこのプロセス中、吸引ポンプ５８を遮断する必要がない。換言すれば、吸引付与
装置に付与される吸引を妨げることなく、新しい組織トラップ５９８をカセット４２０に
取り付けることができる。
【０１２２】
　ユーザーは、キャップ６８０を組織フィルター６００の上に配置する。キャップリテー
ナ６８３は、ネジ部６６８，６８２と一直線に並んでいる。キャップ６８０を試料容器６
５０に対して回転させると、キャップ６８０の内面６９６が上パネル６０２に接触する。
キャップ６８０の回転によって、組織フィルター６００が区画６５８内に向かって下方に
移動する。側パネル６０４およびリップ６１１が内方に撓み、遠位端６３６が底パネル６
５３に接触するまで、試料容器パネル６５２に沿って摺動する。組織フィルター６００が
区画内６５８内において下方に移動すると、底パネル６５３に取り付けられた尖った先端
６９８が、箔またはプラスチックシール６１４を突き刺し、保存容器３８９を放出させ、
図１７に示されているように、組織サンプル３９８を覆うことになる。
【０１２３】
　キャップ６８０を試料容器６５０に対して回転させると、タブ６９４が破断し、キャッ
プ６８０がキャップリテーナ６８３から分離する。次いで、ユーザーは、アーム６８５を
引っ張ることによって、キャップリテーナ６８３を試料容器６５０から取り外すことがで
きる。
【０１２４】
　いったん医学／外科手術が終了し、可動ユニット３０の使用がもはや必要でなくなった
なら、吸引ライン５０および灌注ライン５１は、それぞれ、取付具４８６，５１２から離
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脱されるとよく、灌注カプラー１５０は、レセプタクル４１０から離脱されるとよい。カ
セット４２０は、レセプタクル４１０から取り外される。カセット４２０がレセプタクル
４１０から取り外されると、ドア１３６が通路１１８を閉鎖する。通路１１８の閉鎖によ
って、レセプタクル４１０内に残っている廃棄材料の漏れを実質的になくすことができる
。カセット４２０は、医学的廃棄物として廃棄されることになる。
【０１２５】
　出口取付具１５８は、底パネル４２６と連携して孔５１０にシールを形成する。これら
の構成部品は、互いに嵌合されると、出口取付具１５８が底パネル４２６を押圧するよう
に、寸法決めされている。これらの２つの構成部品の互いに対する圧縮によって、これら
の構成部品間に実質的に液密のバリアをもたらすことになる。従って、Ｏリングまたは他
のシール要素をもたらす必要性がなくなる。これによって、カセット４２０の製造が簡素
になる。
【０１２６】
　同様に、本発明の態様において、組織フィルター６００および試料容器６５０を形成す
るプラスチックは、少なくとも部分的に透明であることも理解されたい。これは、組織サ
ンプルが収集されたことを確認する迅速手段を医療従事者にもたらすことになる。さらに
、カセット４２０は、少なくとも部分的に透明な材料から形成されている。これは、カセ
ットがこれまでに用いられておらず、収集された廃棄物を含んでいないことを確認する迅
速手段を医療従事者にもたらすことになる。
【０１２７】
［ＩＶ．第３の実施形態］
［レセプタクル］
　図２３～図２５を参照すると、本発明の廃棄物および組織収集システムの一部として用
いられる第３のマニホールドアセンブリ７００が示されている。マニホールドアセンブリ
７００は、レセプタクル７０２およびカセット８００を備えている。レセプタクル７０２
は、略正方形状を有するものとして示されている。他の形状、例えば、丸形状、楕円形状
、または正方形状が用いられてもよい。
【０１２８】
　レセプタクル７０２は、５つの外部パネル、すなわち、互いに平行に離間する略水平方
向に配向された上パネル７０５および底パネル７０６と、互いに平行に離間する略垂直方
向に配向されたパネル７０７，７０８と、略垂直方向に配向された後パネル７０９と、に
よって画定されている。レセプタクル７０２は、近位端７１０および遠位端７１２を有し
ている。底パネル７０６は、近位端７１０の近くに配置された切欠部７１４を画定してい
る。レセプタクル７０２は、どのような適切な材料、例えば、射出成形プラスチックから
形成されていてもよい。
【０１２９】
　レセプタクル７０２は、水平方向に配向された空洞または通路７１６を画定している。
空洞または通路７１６は、レセプタクル７０２の幅を横切って延在し、レセプタクル７０
２の後パネル７０８に延在している。略丸形状の開口７２０は、後パネル７０９の近くに
おいて上パネル７０５に画定されている。開口７２２は、パネル７０８に隣接する遠位端
７１２において、後パネル７０９を貫通している。１対の互いに平行に向き合った細長溝
７２４は、パネル７０７，７０８の内面の各々に画定されている。溝７２４は、空洞また
は通路７１６の方に向いている。上パネル７０５は、近位端７１０において１対の互いに
隣接して同一の拡がりを有するノッチ７４６，７４８を画定している。ノッチ７４６は、
ノッチ７４８よりも上パネル７０５内にいくらか深く延在している。
【０１３０】
　いくつかの孔が、上パネル７０５を貫通している。これらの孔７６０，７６２，７６４
，７６６，７６８，７７０は、上パネル７０５を通って空洞７１６内に延在している。ワ
ックスモータまたはリニアアクチュエータ８０が、孔７６０～７７０の各々の上に取り付
けられており、その１つのみが図２４Ｂに示されている。ロッド８１の一端は、アクチュ
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エータ８０に接続され、ロッド８１の丸形状の他端は、ピンチ弁８７２上に位置している
。ロッド８１は、ピンチ弁８７２と接触するために、上パネル７０５を貫通している。
【０１３１】
　灌注カプラー７３０が、水瓶１５００のような灌注液源とカセット８００との間に流体
接続部をもたらしている。灌注カプラー７３０は、面７０６の底側（下）からパネル７０
７に隣接して近位端７１０に向かって延在している。灌注カプラー７３０は、近位端７３
４および遠位端７３６を備える略矩形状の本体７３２を有している。１対の略平行のアー
ム７３８は、近位端７３４に向かって延在しており、それらの間に長孔７４２を画定して
いる。互いに向き合った溝７４０は、それぞれ、長孔７４２と向き合うようにして、アー
ム７３８の内面に画定されている。フィンガー部７４４は、各アーム７３８に配置され、
溝７４０内に延在している。
【０１３２】
［Ｂ．カセット］
　図２６および図２７を参照すると、カセット８００の詳細が示されている。カセット８
００は、略矩形状であり、ハウジング８２２を備えている。ハウジング８２２は、３つの
部分、すなわち、上側ハウジング８２４、向き合った下側ハウジング８２６、および上側
ハウジング８２４と下側ハウジング８２６との間に配置されたゴムシート１０００を有し
ている。ハウジング８２２は、２つの部分を有するものとして示されているが、単一の一
体品として形成されてもよいことも見込まれている。上側ハウジング８２４、ゴムシート
１０００、および下側ハウジング８２６は、互いに嵌合され、ハウジング８２２を形成し
ている。空洞８２７は、上側ハウジング８２４と下側ハウジング８２６との間において、
ハウジング８２２内に画定されている。
【０１３３】
　上側ハウジング８２４は、平坦な上パネル８２８、前パネル８２９、後パネル８３０、
および側パネル８３２，８３４を備えている。パネル８２８，８２９，８３０，８３２，
８３４は、上パネル８２８から離れる方に直角に延在している。上側ハウジング８２４は
、近位端８３５および遠位端８３６を有している。テーパ区域８３７は、遠位端８３６に
おいて、それぞれ、パネル８３２，８３４に画定されている。テーパ区域８３１は、カセ
ット８００の挿入中に、ハウジング８２２をレセプタクル７０２内に案内するものである
。カセット８００は、どのような適切な材料、例えば、射出成形プラスチックから形成さ
れていてもよい。一実施形態では、カセット８００は、透明材料から形成されている。
【０１３４】
　図２６、図２７および図３０Ａ～図３０Ｃに示されているように、柔軟タブ８３８が、
Ｕ字状スリット８４０によって、上パネル８２８に画定されている。突起８４１は、柔軟
タブ８３８から上方に延在し、一連の平行リブ８４２は、柔軟タブ８３８から上方に延在
し、柔軟タブ８３８の長軸と直交して配向されている。柔軟タブ８３８は、ユーザーによ
って加えられる手動の押込みによって、いくらか変位するようになっている。傾斜面８４
４は、上パネル８２８の柔軟タブ８３８に隣接する位置において、前パネル８２９に向か
って下方に傾斜し、Ｕ字状開口８４６の上方の前パネル８２９の中心で略終端している。
傾斜面８４４は、透明である。
【０１３５】
　他のＵ字状開口８４７は、パネル８３４の近くにおいて、前パネル８２９に配置されて
いる。付加的なＵ字状開口８４８は、パネル８３５の近くにおいて、前パネル８２９に配
置されている。浅いノッチ８４９は、開口８４６，８４８間においてパネル８２９に画定
されている。さらに他のＵ字状開口８５２は、パネル８３４の近くにおいて、後パネル８
３０に配置されている。
【０１３６】
　図３０Ａ～図３０Ｃを参照すると、６つのピンチ弁が、上パネル８２８に画定されてい
る。ピンチ弁は、柔軟であり、ソレノイドまたはワックスモータ（図示せず）のような装
置によって、下方に押し込まれるようになっている。灌注供給ピンチ弁８６０は、略Ｕ字
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状スリット８６２によって、上パネル８２８に画定されている。灌注供給ピンチ弁８６０
は、空洞８２７内の方を向く下方延在フィンガー部８６４を有している。
【０１３７】
　器具洗浄灌注ピンチ弁８６６は、略Ｕ字状スリット８６８によって上パネル８２８に画
定されている。器具洗浄用灌注ピンチ弁８６６は、空洞８２７の方を向く下方延在フィン
ガー部８７０を有している。
【０１３８】
　吸引バイパスピンチ弁８７２は、略Ｕ字状スリット８７４によって、上パネル８２８に
画定されている。吸引ピンチ弁８７２は、空洞８２７内の方を向く下方延在フィンガー部
８７６を有している。組織収集吸引ピンチ弁８７８は、略Ｕ字状スリット８８０によって
、上パネル８２８に画定されている。組織収集吸引ピンチ弁８７８は、空洞８２７内の方
を向く下方延在フィンガー部８８２を有している。
【０１３９】
　他の組織収集吸引ピンチ弁８８４は、略Ｕ字状スリット８８６によって、上パネル８２
８に画定されている。組織吸収吸引ピンチ弁８８４は、空洞８２７の方を向く下方延在フ
ィンガー部８８８を有している。ピンセット洗浄吸引ピンチ弁８９０は、略Ｕ字状スリッ
ト８９２によって、上パネル８２８に画定されている。ピンセット洗浄吸引ピンチ弁８９
０は、空洞８２７内の方を向く下方延在フィンガー部８９４を有している。
【０１４０】
　リニアアクチュエータ８０（図２４Ｂ）は、これらのピンチ弁を押し込み、該ピンチ弁
を開けることができる。図２４Ｂにおいて、アクチュエータ８０は、ピンチ弁８７２に接
触しているロッド８１に接続された状態で示されている。ロッド８１を下降させると、フ
ィンガー部８７６が吸引通路１０７６に接触する。吸引通路１０７６は、フィンガー部８
７６と底パネル９３２との間で圧搾され、これによって、吸引通路１０７６を通る流体流
れが遮断されることになる。ロッド８１を持ち上げると、フィンガー部８７６が吸引通路
１０７６から持ち上がり、流体流れが吸引通路１０８７６を通ることが可能になる。
【０１４１】
　上パネル８２８の湾曲したパネル部分８９６は、凹部８９７を画定している。湾曲した
パネル部分８９６は、後パネル８３０を始端とし、ドーム８９８に向かって延在している
。半円状ドーム８９８は、上パネル８２８に画定されている。半円状長孔９００は、ドー
ム８９８と湾曲したパネル部分８９６との間において、上パネル８２８に画定されている
。
【０１４２】
　１対の互いに離間して湾曲したパネル９０２，９０３は、長孔９００から近位端８３５
に向かって延在している。パネル９０２，９０３は、互いに略平行であり、上パネル８２
８から離れる方に直角に延在しており、通路９０４を画定している。他の対の互いに離間
したパネル９０５，９０６は、それぞれ、フィンガー部８６４，８７０間に配置されてい
る。パネル９０５は、上パネル８２８から直角に延在し、パネル９０３の近位端に接合し
、通路９０８を形成している。パネル９０６は、上パネル８２８から直角に延在し、湾曲
して傾斜面８４４で終端し、パネル９０２と連携して通路９１０を形成している。パネル
９１１は、パネル９０２，９０６間に配置されており、傾斜面８４４に隣接している。パ
ネル９１１は、上パネル８２８から離れる方に直角に延在している。パネル９０２，９１
１，９０６は、傾斜面８４４に隣接する位置において、１対の出口９１２を画定している
。
【０１４３】
　付加的な対の互いに離間して湾曲したパネル９１４，９１６は、長孔９００からフィン
ガー部８７０に向かって延在し、パネル９０２で終端している。パネル９１４，９１６は
、互いに略平行であり、上パネル８２８から離れる方に直角に延在し、通路９１７を画定
している。互いに略平行に離間したパネル９１８，９１９は、パネル８３４に隣接する位
置において、実質的に近位端８３５と遠位端８３６との間に延在している。パネル９１８
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，９１９は、互いに略平行であり、上パネル８２８から離れる方に直角に延在し、通路９
２０を画定している。互いに離間して略湾曲したパネル９２６，９２７は、Ｖ字形状を形
成し、実質的にパネル９１９，９１７間に延在している。パネル９２６，９２７は、上パ
ネル８２８から離れる方に直角に延在し、通路９２８を画定している。通路９２８は、通
路９２０に合流している。分岐部９２２は、通路９２０からフィンガー部８８８の方向に
傾斜している。
【０１４４】
　図２６、図２７および図２８Ａ～図２８Ｃを参照すると、下側ハウジング８２６は、上
面９３２、底面９３４、および側面９３７，９３８を有する基部パネル９３０を備えてい
る。下側ハウジング８２６は、近位端９３５および遠位端９３６を有している。ポスト９
４０は、側面９３７と遠位端９３６とのコーナにおいて、上面９３２から直角に延在して
いる。楔状柱９４２は、側面９３８と遠位端９３６とのコーナにおいて、上面９３２から
直角に延在している。取付具９４４は、柱９４２を貫通している。取付具９４４は、Ｏリ
ング９４７を受け入れるように寸法決めされた環状溝９４６を含む外向きテーパ付き遠位
端９４５を有している。
【０１４５】
　他の楔状柱９４８は、側面９３８と近位端９３５とのコーナにおいて、上面９３２から
直角に延在している。取付具９４９は、柱９４８を貫通している。取付具９４９は、吸引
ライン５０（図１Ａ）を受け入れるように寸法決めされた外向きテーパ付き近位端９５０
を有している。付加的な楔状柱９５２は、側面９３７と近位端９３５とのコーナにおいて
上面９３２から直角に延在している。取付具９５４は、柱９５２を貫通している。取付具
９５４は、灌注ライン５１（図１Ａ）を受け入れるように寸法決めされた外向き遠位端９
５５を有している。灌注ライン５１を取付具９５４に保持するために、一連の円錐または
棘９５６は、取付具９５４を取り囲んでいる。棘９５６のより広い基部は、前パネル９３
５の方を向いている。
【０１４６】
　取付具９５８は、前パネル面９３５から直角に延在している。凹部９６０は、取付具９
５８のすぐ遠位側の位置において、上面９３２に画定されている。略正方形のストッパー
９６２は、近位端９３５の凹部９６０に隣接する位置において、上面９３２から直角に延
在している。傾斜パネル９６４は、柱９５２に隣接する位置おいて上面９３２から上方に
傾斜し、ストッパー９６２に隣接する箇所で終端している。傾斜パネル９６４は、底面９
３４に溝９９０を画定している。凹部９６３は、ストッパー９６２の下方において、底面
９３４に画定されている。
【０１４７】
　傾斜パネル９６７は、上面９３２から上方に傾斜している。具体的には、傾斜パネル９
６７は、下側ハウジング８２６の中心に近い位置を始端とし、ドーム９６８で終端してい
る。ドーム９６８は、上面９３２から遠位側に延在している。凹部９６９は、傾斜パネル
９６７およびドーム９６８の下方において、底面９３４に画定されている。凹み９６６は
、上面９３２に画定されている。凹み９６６は、柱９５２から傾斜パネル９６７の上方に
延在し、ドーム９６８の外周を迂回し、傾斜パネル９６７の下方に延在し、孔９７０で終
端している。孔９７０は、パネル９３０を貫通している。
【０１４８】
　１対の平行の凹み９６５は、傾斜パネル９６４の幅に沿って延在するように、傾斜パネ
ル９６４に画定されている。他の凹み９７２は、凹み９６６，９６５間に延在するように
、上面９３２に画定されている。孔９７４，９７５は、パネル９３０を貫通するように、
パネル９３０に画定されている。凹み９７６は、柱９４２，９４８間に延在するように、
上面９３２に画定されている。凹み９７６は、取付具９４９，９４５と同軸であり、同一
の拡がりを有している。凹み９７８は、凹部９６０と孔９７４との間に延在するように、
上面９３２に画定されている。凹み９８０は、凹み９７６と孔９７４との間に延在するよ
うに、上面９３２に画定されている。凹み９８１は、凹み９７６と孔９７５との間に延在
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するように、上面９３２に画定されている。
【０１４９】
　Ｕ字状の半円レール９８２は、近位端９３５および側面９３８に隣接する方に向かって
、底面９３４の下方から直角に延在している。レール８９２は、互いに向き合った端９８
３および内方を向いたリップ９８４を有している。レール９８２および底面９３４は、凹
部９８５を画定している。丸形のボス９８６は、底面９３４から凹部９８５内に延在し、
孔９７５を取り囲んでいる。凹部９８８は、レール９８２と側面９３７との間において、
底面９３４に画定されており、孔９７０を取り囲んでいる。
【０１５０】
　図２６、図２７および図２９Ａ～図２９Ｃを参照すると、柔軟シート１０００の詳細が
示されている。柔軟シート１０００は、上側ハウジング８２４と下側ハウジング８２６と
の間に挟まれている。柔軟シート１０００は、どのような適切な材料、例えば、ゴムまた
はシリコーンゴムから形成されていてもよい。
【０１５１】
　柔軟シート１０００は、上面１０３２、底面１０３４、および側面１０３７，１０３８
を有する基部パネル１０３０を備えている。柔軟シート１０００は、近位端１０３５およ
び遠位端１０３６を有している。傾斜区域１０４２は、側面１０３８と遠位端１０３６と
のコーナにおいて、上面１０３２から遠位側に傾斜している。傾斜区域１０４２は、柱９
４２を覆うための区域である。他の傾斜区域１０４４は、側面１０３８と近位端１０３５
とのコーナにおいて、上面１０３２から遠位側に傾斜している。傾斜区域１０４４は、柱
９４８を覆うための区域である。さらに他の傾斜区域１０４８は、側面１０３７と近位端
１０３５とのコーナにおいて、上面１０３２から遠位側に傾斜している。傾斜区域１０４
８は、柱９５２を覆うための区域である。
【０１５２】
　傾斜パネル１０６７は、上面１０３２から上方に傾斜している。具体的には、傾斜パネ
ル１９６７は、柔軟シート１０００の中心に近い位置を始端とし、ドーム１０６８で終端
している。ドーム１０６８は、上面１０３２から遠位側に延在している。凹部１０６９は
、傾斜パネル１０６７およびドーム１０６８の下方において、底面１０３４に画定されて
いる。
【０１５３】
　パネル１０５１，１０５２，１０５３，１０５０は、上面１０３２から近位端１０３５
に向かって直角に延在し、器具洗浄チャンバ１０５０を画定している。パネル１０５３，
１０５２は、パネル１０５４からパネル１０５１に向かって下方に傾斜している。Ｕ字状
ポート１０５６は、パネル１０５１に画定されている。
【０１５４】
　灌注通路１０６６は、底面９３４に向かって開くように、パネル１０３０に画定されて
いる。灌注通路１０６６は、傾斜パネル１０４８の端１０６９から傾斜パネル１０６７に
沿って延在し、ドーム１０６８の外周を迂回し、傾斜パネル１０６７に沿って延在し、端
１０７０で終端している。
【０１５５】
　一組の互いに平行の灌注チューブ１０６５は、底面１０３４に開くように、パネル１０
３０に画定されている。灌注チューブ１０６５は、傾斜パネル１０６４の幅に沿って延在
しており、器具洗浄チャンバ１０５０で終端している。他の灌注チューブ１０７２は、底
面１０３４に開くように、パネル１０３０に画定されている。灌注チューブ１０７２は、
灌注チューブ１０６５と灌注通路１０７６との間に延在している。灌注チューブ１０６５
，１０６６，１０７２は、互いに流体連通している。
【０１５６】
　吸引チューブ１０７６は、底面１０３４に向かって開くように、パネル１０３０に画定
されている。吸引チューブ１０７６は、傾斜区域１０４４，１０４６間に延在している。
吸引チューブ１０７８は、底面１０３４に開くように、パネル１０３０に画定されている
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。吸引チューブ１０７８は、接合部１０８２と器具洗浄チャンバ１０５０との間に延在し
ている。吸引チューブ１０８０は、底面１０３４に開くように、パネル１０３０に画定さ
れている。吸引チューブ１０８０は、吸引チューブ１０７６と接合部１０８２との間に延
在している。器具洗浄チャンバ１０５０、吸引チューブ１０７６，１０７８，１０８０は
、互いに流体連通している。吸引チューブ１０８１は、吸引チューブ１０７６と接合部１
０８３との間に延在している。吸引チューブ１０７６，１０８１は、互いに流体連通して
いる。
【０１５７】
　略正方形のストッパー１０８６は、近位端１０３５の器具洗浄チャンバ１０５０に隣接
する位置において、上面１０３２から直角に延在している。凹部１０８８は、ストッパー
１０８６の下方において、底面１０３４に画定されている。キャップ１０９０は、柔軟ア
ーム１０９２に接続されている。アーム１０９２は、傾斜パネル１０６４に隣接する位置
において、近位端１０３５に接続されている。
【０１５８】
　上側ハウジング８２４および下側ハウジング８２６は、それらの間のゴムシート１００
０と嵌合され、カセット８００のハウジング８２２を形成している。ハウジング８２４，
８２６は、２つのハウジング区域を一緒に圧入またはスナップ嵌合することによって、互
いに保持されている。一実施形態では、ハウジング８２４，８２６は、接着剤によって互
いに保持されている。嵌合位置において、ゴムシート１０００は、上側ハウジング８２４
と下側ハウジング８２５との間に挟まれている。上側ハウジング８２４と下側ハウジング
８２６との間の圧縮力によって、ゴムシート１０００と下側ハウジング８２６との間に流
体経路シールが形成されている。
【０１５９】
　図３１および図３２を参照すると、組織トラップ１１９８が示されている。組織トラッ
プ１１９８は、組織フィルター１２００が着座された試料容器１４００を備えている。組
織トラップ１２００は、略円筒状である。他の形状、例えば、丸形状、楕円形状、または
正方形状が用いられてもよい。組織フィルター１２００は、どのような適切な材料、例え
ば、低デュロメータ硬度プラスチックまたは熱可塑性エラストマーから形成されていても
よい。組織フィルター１２００は、内容物がユーザーによって観察されるように、透明材
料から形成されているとよい。
【０１６０】
　組織フィルター１２００は、上パネル１２０２によって画定されている。上パネル１２
０２は、底面１２０３および上面１２０４を有している。孔１２５０は、凹部１２５２に
よって取り囲まれるように、上パネル１２０２に画定されている。開口１２５４は、上パ
ネル１２０２に画定されている。略環状の側パネル１２０６は、上パネル１２０２の周縁
および底面１２０３から離れる方に直角に延在している。平坦な部分１２５６は、環状の
側パネル１２０６の互いに反対を向く側に配置されている。柔軟なプロングまたはタング
１２５８は、各平坦な部分１２５６から外方に延在しており、間隙１２６０だけ各平坦な
部分から離間している。
【０１６１】
　１対の並置された細長の中空チューブ１２１０，１２１６は、底面１２０３から遠位方
向に延在している。チューブ１２１０は、近位端１２１１および遠位端１２１２を有して
いる。チューブ１２１６は、近位端１２１７および遠位端１２１８を有している。近位端
１２１１，１２１７は、底面１２０３に接続されている。一実施形態では、チューブ１２
１０，１２１６は、保存溶液３８９（図２２Ｄ）、例えば、ホルマリンまたは他の適切な
保存溶液を含むことができる。他の実施形態では、保存溶液は、省略されている。保存溶
液３８９は、チューブ１２１０，１２１６内において、箔またはプラスチックシール１２
３６によって密封されている。
【０１６２】
　他の細長チューブ１２２２は、底面１２０３から遠位方向に延在している。チューブ１
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２２２は、近位端１２２４および遠位端１２２６を有している。近位端１２２４は、底面
１２０３に接続されている。底パネル１２２７は、チューブ１２２２の遠位端１１２６に
配置されている。近位端１２２４と遠位端１２２６との間に延在する細長の開口１２２８
は、チューブ１２２２に画定されている。チューブ１２２２は、空洞１２３０を有してい
る。空洞１２３０は、開口１２５４と連続しているかまたは同じ拡がりを有している。ス
クリーン１２３４は、遠位端１２２６の近くにおいて、チューブ１２２２の直径を横切っ
て延在している。スクリーン１２３４によって捕捉された組織サンプル３９８は、図３１
に示されている。
【０１６３】
　細長のダクト１２４０は、底面１２０３から遠位方向に延在している。ダクト１２４０
は、近位端１２４２（図示せず）および遠位端１２４４を有している。近位端１２４２は
、底面１２０３に接続されている。遠位端１２４４は、チューブ１２１０，１２１６の端
をいくらか超えて延在している。遠位端１２４４と孔１２５０との間に延在する孔１２４
６は、ダクト１２４０に画定されている。
【０１６４】
　試料容器または試料瓶１４００は、丸められたコーナを有する略正方形である。試料容
器１４００は、外パネル１４０２および底パネル１４０４を有している。２つの互いに離
間した平坦な把持区域１４０６は、試料容器１４００の外パネル１４０２の互いに反対を
向く側に配置されている。区画１４０８は、試料容器１４００内に画定されている。試料
容器１４００は、上端１４１０および底端１４１２を有している。試料容器１４００は、
区画１４０８の内容物がユーザーによって観察されるように、透明材料から形成されてい
る。
【０１６５】
　環状フランジ１４１６は、上端１４１０においてパネル１４０２から周方向外方に延在
している。フランジ１４１６は、内面１４１８および外面１４２０を有している。環状ネ
ジ部１４２２は、外面１４２０に画定されている。２つの互いに向き合った区域１４２４
は、内面１４１８に配置されている。段１４２６は、内面１４１８の全周にわたって、内
面１４１８から延在している。段１４２６は、フランジ１４１６からパネル１４０２に向
かって下方に傾斜している。
【０１６６】
　リム１４３０は、底パネル１４０４から周方向下方に延在している。リム１４３０は、
外パネル１４０２から内方に傾斜する勾配付きまたは角度付き縁１４３２を有している。
ボス１４３６は、リム１４３０の一方の側面に隣接する位置において、底パネル１４０４
から遠位側に延在している。尖った先端１４３７は、底パネル１４０４から上方に区画１
４０８内に延在している。窓１４３８は、外パネル１４０２に配置されている。窓１４３
８によって、ユーザーは、区画１４０８の内容物を観察することができる。
【０１６７】
　円形キャップ１４５０は、上パネル１４５２および環状側パネル１４５４を有している
。側パネル１４５４は、上パネル１４５２から下方に直角に延在している。ユーザーがキ
ャップをより掴みやすくするために、刻み付きリブ１４５６は、側パネル１４５４の外面
に配置されている。リム１４５８は、上パネル１４５２から上方に直角に延在している。
環状ネジ部１４６０は、側パネル１４５４の内面に画定されている。環状フランジ１４６
２は、側パネル１４５４からいくらか平行に離間した位置において、下上パネル１４５２
から離れる方に直角に延在している。１対の互いに向き合ったノッチ１４６４は、フラン
ジ１４６２に画定されている。長孔１４６６は、フランジ１４６２と側パネル１４５４と
の間に画定されている。
【０１６８】
　キャップ１４５０は、該キャップ１４５０を試料容器１４００に対して回転させ、ネジ
部１４２２，１４６０を嵌合させることによって、試料容器１４００の上端１４１０に取
り付けられようになっている。また、キャップ１４５０は、試料容器１４００の底端１４
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１２に取付けられてもよい。この場合、ユーザーが、リム１４５８をリム１４３０に隣接
して配置し、リム１４３０に押し付けることになる。勾配付き縁１４３２がリム１４５８
をリム１４３０と摩擦接触させるように案内し、これによって、キャップ１４５０を試料
容器１４００の底に保持することができる。
【０１６９】
　識別デバイス３７６は、外パネル１４０２に取り付けられている。識別デバイス３７６
は、前述した識別デバイスと同じ構造を有しており、同じ機能を果たすようになっている
。
【０１７０】
　組織サンプル３９８は、多種多様の組織試料とすることができる。例えば、組織サンプ
ル３９８は、体内位置からの生検サンプルであってもよいし、または結腸からのポリープ
であってもよい。組織フィルター１２００は、プロングまたはタング１２５８が段１４２
６の上の平坦な区域１４２４と係合するまで、区画１４０８内に摺動することになる。こ
の時点で、段１４２６が、区画１４０８内への組織フィルター１２００のさらなる挿入に
対して抵抗力をもたらすことになる。
【０１７１】
　組織トラップ１１９８は、カセット８００に取外し可能に連結されるようになっている
。トラップ１１９０は、組織フィルター１２００および試料容器１４００を空洞９８５内
に水平に押し込み、フランジ１４１６およびネジ部１４２２をＬ字状レール９８２内に摺
動させ、リップ９８４にて保持させることにより、挿入される。トラップ１１９８は、カ
セット８００の下方に垂れ下がることになる。トラップ１１９８は、組織フィルター１２
００および試料容器１４００をカセット８００から離れる方に水平に引っ張ることによっ
て、カセット８００から取り外される。多数の組織トラップ１２００を用いて、多数の組
織サンプルを収集することができる。
【０１７２】
　ユーザーは、キャップ１４５０を組織フィルター１２００の上に配置する。キャップ１
４５０を試料容器１４００に対して回転させると、キャップの上パネル１４５２の上面が
組織フィルター１２００の上パネル１２０４に接触する。ネジ部１４２２，１４６０によ
って、キャップ１４５０の回転が組織フィルター１２００を下方に区画１４０８内に移動
させる。段１４２６によって、プロングまたはタング１２５８が内方に撓み、パネル１２
０６の底縁が段１４２６に当接するまで、試料容器パネル１４０６に沿って摺動する。組
織フィルター１２００が下方に区画１４０８内に移動すると、底パネル１４０４に取り付
けられた尖った先端１４３７は、箔またはプラスチックシール１２３６を突き刺し、保存
溶液３８９（図１７）を放出させ、組織サンプル３９８を覆うことになる。
【０１７３】
　図３３および図３４を参照すると、水瓶１５００が示されている。水瓶１５００は、略
矩形状を有するものとして示されている。他の形状、例えば、丸形状または楕円形状が用
いられてもよい。水瓶１５００は、６つの外部パネル、すなわち、互いに平行に離間して
略垂直方向に配向されたパネル１５０２，１５０４と、互いに平行に離間して略垂直方向
に配向されたパネル１５０６，１５０８と、略水平方向に配向された底パネル１５１０と
、によって画定されている。上パネル１５１１は、側パネル１５０２，１５０４，１５０
６，１５０８から上方に傾斜している。側パネル１５０２，１５０４，１５０６，１５０
８は、底パネル１５１０と直交している。水瓶１５００は、上端１５１４および底端１５
１２を有している。
【０１７４】
　パネル１５０２，１５０４，１５０６，１５０８，１５１０，１５１１は、水瓶１５０
０内にリザーバー１５２０を画定している。水瓶１５００は、どのような適切な材料、例
えば、ブロー成形プラスチックから形成されていてもよい。一実施形態では、水瓶１５０
０は、リザーバー１５２０の内容物またはレベルがユーザーによって観察されるように、
透明材料から形成されている。
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【０１７５】
　水瓶１５００は、上壁１５１１から離れる方に延在するネック１５２４を有している。
環状フランジ１５２６は、ネック１５２４を取り囲んでいる。ネジ部１５２８は、上端１
５１４において、ネック１５２４の外面に画定されている。開口１５３０は、リザーバー
１５２０へのアクセスを可能にしている。細長のチューブ１５４０は、端１５４２，１５
４４を有している。円形キャップ１５６０は、ネジ部１５６２、一端における環状フラン
ジ１５６４、および小径ネック１５６６を有している。孔１５７０，１５７２は、フラン
ジ１５６４に画定されている。
【０１７６】
　水瓶１５００は、灌注流体によって充填されている、水瓶１５００は、チューブ端１５
４２をキャップ１５６０の孔１５７０に通し、チューブ端１５４４を開口１５３０を通し
て瓶１５００内に配置することによって、組み込まれることになる。孔１５７２によって
、瓶１５００の内側の空圧と瓶１５００の外側の空圧とが均等になり、これによって、真
空が瓶１５００の内側に生じないことになる。
【０１７７】
　水瓶１５００は、レセプタクル７０２に取外し可能に連結されるようになっている。水
瓶１５００は、ユーザーが手動によって水瓶１５００を、アーム７４０が撓んでネック１
５６６を掴むように、長孔７４２内に水平に摺動させることによって、挿入される。水瓶
１５００は、フランジ１５６４によって支持されたカセット８００の下方に垂れ下がるこ
とになる。フィンガー部７４４が、水瓶１５００を長孔７４２から脱落しないように保持
する。水瓶１５００は、ユーザーが手動によって水瓶１５００をカセット８００から離れ
る方に水平方向に引っ張り、これによって、アーム７４０を撓ませ、ネック１５６６をフ
ィンガー部７４４を超えて摺動させることによって、カセット８００から取り外されるこ
とになる。
【０１７８】
［Ｃ．操作］
　図１Ａ～図１Ｃ、図１５Ｂ、および図２３～図３４を参照すると、可動ユニット３０（
図１Ａ）は、ユーザーがカセット８００を（外科部位から引き込まれる廃棄物が収集され
ることになる）キャニスタ３８に関連するマニホールドアセンブリ７００の相補的なレセ
プタクル７０２内に挿入することによって、使用の準備が整うことになる。このステップ
は、カセット８００のテーパ区域８３７をレセプタクル７０２の溝７２４と一直線に並べ
、カセット８００を通路または空洞７１６内に摺動させることによって、行われる。後パ
ネル８３０がレセプタクル７０２の後パネル７０９に接触するまで、側面８３２，８３４
が溝７２４に沿って摺動する。この位置において、取付具９４４は、吸引導管５９に着座
し、吸引導管５９と流体連通することになる（図１５Ｂ）。柔軟タブ８３８のリブ８４２
が、上パネル７０５の前縁７４９の下方に撓む。柔軟タブ８４２は、カセット８００を空
洞または通路７１６内に保持することになる。
【０１７９】
　蠕動ポンプローラ７４が、灌注通路１０７６と接触するように、開口７２０を通って取
り付けられる。灌注通路１０７６が、蠕動ポンプローラ７４と凹み９６６との間で圧搾さ
れ、その結果、ローラ７４の回転によって、灌注流体が灌注通路１０７６を通って送り出
されることになる。ローラ７４およびポンプモータ７１は、上パネル７０５と直交するよ
うに画定された垂直軸からある角度だけずれて取り付けられており、これによって、ロー
ラ７４は、ドーム８９８と接触することなく、自在に回転することができる。
【０１８０】
　ＲＦＩＤ読取機１９４は、ＲＦＩＤタグのような識別デバイス３７６を認識し、カセッ
ト８００は、レセプタクル７０２内に着座したときに可動ユニット３０の作動を可能にす
る信号をコントローラ１９２に送信する。
【０１８１】
　水瓶１５００は、アーム７４０が撓んでネック１５６６を掴むように、水平方向に長孔
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７４２内に挿入されることによって、レセプタクル７０２に取り付けられる。水瓶１５０
０は、フランジ１５６４によって支持されたカセット８００の下方に垂れ下がる。フィン
ガー部７４４によって、水瓶１５００は、長孔７４２から脱落しないように保持されるこ
とになる。この位置において、環状フランジ孔１５７０は、孔９７０に対して押圧され、
灌注通路１０６６と流体連通している。
【０１８２】
　組織フィルター１２００および試料容器１４００は、組織フィルター１２００および試
料容器１４００を空洞９８５内に水平に挿入し、フランジ１４１６およびネジ部１４２２
をＬ字状レール９８２内に摺動させ、リップ９８４によって保持させることによって、カ
セット８００に取り付けられる。組織フィルター１２００および試料容器１４００は、カ
セット８００の下方に垂れ下がることになる。
【０１８３】
　可動ユニット３０は、吸引ライン５０を取付具９４９に取り付けると共に灌注ライン５
１を取付具９５４に取り付けることによって、結腸鏡のような付与装置５２をユニットに
連結することによって、使用の準備が完了することになる。キャップ１０９０は、最初、
第２の吸引取付具９５８を覆って配置されており、これによって、第２の吸引取付具９５
８を密封している。
【０１８４】
　可動ユニット３０は、吸引ポンプ５８および蠕動ポンプ７０を作動させることによって
、作動される。オペレータは、制御パネル１９６を用いて、操作モードを選択することに
なる。オペレータがバイパスモードを選択すると、ピンチ弁アクチュエータ８０によって
、ピンチ弁８８４，８７８が閉じられ、ピンチ弁８７２が開けられる。吸引ポンプ５８の
作動によって、廃棄物流れは、外科部位から吸引流体連通経路１８４に沿って付与装置５
２内に引き込まれ、吸引ライン５０を通って、取付具９４９に導かれる。この廃棄物流れ
は、吸引付与装置５２が作用する液状廃棄物および固形廃棄物および付与装置に隣接する
空気を含んでいる。取付具９４９から、廃棄物流れは、凹み９７６、吸引チューブ１０７
６、および取付具９４４を通って、導管５９内に導かれる。導管５９から、廃棄物流れは
、関連するキャニスタ３６または３８内に導かれる。この操作モードは、吸引流体連通経
路１８４が組織フィルター１２００をバイパスするので、バイパスモードと呼ばれている
。
【０１８５】
　キャニスタ３６または３８に入る廃棄物流れの液状成分および固形成分は、流れから沈
降し、キャニスタ３６，３８内に保持され、最終的に廃棄されることになる。
【０１８６】
　蠕動ポンプ７０の作動によって、灌注流体は、水瓶１５００から灌注流体連通経路１８
２に沿って、チューブ１５４０、孔９７０、凹み９６６、灌注通路１０７６、取付具９５
４、および灌注ライン５１を通って、付与装置５２に送り込まれ、外科部位に供給される
ことになる。
【０１８７】
　ユーザーは、カセット８００を用いて、ポリープのような組織サンプルを収集するよう
に選択することができる。カセット８００は、アクチュエータ８０によっていくつかのピ
ンチ弁を移動させることによって、操作モードに選択される。オペレータは、制御パネル
１９６を用いて、操作モードを選択するようになっている。オペレータが組織収集モード
を選択すると、ピンチ弁８７２，８９０は閉じられ、ピンチ弁８８４，８７８が開けられ
る。
【０１８８】
　可動ユニット３０は、吸引ポンプ５８および蠕動ポンプ７０を再作動することによって
、再作動されることになる。システムがこの操作モードにあるとき、廃棄物流れは、混入
している組織サンプルと共に、外科部位から吸引流体連通経路１８４に沿って付与装置５
２内に引き込まれ、吸引ライン５０を通って、取付具９４９内に導かれる。この廃棄物流
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れは、付与装置３９８が作用する液状および固形廃棄物および組織サンプル３９８と共に
付与装置５２に隣接する空気を含んでいる。
【０１８９】
　取付具９４９から、廃棄物流れは、凹み９７６および吸引チューブ１０７６、凹み９８
０および吸引チューブ１０８０、孔９７４、空洞１２３０、スクリーン１２３４、孔１２
４６、孔１２５０、孔９７５を通って、凹み９８１および吸引チューブ１０８１、凹み９
７６および吸引チューブ１９７６内に送られ、取付具９４４を通って、導管５９に導かれ
る。導管５９から、廃棄物流れは、関連するキャニスタ３６または３８内に導かれる。組
織サンプル３９８は、組織フィルター１２００内のスクリーン１２３４によって捕捉され
ることになる。この操作モードは、吸引流体連通経路１８４が組織フィルター１２００を
通っているので、組織収集モードと呼ばれている。組織収集モードによってサンプルを収
集するために、吸引ライン５０を遮断または再接続する必要がないことに留意されたい。
【０１９０】
　ユーザーは、カセット８００および組織トラップ１１９８を用いて、器具によって摘出
された組織サンプルを収集するように選択することができる。カセット８００は、アクチ
ュエータ８０によって選択されたピンチ弁を移動させることによって、摘出組織捕捉モー
ドに配置される。オペレータは、制御パネル１９６を用いて、カセットをこのモードに配
置することになる。摘出組織捕捉モードでは、ピンチ弁８７２，８７８が閉じられ、ピン
チ弁８８４，８９０が開けられる。キャップ１０９０が、取付具９５８から取り外される
ことになる。
【０１９１】
　システムが摘出組織捕捉モードにあるとき、廃棄物流れは、吸引流体連通経路１８４に
沿って、取付具９５８から器具洗浄チャンバ１０５０内に引き込まれる。ユーザーは、器
具（図示せず）によって保持された組織サンプル３９８を取付具９５８を通して器具洗浄
チャンバ１０５０内に送るとよい。透明傾斜面８４４を通して、器具洗浄チャンバ１０５
０内の組織サンプルを観察することができる。
【０１９２】
　オペレータは、制御パネル１９６を用いて、灌注流体の供給を調整することができる。
アクチュエータ８０の１つによってピンチ弁８６６を開けると、灌注流体が器具洗浄チャ
ンバ１０５０に供給される。加圧された灌注流体は、灌注通路１０７６から灌注チューブ
１０７２，１０６５を通って器具洗浄チャンバ１０５０内に導かれ、これによって、器具
洗浄チャンバ１０５０内に置かれた組織サンプルを洗浄することができる。
【０１９３】
　取付具９４９から、組織サンプルおよび廃棄物流れは、凹み９７８および吸引チューブ
１０７８、孔９７４、空洞１２３０、スクリーン１２３４、孔１２４６、孔１２５０、孔
９７５を通って、凹み９８１および吸引チューブ１０８１、凹み９７６および吸引チュー
ブ１０７６、および取付具９４４を通って、導管５９内に導かれる。導管５９から、廃棄
物流れは、関連するキャニスタ３６または３８内に導かれる。組織サンプル３９８は、組
織フィルター１２００内のスクリーン１２３４によって捕捉される。この操作モードは、
吸引流体連通経路１８４が器具洗浄チャンバ１０５０および組織フィルター１２００を通
っているので、ピンセットサンプル収集モードと呼ばれている。
【０１９４】
　組織トラップ１１９８を取り外すために、オペレータは、最初、制御パネル１９６を用
いて、可動ユニット３０の操作モードをバイパスモードに戻す。これによって、吸引連通
経路を組織トラップ１１９８から外すことができる。組織フィルター１２００および試料
容器１４００は、組織フィルター１２００および試料容器１４００をカセット８００から
離れる方に水平に引っ張り、試料容器１４００をレール９８２に沿って外に摺動させるこ
とによって、カセット８００から取り外される。他の組織サンプルを収集するために、他
の組織フィルター１２００および試料容器１４００をレール９８２に沿って空洞９８５内
に水平方向に押し込むことによって、他の組織フィルター１２００および試料容器１４０
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０が挿入されてもよい。組織トラップ１１９８は、単一ユニットとしてカセット８００に
挿入され、かつカセット８００から取り外されるようになっている。
【０１９５】
　１つの組織トラップ１１９８をカセット８００から取り外し、新しいトラップ１１９８
２を取り付けるこのプロセ中に、吸引ポンプ５８を遮断する必要がない。換言すれば、吸
引付与装置に付与される吸引を妨げることなく、新しい組織トラップ１１９８をカセット
８００に取り付けることができる。
【０１９６】
　他の組織サンプルを収集するために、オペレータは、制御パネル１９６を用いて、可動
ユニット３０の操作モードを組織サンプル収集モードに戻すことになる。
【０１９７】
　ユーザーは、キャップ１４５０を組織フィルター１２００の上に配置する。キャップ１
４５０を試料容器１４００に対して回転させると、キャップの上パネル１４５２の内面が
、組織フィルター１２００の上パネル１２０４に接触する。ネジ部１４２２，１４６０に
よって、キャップ１４５０の回転が、組織フィルター１２００を下方に区画１４０８内に
移動させることになる。壁１４６２によって、プロングまたはタング１２５８が内方に撓
み、パネル１２０６の底縁が段１４２６に当接するまで、試料容器パネル１４０６に沿っ
て摺動する。組織フィルター１２００が下方に区画１４０８内に移動すると、底パネル１
４０４に取り付けられた尖った先端１４３７が、箔またはプラスチックシール１２３６を
突き刺し、保存溶液３８９（図１７）を放出させ、組織サンプル３９８を覆うことになる
。
【０１９８】
　いったん医学／外科手術が終了し、可動ユニット３０の使用がもはや必要でなくなった
なら、吸引ライン５０および灌注ライン５１は、それぞれ、取付具９４９，９５８から離
脱される。柔軟タブ８３８を手動によって押し込み、カセット８００を手動によってレセ
プタクル７０２から引っ張ることによって、カセット８００が取り外される。次いで、カ
セット８００は、医学廃棄物として廃棄されることになる。
【０１９９】
　使用後、可動ユニット３０は、（図示されておらず、また本発明の一部でもない）ドッ
カーに連結される。キャニスタ３６または３８内の廃棄材料は、ドッカーを通して、処理
施設に流されることになる。
【０２００】
　同様に、本発明の態様では、組織フィルター１２００および試料容器１４００を形成す
るプラスチックは、少なくとも部分的に透明であることを理解されたい。これは、組織サ
ンプルが収集されたことを確認する迅速手段を医療従事者にもたらすことになる。さらに
、カセット８００は、少なくとも部分的に透明な材料から形成されている。これは、カセ
ットがこれまでに用いられておらず、収集された廃棄物を含んでいないことを確認する迅
速手段を医療従事者にもたらすことになる。
【０２０１】
　本発明は、吸引流体連通経路が組織サンプル容器の内側または外側を通るように選択的
に変更されることを可能にするものである。
【０２０２】
［Ｖ．第４の実施形態］
［Ａ．レセプタクル］
　図３５～図４２は、図１Ａの収集システムの一部である代替的なマニホールドレセプタ
クル１６９９と共に用いられる代替的なカセット１７００を示している。マニホールド受
器と呼ばれることもあるマニホールドレセプタクル１６９９は、参照することによってこ
こに含まれることになる米国特許第７，６１５，０３７号に詳細に開示されている。
【０２０３】
　図３５および図３６を特に参照すると、マニホールドレセプタクル１６９９は、３つの
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主静止部品を備えている。ハウジング１６０２は、カセット１７００の近位端を受け入れ
ている。受器アダプター１６０４は、マニホールドレセプタクルのハウジング１６０２を
関連するキャニスタキャップ４０（図１Ａ）に保持している。また、アダプター１６０４
は、マニホールドハウジング１６０２から関連するキャニスタ３６への流路として機能す
る導管５９も備えている。ロックリング１６０６は、マニホールドハウジング１６０２の
遠位端（前端）に取り付けられている。ロックリング１０６６には、カセット１７００が
レセプタクル１６９９内に装着されたときに、カセット１７００が適切に位置合わせされ
ることを確実にする幾何学的特徴部が形成されている。
【０２０４】
　ハウジング１６０２は、ハウジング１６０２を貫通する同軸通路または孔１６１０，１
６１２を画定するように、形成されている。バネ付勢ドア１６３４は、ハウジング１６０
２の遠位端に取り付けられている。ドア１６３４は、カセット１７００の挿入によって選
択的に開き、カセット１７００の取外しによって選択的に閉じることができるようになっ
ている。
【０２０５】
　ハウジング１６０２から関連するキャニスタ３６への流体連通経路をもたらす導管５９
は、８０°から９０°の曲がりを有するようにエルボー状に形作られている。導管５９の
遠位端は、カセット１７００内に延在するようになっている。
【０２０６】
　ロックリング１６０６は、略リング状であり、中心に位置する貫通開口１６１５を有し
ている。多数の孔１６１６は、リングを長手方向に貫通している。孔１６１６は、ロック
リング１６０６をマニホールドアセンブリ１６０２に保持するために用いられる締め具を
受け入れるものである。ロックリング１６０６は、１対の長孔１６１８，１６２０を画定
するように、さらに形成されている（長孔１６１８は、図３５において、カセット１７０
０の背後に位置している）。長孔１６１８，１６２０は、貫通開口１６１５と連続してお
り、開口１６１５からロックリング１６０６の近位端まで半径方向外方に延在している。
長孔１６１８，１６２０は、直径方向において互いに向き合っており、互いに異なる円弧
状輪郭を有している。長孔１６１８は、長孔１６２０によって画定された円弧よりも大き
い円弧を画定している。
【０２０７】
　長孔１６１８，１６２０は、いずれも、ロックリング１６０６の長さにわたって延在し
ている。ロックリング１６０６は、その近位端に１対の溝１６２２を有するように、さら
に形成されている。各溝は、円弧状に形作られており、ロックリングの内部に形成されて
いる。また、各溝１６２２は、長孔１６１８，１６２０の１つと連続している。これらの
溝１６２２は、略直径方向において互いに向き合っている。ロックリング１６０６の近位
端がハウジング１６０２の遠位側を向いた面と当接することによって、溝１６２２は、以
下にさらに詳細に説明するように、カセット１７００と一体のタブが通過する長孔として
機能することになる。
【０２０８】
　弁ディスク１６３２は、通常、導管５９への開口を覆っている。カセット１７００が挿
入されていないとき、バネ付勢ドア１６３４は、ウジング１６０２の孔１６１０への遠位
端開口に跨っている。
【０２０９】
　マニホールドレセプタクル１６９９は、弁ディスク１６３２がハウジング１６０２内の
特定の回転位置にあるとき、弁ディスク１６３２が導管５９への開口を覆うように、構成
されている。弁ディスク１６３２は、孔１６３８を導管５９と一直線に並べるように、回
転可能になっている。
【０２１０】
［Ｂ．カセット］
　図３７～図３９をさらに参照すると、カセット１７００の主な構成部品が示されている
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。カセット１７００は、近位シェル１７５０を有するハウジング１７０１を備えている。
近位シェル１７５０の遠位側にキャップ１７０２が取り付けられている。シェル１７５０
は、一端が開いており、キャプ１７０２が該開端を覆っている。シェル１７５０およびキ
ャップ１７０２は、どのような適切な材料、例えば、射出成形プラスチックから形成され
ていてもよい。カセット１７００およびハウジング１７０１の内部は、チャンバまたは空
所１７０４になっている（図３８Ｂ）。
【０２１１】
　図４１Ａ～図４１Ｅを参照すると、シェル１７５０は、略円筒形状を有している。シェ
ル１７５０は、円形の近位端または基部１７５２を有し、該基部１７５２から環状の側壁
１７５４が上方に延在するように、形成されている。リップ１７５６は、側壁１７５４の
開上端の周りを周方向に延在している。リップ１７５６は、半径方向外方に突出している
。２つのフィンガー部１７６１，１７６２およびタブ１７６３は、側壁１７５４の頂部か
ら遠位側（上方）に延在している。各フィンガー部１７６１，１７６２は、円弧状の断面
輪郭を有している。フィンガー部１７６１は、比較的大きい円弧を画定している。フィン
ガー部１７６２は、比較的小さい円弧を画定している。
【０２１２】
　開口１７７０は、シェル基部１７５２に形成されている。この開口は、弁ディスク１６
３２と一体のボスを受け入れるように、寸法決めされている。シェルは、開口１７７０が
シェル１７５０の長軸から芯ずれした軸を中心とするように、形成されている。円形リッ
プ１７７２は、開口１７７０の周りを囲んでシェル基部１７６２から下方に延在している
。リップ１７７２は、開口１７７０の外周を画定するシェル基部１７５２の環状区域から
半径方向に離間している。
【０２１３】
　滴ストッパー１７７４は、マニホールド開口１７７０内に装着されている。滴ストッパ
ー１７７４は、ポリイソプレンゴムのような圧縮性エラストマー材料から形成されている
。滴ストッパー１７７４は、１対のリップ１７７５を有しており、スリットまたは長孔１
７９０がこれらのリップ１７７５間に位置している。長孔１７９０によって、導管５９が
滴ストッパー１７７４内を通ってチャンバ１７０４内に入ることができ、吸引流体連通経
路の一部を形成している。カセット１７００がレセプタクル１６９９から取り外されると
、滴ストッパー１７７４によって、開口１７７０からのどのような材料の流出も遮られる
ことになる。
【０２１４】
　図４０Ａ～図４０Ｅは、カセットキャップ１７０２の詳細を示している。キャップ１７
０２は、ポリプロピレンまたは同様のプラスチックの単一片から形成されている。キャッ
プ１７０２は、端１７０５，１７０６および円筒チューブ状のスカート１７０７を有して
いる。キャップ１７０２は、ハウジング１７０１がレセプタクル１６９９内に配置され、
かつレセプタクル内において回転することを可能にするように、寸法決めされている。ス
カート１７０７の近位端１７０５において、２つのタブ１７０８，１７０９は、半径方向
外方に延在している。タブ１７０８，１７０９は、直径方向において互いに向き合ってい
る。これらのタブは、互いに異なる円弧を画定している。タブ１７０８は、比較的大きい
円弧を画定しており、このタブは、マニホールドレセプタクルのロックリング長孔１６１
８内にスリップ嵌合するように設計されている。タブ１７０９は、小さい円弧を画定して
おり、このタブは、マニホールドレセプタクルのロックリング長孔１６２０内にスリップ
嵌合するように設計されている。
【０２１５】
　キャップスカート１７０７は、端１７０５において、内向きテーパが付されたリム１７
１０を有するように、形成されている。リム１７１０に隣接して、スカート１７０７は、
スカートの内部の周りに周方向に延在する外方延在段１７１２を有している。キャップ１
７０２は、段１７１２の上のスカート１７０７の内径が略０．５ｍｍだけシェルリップ１
７５６の内径よりも小さくなるように、寸法決めされている。カセット１７００が組み込
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まれるとき、シェル１７５０は、リップ１７５６が圧縮されて段１７１２上に着座するよ
うに、キャップ１７０２内に挿入されることになる。リップ１７５６の周りへのキャップ
スカート１７０７の内面の圧縮によって、キャップとスカートとの間の吸引の損失が実質
的に排除されることになる。
【０２１６】
　多数のリブは、スカート１７０７の内面から内方に延在して段１７１２の上に配置され
ている。２対の互いに隣接するリブ１７１３および他の対の互いに隣接するリブ１７１４
が設けられている。リブ１７１３は、シェルフィンガー部１７６１がリブ１７１３間にす
べり嵌合するのに十分な距離を隔てて、円弧に沿って互いに離間している。リブ１７１４
は、（フィンガー部１７６１ではなく）タブ１７６３がリブ１７１４間にすべり嵌合する
のに十分な距離を隔てて、互いに離間している。従って、シェルフィンガー部１７６１、
タブ１７６３、およびリブ対１７１３，１７１４は、これらの構成要素が互いに組み合わ
されたとき、カセットシェル１７５０およびカセットキャップ１７０２の適切な位置合わ
せを促進することになる。
【０２１７】
　半バレル１７１６は、スカート１７０７の下半分から遠位側に延在しており、矩形状ハ
ウジングまたはボックス１７１８は、スカート１７０７の上半分から遠位側に延在してい
る。半円面１７１９は、スカート１７０７の上端まで延在しており、他の半円面１７２０
が、半バレル１７１６の上端まで延在している。面１７２０は、中心に位置する孔１７２
１および面１７２０の底の近くに位置する取付具１７３４を有するように、形成されてい
る。取付具１７３４は、チャンバ１７０４と流体連通する貫通孔１７２２を有している。
（図３８Ｂに最もよく示されている）平坦壁１７２４は、面１７１９，１７２０間に延在
している。円孔１７２５（図３８Ｂ）は、面１７２０に隣接する位置において壁１７２４
を貫通している。
【０２１８】
　ハウジングまたはボックス１７１８は、一端が閉じた孔１７２７を画定する矩形状スリ
ーブ１７２６を画定している。スリーブ１２６の基部は、壁１７２４によって画定されて
いる。開口１７２９は、端キャップ１７０６の面に形成されており、孔を画定するスリー
ブ１７２６は、この端キャップから内方に延在している。入口取付具１７３４は、ハウジ
ング１７１８の頂部から延在している。取付具１７３８の孔１７２８は、孔１７２７と流
体連通している。具体的には、孔１７２８は、スリーブ１７２６の（壁１７２４の表面と
反対側の）内面に開いている。半円リム１７３０は、ハウジング１７１８から半径方向外
方に延在している。リム１７３０は、キャップ端１７０６の平面と共平面であり、かつ連
続している。
【０２１９】
　取付具１７３２，１７３４は、吸引ライン５０を受け入れるように寸法決めされている
。
【０２２０】
　略Ｕ字状の半フランジ１７３６は、バレル１７１６の端から離れる方に延在している。
ポスト１７３８は、ボックス１７１８の頂部から離れる方に直角に延在しており、リム１
７３０および取付具１７３４からいくらか離間している。
【０２２１】
　図３７Ａおよび図３７Ｂを参照すると、取外し可能なキャップ１７４０は、取付具１７
３２，１７３４に対して設けられている。取外し可能なカバー１７４１が、スリーブ１７
２６の開口１７２９を覆うために設けられている。カバー１７４１は、ユーザーによって
掴まれるハンドル１７４２およびスリーブ１７２６内に装着される部分を有している。取
付具キャップ１７４０およびカバー１７４１は、それぞれ、いくつかのアーム１７４６を
有する繋ぎ紐１７４４によって、カセットキャップ１７０２に一体に取り付けられている
。アーム１７４６は、ポスト１７３８に係留されている。
【０２２２】
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　カセット１７００は、以下、図３８Ｂ、図３８Ｃおよび図３８Ｄを参照して説明するフ
ラッパ弁ユニット１８００を備えている。フラッパ弁ユニット１８００は、圧縮性柔軟材
料、例えば、ポリイソプレンまたは他のエラストマー材料の単一片から形成されている。
フラッパ弁ユニット１８００は、ディスク状ハブ１８０２を有している。ハブ１８０２に
は、中心貫通孔１８０４が形成されている。
【０２２３】
　フラッパ弁ユニット１８００は、カセットキャップ１７０２の面１７２０に取り付けら
れている。ポスト１８０６は、孔１８０４を通って、面１７２０の孔１７２１内に挿入さ
れている。ポスト１８０６は、面１７２０に熱接合され、これによって、フラッパ弁ユニ
ット１８００をカセットキャップ１７０２に保持することができる。
【０２２４】
　また、フラッパユニットハブ１８０２は、多数の環状リブ１８１０，１８１２を有して
いる。１つのリブ１８１０は、ハブ１８０２の遠位側および近位側を向いた両面の各々か
ら外方に延在している。１つのリブ１８１２も、ハブ１８０２の両面の各々から外方に延
在している。リブ１８１０は、ハブ貫通孔１８０４の近くに配置されている。リブ１８１
２は、リブ１８１０を取り囲んでいる。各リブ１８１０，１８１２は、内方に傾斜した断
面輪郭を有している。従って、各リブ１８１０，１８１２は、ハブ面から外方に延在して
おり、ハブ孔１８０４を通る長軸の方を向くように傾斜している。
【０２２５】
　フラッパ弁１８１４は、ハブ１８０２に旋回可能に接続され、ハブ１８０２から延在し
ている。フラッパ弁１８１４は、それぞれ、取付具ポート１７２２および孔１７２５を覆
っている。フラッパ弁ユニット１８００の一体部分であるヒンジ１８１６は、各フラッパ
弁１８１４をハブ１８０２に旋回可能に接続している。ヒンジ１８１６は、弁を形成する
材料の一部から形成されており、隣接ハブ１８０２およびフラッパ弁１８００よりも薄い
断面厚みを有している。ポート１７２２を覆う弁１８１４は、ハブ１８０２と略平面であ
ることを理解されたい。孔１７２５を覆う弁１８１４は、ハブ１８０２に対してある角度
、ここでは、直角に傾斜している。
【０２２６】
　各フラッパ弁１８１４は、略ディスク状である。各フラッパ弁１８１４は、関連するポ
ート１７２２および孔１７２５の各々を覆い、かつポートを取り囲む領域に当接するよう
に、寸法決めされている。一般的に、各フラッパ弁１８１４は、関連するポート１７２２
および孔１７２５の内径よりも大きい略４ｍｍ大きい直径を有している。従って、１つの
フラッパ弁１８１４は、面１７２０に当接し、他のフラッパ弁１８１４は、壁１７２４の
底に当接することになる。フラッパ弁１８１４は、ポート１７２２および孔１７２５から
チャンバ１７０４内への流体流れを可能にする一方、チャンバ１７０４からポート１７２
２および孔１７２５への流体流れを阻止する一方向弁として作用している。
【０２２７】
　図３９Ａ、図３９Ｂ、図４２Ａ～図４２Ｅ、および図４３を参照すると、組織トラップ
１８５０の詳細が示されている。組織トラップ１８５０は、略矩形状である。他の形状、
例えば、丸形状、楕円形状、または正方形状が用いられてもよい。組織トラップ１８５０
は、どのような適切な材料、例えば、低デュロメータ硬度プラスチックまたは熱可塑性エ
ラストマーから形成されていてもよい。組織トラップ１８５０は、ホルダー１８５２およ
びキャッチトレイ１８８０を備えている。ホルダー１８５２は、４つのパネル、すなわち
、互いに平行に離間して略垂直方向に配向された側ビーム１８５４，１８５６と、互いに
平行に離間して略垂直方向に配向された前ビーム１８５８および後ビーム１８６０と、に
よって画定されている。側ビーム１８５４、１８５６は、ビームの中心の近くにおいて下
方に湾曲した上端１８５７を有している。円形フランジ１８６２は、前ビーム１８５８か
ら周方向外方に延在し、下側部分に平坦な区域または縁１８６３を有している。ホルダー
１８５２は、該ホルダーを貫通する中空長孔１８６４を画定している。ホルダー１８５２
およびキャッチトレイ１８８０は、いずれも射出成形プラスチックから形成することがで
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きる。一実施形態では、このプラスチックは、ユーザーが組織トラップ１８５０の内容物
を観察することを可能にするために、透明であるとよい。
【０２２８】
　円形のＯリング１８６６は、フランジ１８６２の近位面と当接している。Ｏリング１８
６６は、組織トラップ１８５０が孔１７２７内に挿入されたとき、フランジ１８６２とキ
ャップ端１７０６との間にシールをもたらすものである。一実施形態では、Ｏリング１８
６６が省略されてもよい。この実施形態では、シールは、フランジ１８６２とキャップ端
１７０６との間に直接形成されるようになっている。
【０２２９】
　ホルダー１８５２は、１対の並置されたレール１８６８を備えている。レール１８６８
は、側パネル１８５４，１８５６の底内面から直角方向内方に長孔１８６４内に延在して
いる。
【０２３０】
　フィルターまたはキャッチトレイ１８８０は、組織トラップ１８５０に取外し可能に連
結されている。キャッチトレイ１８８０は、略矩形状であり、４つの壁および底メッシュ
によって画定されている。キャッチトレイ１８８０は、互いに平行に離間して略垂直方向
に配向された側壁１８８２，１８８４と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向された
前壁１８８６および後壁１８８８と、を備えている。底メッシュまたはスクリーン１８９
０が、壁１８８２～１８８８の底に取り付けられている。壁１８８２～１８８８およびス
クリーン１８９０は、空洞１８９４を画定する（図番が付されていない）一端が開いたシ
ェルを形成している。メッシュ１８９０は、孔を含んでおり、これによって、流体がメッ
シュ１８９０を通過することができる。リップ１８９２は、壁１８８２～１８８８の頂部
から周方向外方に延在している。
【０２３１】
　フィルターまたはキャッチトレイ１８８０は、ホルダー１８５２内に挿入可能になって
いると共に、ホルダー１８５２から取外し可能になっている。フィルターまたはキャッチ
トレイ１８８０は、キャッチトレイ１８８０を長孔１８６４内に挿入し、壁１８８２～１
８８８の底がレール１８６８に当接してリップ１８９２が壁１８８２～１８８８の頂部に
位置するまで、キャッチトレイ１８８０を押し込むことによって、ホルダー１８５２内に
配置される。フィルターまたはキャッチトレイ１８８０は、キャッチトレイ１８８０を長
孔１８６４から持ち上げることによって、ホルダー１８５２から取り外される。
【０２３２】
　識別デバイス１８９６は、組織トラップ１８５０の後パネル１８６０に取り付けられて
いる。識別デバイス１８９６は、どのような適切な識別デバイス、例えば、無線識別（Ｒ
ＦＩＤ）タグまたはデバイス、バーコード、磁石、または他のデバイスであってもよい。
識別デバイス１８９６の存在は、レセプタクル１６９９内に取り付けられたセンサ１８９
７（図３６）によって検出可能である。一実施形態では、センサ１８９７は、ホール効果
センサとすることができる。センサ１８９７を用いて、カセット１７０内への組織トラッ
プ１８５０の挿入を検出し、組織トラップ１８５０の内部を照明するために光源１８９８
（図３６）を点灯させるようになっている。
【０２３３】
　組織トラップ１９００の代替的態様または実施形態は、図４４および図４５Ａ～図４５
Ｅに示されている。組織トラップ１９００は、単一の一体片である。組織トラップ１９０
０は、略矩形状である。他の形状、例えば、丸形状、楕円形状、または正方形状が用いら
れてもよい。組織トラップ１９００は、どのような適切な材料、例えば、低デュロメータ
硬度プラスチックまたは熱可塑性プラスチックエラストマーから形成されていてもよい。
組織トラップ１９００は、４つのパネル、すなわち、互いに平行に離間して略垂直方向に
配向された側パネル１９０２，１９０４と、互いに平行に離間して略垂直方向に配向され
た前パネル１９０６および後パネル１９０８と、によって画定されている。円形フランジ
１９１０は、前パネル１９０６から周方向外方に延在し、下側部分に平坦な区域または縁
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１９１２を有している。組織トラップ１９００の実施形態では、Ｏリングの使用が省略さ
れている。スクリーン１９１４は、パネル１９０２～１９０８の底に取り付けられており
、組織トラップ１９００の底を形成している。スクリーン１９１４は、孔を含んでおり、
これによって、流体がスクリーン１９１４を通過することができる。パネル１９０２～１
９０８およびスクリーン１９１４は、空洞１９１６を画定している。識別デバイス１８９
６は、組織トラップ１９００の後パネル１９０８に取り付けられている。
【０２３４】
　本発明のこれらの態様では、フランジ１９１０は、マニホールド内において開口１７２
７を覆うキャップとして機能するようになっている。本発明のこれらの態様では、試料を
収集する必要がないとき、キャップ、すなわち、（本質的にスクリーン１９１４が取り付
けられていない）フランジ１９１０は、出口開口内に着座することになる。従って、流体
は、混入した組織を濾過または収集することなく、出口開口から空間１７２７を通って流
れることになる。試料を収集することが有益な手術の時期において、組織トラップ１９０
０が、空所内に挿入されることになる。廃棄物流れ内に混入する組織は、スクリーン１９
１４によって捕捉されることになる。
【０２３５】
［Ｃ．第４の実施形態の操作］
　図１Ａ～図１Ｃ、図３５～図３８、および図４３を参照すると、可動ユニット３０（図
１Ａ）は、ユーザーがカセット１７００をキャニスタ３６に関連する相補的なレセプタク
ル１６９９に挿入することによって、使用の準備が整うことになる。ユーザーは、キャッ
プ１７０２を掴み、カセット１７００をレセプタクル１６９９内に挿入する。これによっ
て、シェル基部１７５２が、ドア１６３４を開き、チャンバ１６１０内に摺動する。シェ
ル基部は、弁ディスク１６３２に向けられている。可動ユニット３０を機能させるために
は、弁ディスクボス１６３６がシェル開口１７７０内に着座しなければならない。ロック
リング長孔１６１８，１６２０およびマニホールドタブ１７０８，１７０９は、協働して
、弁ディスク１６３２へのカセット１７００のこの位置合わせを確実なものにする。具体
的には、これらの構成部品が配置されると、長孔１６１８内へのマニホールドタブ１７０
８の位置決めによって、シェル開口１７７０が弁ディスクボス１６３６と一直線に並ぶよ
うに、カセット１７００が回転可能に位置決めされる。カセットがこのように位置決めさ
れた後、カセット１７００をレセプタクル１６９９内に継続的に挿入すると、シェル基部
１７５２が弁ディスクボス１６３６の周りに装着されることになる。
【０２３６】
　次いで、カセット１７００を回転させ、これによって、弁ディスクボス１６３６および
弁ディスク１６３２を同じように回転させる。この回転によって、弁孔１６３８が導管５
９への遠位端開口と整合し、これによって、チャンバ１７０４と導管５９との間に流体連
通をもたらすことが可能になる。
【０２３７】
　カセットがレセプタクル１６９９内に着座したとき、最初に、カセットシェルの遠位端
は、弁ボス１６３６に着座する。さらに詳細には、このとき、ボス１６３６がシェル開口
１７７０内に延出する。これによって、ボス１６３６と（開口１７７０を画定する）シェ
ル基部１７５０の周囲区域との間に、滴ストッパー１７７４が液密バリアを形成すること
になる。
【０２３８】
　２つの吸引ラインをカセット１７００に取り付けることができる。もし吸引を導入させ
る必要があるが、流体流れから組織を収集する必要がない場合、この流れが通る吸引ライ
ンが取付具１７３２に取り付けられる。これは、例えば、麻酔医によって用いられる吸引
チューブが取り付けられる取付具である。組織の一部を収集することが望まれる場合に用
いられる吸引ラインは、取付具１７３２に取り付けられる。もし吸引ラインが取付具１７
３２または１７３４の１つに取り付けられていない場合、キャップが該取付具を覆って配
置されたままとなることを理解されたい。従って、このキャップが、該取付具を通る吸引
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の不必要な損失を阻止することになる。
【０２３９】
　吸引ポンプ５８を作動させることによって、可動ユニット３０が作動される。この吸引
は、フラッパ弁１８１４の各々をそれらの開状態に撓ませるのに十分である。もし吸引ラ
インが取付具１７３２に取り付けられていたなら、流体流れは、この吸引ラインを通って
カセットチャンバ１７０４内に引き込まれる。チャンバ１７０４から、この流体流れは、
導管５９を通って、関連するキャニスタ内に導かれることになる。
【０２４０】
　また、ポンプ５８による吸引によって、流体流れを取付具１７３４に取り付けられた吸
引ラインを通って引き込むこともできる。トラップ１８５０のフランジ１８６２は、ハウ
ジング開口１７２９に取外し可能に装着されたキャップとして機能する。フランジ１８６
２が適所に位置するとき、Ｏリング１８６６が、カセットの前端とトラップフランジ１８
６２との間の外側界面における吸引の損失を防ぐことになる。この流れに混入した材料の
収集に関心がない場合、フィルター１８８０は、トラップホルダー１８５２内に配置され
ない。流体流れは、カセットを通って濾過されることがなく、導管５９を覆って外に導か
れることになる。
【０２４１】
　代替的に、カセットがこのバイパスモードで操作されるとき、トラップ１８５０はカセ
ットに装着されないようになっていてもよい。この場合、カバー１７４１は、カセット開
口１７２９に装着されている。カバー１７４１は、エラストマー材料の層を含んでいると
よい。このエラストマー層は、カセットとカバーとの間の界面における吸引の損失を防ぐ
シールとして機能する。
【０２４２】
　ユーザーは、カセット１７００を用いて、ポリープのような組織サンプルを収集するこ
とができる。もしカバー１７４１が配置されているなら、ハンドル１７４２を掴み、手動
によってカバー１７４１を引っ張ることによって、カバーが取り外される。キャッチトレ
イ１８８０を備える組織トラップ１８５０が、スリーブ１７２６内に挿入される。ユーザ
ーは、フランジ１８６２を掴み、近位パネル１８６０を開口１７２９を通してスリーブ１
７２６および孔１７２７内に配置する。組織トラップ１８５０は、Ｏリング１８６６がキ
ャップ端１７０６に当接するまで、スリーブ１７２６内に摺動する。Ｏリング１８６６は
、フランジ１８６２とキャップ端１７０６との間に吸引シールをもたらす。この操作モー
ドは、吸引流体連通経路が組織トラップ１８５０を通っているので、組織サンプル収集モ
ードと呼ばれている。
【０２４３】
　代替的に、もしカバーが配置されていないなら、フィルターのないトラップをカセット
から簡単に引き出すことができる。フィルター１８８０をトラップホルダー１８５２内に
着座させる。次いで、トラップをスリーブ１７２６内に再着座させることができる。
【０２４４】
　フィルターを有するトラップをカセット内に挿入するこのプロセスは、吸引付与装置の
ヘッドにおける吸引の引込みを中断させることを理解されたい。この吸引の遮断は、施術
者が収集することを意図する組織が不注意によってカセットを通して廃棄物収集キャニス
タ内に引き込まれる可能性を実質的になくすように機能する。
【０２４５】
　組織トラップ１８５０がスリーブ１７２６内に着座したとき、センサ１８９７が、組織
トラップ１８５０の存在を検出し、識別デバイス１８９６を認識する。センサ１８９７は
、コントローラ１９２と連通している（図１Ｂ）。コントローラ１９２は、組織トラップ
１８５０の内部を照明するために、光源１８９８を点灯させることができる。
【０２４６】
　組織サンプル収集モードにおいて、廃棄物流れは、外科部位から吸引流体連通経路１８
４に沿って付与装置５２内に引き込まれ、吸引ライン５０Ｂを通って取付具１７３４内に
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導かれる。この廃棄物流れは、付与装置を通って引き込まれる吸引の結果として、吸引付
与装置５２内に混入した組織サンプル３９８を含んでいる。取付具１７３４から、廃棄物
流れは、ポート１７２８、空洞１８９４、底メッシュ１８９０、孔１７２５，フラッパ弁
１８１４、チャンバ１７０４を通って、導管５９内に導かれる。導管５９から、廃棄物流
れは、キャニスタ３６内に導かれることになる。
【０２４７】
　組織サンプル３９８は、組織トラップ１８５０内においてキャッチトレイ１８８０の底
メッシュ１８９０によって捕捉される。この操作モードは、吸引流体連通経路１８４が組
織トラップ１８５０を通っているので、組織収集モードと呼ばれている。組織収集モード
においてサンプルを収集するために、吸引ライン５０Ｂを遮断または再接続する必要がな
いことに留意されたい。
【０２４８】
　キャップ１７０２および組織トラップ１８５０を形成しているプラスチックは、少なく
とも部分的に透明であり、これによって、ユーザーは、空洞１８９４内の組織トラップ３
９８を観察することができる。組織サンプル３９８は、組織トラップ１８５０内において
、光源１８９８によって照明されるようになっている。
【０２４９】
　組織トラップ１８５０は、ユーザーが手動によってフランジ１８６２をカセット１７０
０の水平軸と平行の方向に引っ張ることによって、スリーブ１７２６から取り外されるこ
とになる。組織トラップ１８５０がスリーブ１７２６から取り外された後、組織サンプル
３９８を含むキャッチトレイ１８８０が、ホルダー１８５２から取り外される。ユーザー
は、ホルダー１８５２の下縁１８５７におけるキャッチトレイ１８８０のリップ１８９２
を掴み、このリップ１８９２を持ち上げることによって、キャッチトレイ１８８０をホル
ダー１８５２から分離することができる。
【０２５０】
　図１４を付加的に参照すると、組織キャッチトレイ１８８０を取り外した後、ユーザー
は、キャッチトレイ１８８０を試料容器３８０（図１４）内に配置する。試料容器３８０
において、キャッチトレイ１８８０は、保存溶液３８９内に浸漬され、これによって、組
織サンプル３９８が保存溶液３８９によって覆われることになる。ユーザーは、試料容器
３８０の上にキャップ３９０を配置する。キャップリテーナ３９２は、ネジ部３９１，３
８７と一直線に配置されている。キャップ３９０を試料容器３８０に対して回転させると
、タブ３９４が破断し、キャップ３９０をキャップリテーナ３９２から分離する。従って
、ユーザーは、アーム３９５を引っ張ることによって、キャップリテーナ３９２を試料容
器３８０から取り外すことができる。試料容器３８０は、分析するために病理学研究所に
送られる。次いで、吸引の損失を防ぐために、ドア１７４１がスリーブ１７２６の開口１
７２９に再配置されることになる。
【０２５１】
　組織トラップ１８５０を再び取外すこのプロセスは、吸引付与装置のヘッドにおける吸
引の引込みを中断させることを理解されたい。これによって、施術者は、施術者が収集す
ることを望むサンプルの全体が実際に収集されることを確実にするために、捕捉した組織
を簡単に吟味する機会を得ることができる。もし施術者がこのサンプルのさらなる収集が
必要であると判断したなら、施術者は、現在のフィルターをカセットに再着座させるかま
たは新しいフィルターをカセットに装着することができる。
【０２５２】
　もし手順中の後の時点において、施術者が他の組織サンプルを収集することが有益であ
ると考えた場合、他の組織サンプルを収集するために、他のキャッチトレイ１８８０をホ
ルダー１８５２内に挿入し、組織トラップ１８５０をスリーブ１７２６および孔１７２７
内に再挿入することができる。多数のスクリーン１８８０を用いることによって、多数の
組織サンプルを収集することができる。手術中に吸引ライン５０Ｂを遮断または再接続す
ることなく、多数の組織サンプルを収集することができる。
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【０２５３】
　いったん医学／外科手術が終了し、可動ユニット３０の使用がもはや必要でなくなった
なら、吸引ライン５０Ａ，５０Ｂは、それぞれ、取付具１７３２，１７３４から取り外さ
れるとよい。次いで、キャップ１７４０が、それぞれ、取付具１７３２，１７３４に再配
置され、ドア１７４１が開口１７２９に再配置される。次いで、カセット１７００がレセ
プタクル１６９９から取り外される。タブ１７０８，１７０９がそれぞれ長孔１６１８，
１６２０と一直線に並ぶように、カセット１７００を回転させる。カセット１７００を回
転させた結果として、弁ディスク１６３２が、同じように回転する。弁ディスク１６３２
の回転によって、ディスクが再配向され、受器アダプター導管５９の開端を再び覆うこと
になる。
【０２５４】
　いったんカセット１７００が適切に位置決めされたなら、該カセット１７００は、レセ
プタクル１６９９から手動によって引き出され、これによって、ドア１６３４が閉じるこ
とになる。滴ストッパー１７７４が弁ディスクボス１６３２の遠位端を通過すると、滴ス
トッパーの（長孔１７９０を画定する）互いに向き合った区域が一緒になり、開口１７７
０を再び閉じることになる。開口１７７０の閉鎖によって、カセット内に残っている廃棄
材料の漏れを実質的になくすことができる。カセット１７００およびホルダー１８５２は
、医学廃棄物として廃棄されることになる。
【０２５５】
　使用後に、可動ユニット３０は、（図示されておらず、また本発明の一部を構成しない
）ドッカーに連結される。キャニスタ３６内の廃棄材料は、ドッカーを通って処理施設に
流れることになる。
【０２５６】
　同様に、本発明の態様では、カセット１７００および組織トラップ１８５０を形成する
プラスチックが少なくとも部分的に透明であることも理解されたい。これは、組織サンプ
ルが収集されたことを確認する迅速な手段を医療従事者にもたらすことになる。加えて、
これは、カセットがこれまで使用されておらず、収集した廃棄物を含んでいないことを確
認する迅速な手段を医療従事者にもたらすことになる。
【０２５７】
　カセット１７００は、レセプタクル１６９９内に着座したときにいくらか上方に角度が
付いているかまたは傾斜しているので、組織トラップ１８５０もいくらか上方に角度が付
いている。組織トラップ１８５０に付着した液状廃棄物は、組織トラップ１８５０が取り
外されるとき、スリーブ１７２６内に流れることによって、廃棄物が外科環境内に漏れな
いように防ぐことができる。
【０２５８】
　カセット１７００の角度のついた配向によって、可動ユニット３０が作動中、近位シェ
ル基部開口１７７０が、入口ポート１７２２，１７２８の下方に位置する、すなわち、重
力方位にあることが確実になる。これによって、カセット内の廃棄物がポート１７２２、
１７２８または組織トラップ１８５０に向かって上流に流れる可能性をなくすことができ
る。
【０２５９】
　また、フラッパ弁ユニット１８００によって、カセット１７００から吸引ライン５０Ａ
，５０Ｂ内への廃棄物の漏れが阻止されることになる。個々のフラッパ弁１８１４は、通
常、ポート１７２２および孔１７２５を覆っており、吸引ポンプ５８が作動され、取付具
キャップ１７４０が取り外されたとき、ポンプによって生じる吸引によって、フラッパ弁
１８１４を開位置に撓ませるのに十分な圧力ヘッドが生じることになる。その結果、廃棄
物流れは、カセットチャンバ１７０４内に導かれることになる。ポンプの作動が停止した
とき、ヒンジ１８１６の十分な弾性力によって、フラッパ弁１８１４は、隣接面または壁
に対して閉位置に戻ることになる。
【０２６０】
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　組織トラップ１８５０を用いて説明したのと同じように、組織トラップ１９００を用い
て組織サンプルを収集することができる。組織トラップ１９００は、単一の一体品であり
、別体のスクリーンを有していないので、組織サンプルが組織トラップ１９００によって
収集され、組織トラップ１９００がスリーブ１７２６から取り外された後、組織トラップ
１９００の全体が、保存容器３８０内に配置されることになる。追加的な組織サンプルを
収集するために、他の未使用の組織トラップ１９００が、スリーブ１７２６内に挿入され
てもよい。
【０２６１】
［ＶＩ．第５の実施形態］
［Ａ．カセット］
　図４６～図４８を参照すると、カセット２０００の他の実施形態が示されている。カセ
ット２０００は、図３５および図３６のレセプタクル１６９９と関連して用いられるよう
になっている。カセット２０００は、カセット１７００といくつかの共通する構成部品お
よび特徴を共有している。カセット２０００のシェル１７５０および組織トラップ１８５
０，１９００は、カセット１７００において前述したものと同じである。キャップ２００
２の内部特徴部は、キャップ１７０２に対して前述したものと同じである。しかし、ハウ
ジングまたはボックス２０１８は、キャップ２００２から取外し可能になっている。カセ
ット２０００のハウジングまたはボックス２０１８は、キャップ２００２の残りとは別に
成形されている。キャップ１７０２のハウジングまたはボックス１７１８は、単一の一体
品である。
【０２６２】
　カセット２０００は、ハウジング２００１を備えている。ハウジング２００１は、遠位
側にキャップ２００２が取り付けられた近位シェル１７５０と、取外し可能なサンプルハ
ウジングまたはボックス２０１８と、を有している。キャップ２００２およびサンプルハ
ウジング２０１８は、どのような適切な材料、たとえば、射出成形プラスチックから形成
されていてもよい。
【０２６３】
　キャップ２００２は、キャップ１７０２と同一の端１７０５，１７０６およびスカート
を有している。キャップ２００２は、ハウジング１７０１がレセプタクル１６９９内に配
置されることを可能にすると共に、レセプタクル１６９９内において回転することを可能
にするように、寸法決めされている。スカート１７０７の近位端１７０５において、２つ
のタブ１７０８，１７０９が半径方向外方に突出している（タブ１７０８のみが図４７に
示されている）。タブ１７０８は、マニホールドレセプタクルのロックリング長孔１６１
８内にすべり嵌合するように、設計されている。タブ１７０９は、マニホールドレセプタ
クルのロックリング長孔１６２０内にすべり嵌合するように、設計されている。
【０２６４】
　半バレル１７１６は、スカート１７０７の下半分から遠位側に延在している。半円面１
７１９は、スカート１７０７の近位端１７０７を覆って延在しており、他の半円面１７２
０は、バレル１７１６の近位端を覆って延在している。平坦な壁１７２４は、面１７１９
と面１７２０との間に延在している。平坦な壁１７２４は、面１７１９と面１７２０との
間に延在している。１対の互いに反対を向いて平行に離間したＬ字状レール２００４は、
壁１７２４から上方に直角に延在している。細長の長孔２００６は、レール２００４の各
々の長さに沿って配置されている。円孔１７２５は、レール２００４の中心間でかつ面１
７２０から離間した位置において、壁１７２４を貫通している。
【０２６５】
　略Ｕ字状の半フランジ１７３６は、面１７２０から遠位方向に延在している。カセット
１７００と一体になっている取付具１７３２は、ここでも、カセット２０００と一体にな
っている。カセット１７０と同様に、この取付具１７３２は、組織を収集する必要のない
流体流れをカセット２０００内に引き込むことを可能にする取付具として機能するもので
ある。
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【０２６６】
　図４９Ａ～図４９Ｅを付加的に参照すると、取外し可能なハウジングまたはボックス２
０１８は、略矩形状であり、５つの側面または壁、すなわち、互いに平行に離間して略水
平方向に配向された上壁２０４０および底壁２０４２と、互いに平行に離間して略垂直方
向に配向された側壁２０４４，２０４６と、略垂直方向に配向された（壁２０４４，２０
４６と直交する）後壁２０４８と、を備えている。ハウジング２０１８は、端２０３６，
２０３８を有している。半円フランジ２０５０は、壁２０４０～２０４６の端２０３６か
ら半径方向外方に延在している。細長の隆起スプライン２０５４は、側壁２０４４，２０
４６の底において、側壁２０４４，２０４６の各々の長さに沿ってそこから離れるように
直角に延在している。サンプルハウジング２０１８がキャップ２００２に取り付けられた
とき、スプライン２０５４は、レール２００４の長孔２００６内に摺動し、該長孔２００
６と嵌合されることになる。
【０２６７】
　孔２０２７を有する細長矩形状の内部スリーブ２０２６は、壁２０４０～２０４６によ
ってハウジング２０１８内に画定されている。スリーブ２０２６は、フランジ２０５０で
終端する箇所において、開口２０３０が画定されている。孔２０５２は、底壁２０４２を
貫通している。
【０２６８】
　取付具１７３４は、上壁２０４０から離れて直角に延在している。取付具１７３４は、
中空チューブの形態にある。取付具１７３４は、吸引ライン５０Ｂを受け入れるように寸
法決めされている（図３６）。取付具１７３４内を通るポート１７２８が画定されている
。このポート１７２８は、孔２０２７と流体連通している。
【０２６９】
　ポスト１７３８は、フランジ２０５０および取付具１７３４からいくらか離間した位置
において、上壁２０４０から離れて直角に延在している。取外し可能なキャップ１７４０
は、取付具１７３２，１７３４に対して設けられている。取外し可能なカバー１７４１は
、スリーブ２０２６の開口２０３０を覆うために設けられている。カバー１７４１は、ユ
ーザーによって掴まれるハンドル１７４２、およびスリーブ１７２６内に嵌合する部分を
有している。取付けキャップ１７４０およびカバー１７４１の各々は、いくつかのアーム
１７４６を有する繋ぎ紐１７４４によって、サンプルハウジング２０１８に一体に取り付
けられている。アーム１７４６は、ポスト１７３８に係留されている。
【０２７０】
　サンプルハウジング２０１８は、キャップ２００２に取付け可能である。ユーザーは、
ハウジング２０１８を掴み、スプライン２０５４をレール２００４の長孔２００６と一直
線に並ぶように配向させる。ハウジング２０１８を面１７１９に向かって近位方向に移動
させる。後壁２０４８が面１７１９と接触するまで、スプライン２０５４をレール２００
４に沿って摺動させる。この位置において、ハウジング２０１８の孔２０５２の軸心は、
キャップ２００２の孔１７２５の軸心と一直線に並ぶ。ポート１７２８，孔２０２７，孔
２０５２，１７２５、およびチャンバ１７０４との間に、流体連通経路が形成されること
になる。
【０２７１】
　サンプルハウジング２０１８は、図４２Ａ～図４２Ｅの組織トラップまたは図４５Ａ～
図４５Ｅの組織トラップ１９００のいずれかと共に用いることができる。カバー１７４１
が開口２０３０から取り外された後、組織トラップ１８５０または１９００のいずれかが
、孔２０２７内に挿入され、これによって、カセット２００をレセプタクル１６９９と共
に用いる準備が整うことになる。
【０２７２】
［Ｂ．第５の実施形態の操作］
　図１Ａ～図１Ｃ，図３６、図３８Ｂ、および図４６～図４９を参照すると、可動ユニッ
ト３０（図１Ａ）は、カセット１７００と同様に、カセット２０００を用いて操作される
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ようになっている。可動ユニット３０は、ユーザーが、ハウジング２０１８が取り付けら
れたカセット２０００をキャニスタ３６に関連する相補的なレセプタクル１６９９内に挿
入することによって、使用の準備が整うことになる。ユーザーは、キャップ２００２を掴
み、カセット２０００をレセプタクル１６９９内に挿入し、これによって、シェル基部１
７５２が、ドア１６３４を開け、チャンバ１６１０内に摺動する。次いで、シェル基部１
７５２は、弁ディスク１７３２上に着座し、キャップ２００２は、前述したのと同じよう
に、レセプタクル１６９９内に保持される。
【０２７３】
　吸引ポンプ５８の作動によって、取付具１７３２，１７３４を通る流体流れの引き込み
が生じる。取付具１７３４を通って引き込まれた流体流れは、ボックススリーブ２０２６
およびボックス孔２０５２を通って流れる。ボックス孔２０５２から、流体流れは、カセ
ット孔１７２５を通って流れる。実際には、カセット孔１７２５は、ボックス孔２０５２
よりも大きい直径を有しており、ボックス孔２０５２の周囲の全体を超えて半径方向に延
在している。これらの孔のこの相対的な寸法決めおよび位置決めによって、ボックス２０
１８とカセットの隣接面との間の流体の漏れを実質的になくすことができる。
【０２７４】
　ユーザーは、カセット２０００を用いて、ポリープのような組織サンプルを収集するよ
うに選択することができる。ユーザーは、ハンドル１７４２を掴み、手動によってカバー
１７４１を引っ張ることによって、カバー１７４１をスリーブ２０２６から取り外すこと
になる。キャッチトレイ１８８０を備える組織トラップ１８５０（図４２Ａ～図４２Ｅ）
が、スリーブ２０２６内に挿入される。ユーザーは、フランジ１８６２を掴み、近位端１
８６０を開口２０３０を通ってスリーブ２０２６および孔２０２７内に配置することがで
きる。Ｏリング１８６６がフランジ２０５０に当接するまで、組織トラップ１８５０がス
リーブ２０２６内に摺動する。Ｏリング１８６６は、フランジ１８６２とフランジ２０５
０との間に吸引シールをもたらすことになる。この操作モードは、吸引流体連通経路が組
織トラップ１８５０を通っているので、組織サンプル収集モードと呼ばれている。
【０２７５】
　システムが組織サンプル収集モードにあるとき、廃棄物流れは、外科部位から吸引流体
連通経路１８４に沿って付与装置５２内に引き込まれ、吸引ライン５０Ｂを通って、取付
具１７３４内に導かれる。この廃棄物流れは、吸引付与装置５２を通して引き込まれた吸
引の結果として、付与装置内に混入した組織サンプル３９８を含むことができる。取付具
１７３４から、廃棄物流れは、ポート１７２８、空洞１８９４，底メッシュ１８９０、孔
２０５２、孔１７２５、フラッパ弁１８１４、チャンバ１７０４を通って、導管５９内に
導かれる。導管５９から、廃棄物流れは、キャニスタ３６内に流れることになる。
【０２７６】
　組織サンプル３９８は、組織トラップ１８５０内においてキャッチトレイ１８５０の底
メッシュ１８９０によって捕捉される。この操作モードは、吸引流体連通経路１８４が組
織トラップ１８５０を通っているので、組織収集モードと呼ばれている。組織収集モード
においてサンプルを収集するために、吸引ライン５０Ｂを遮断または再接続する必要がな
いことに留意されたい。
【０２７７】
　組織トラップ１８５０は、ユーザーが手動によってフランジ１８６２をカセット２００
０の水平軸と平行の方向に引っ張ることによって、スリーブ２０２６から取り外される。
組織トラップ１８５０がスリーブ２０２６から取り外された後、組織サンプル３９８を含
むキャッチトレイ１８８０が、ホルダー１８５２から取り外される。ユーザーは、ホルダ
ー１８５２の下縁１８５７におけるキャッチトレイ１８８０のリップ１８９２を掴み、か
つこのリップ１８９２を持ち上げることによって、キャッチトレイ１８８０をホルダー１
８５２から分離させることができる。
【０２７８】
　組織キャッチトレイ１８８０を取り外した後、前述したように、ユーザーは、キャッチ
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トレイ１８８０を試料容器内に配置することができる。
【０２７９】
　もし手順中の後の時点において、施術者が他の組織サンプルを収集することが有益であ
ると考えたなら、他の組織サンプルを収集するために、他のキャッチトレイ１８８０をホ
ルダー１８５２内に挿入し、組織トラップ１８５０をスリーブ２０２６および孔２０２７
内に再挿入することができる。多数のスクリーン１８８０を用いて、多数の組織サンプル
を収集することができる。手順中に吸引ライン５０Ｂを遮断または再接続することなく、
多数の組織サンプルを収集することができる。
【０２８０】
　カセット１７００を有する組織トラップ１９００を用いて前述したように、カセット２
００を有する組織トラップ１９００を用いて、組織サンプルを同じように収集することが
できる。
【０２８１】
　可動ユニット３０を一日のうちにいくつかの外科手術中に用いるいくつかの例では、生
じた医学廃棄物の経費および量を低減させるために、多数回の手術中にカセット２０００
の一部を再使用すると有利であることに留意されたい。具体的には、カセット２０００の
キャップ２００２およびシェル１７５０は、一日を通して再使用され、組織ハウジング２
０１８は、可動ユニット３０が用いられる新しい患者ごとに取り換えられることになる。
【０２８２】
　サンプルハウジング２０１８は、キャップ２００２から取外し可能である。吸引ライン
５０Ａ，５０Ｂが、それぞれ、取付具１７３２，１７３４から遮断される。キャップ１７
４０が、それぞれ、取付具１７３２，１７３４に再配置され、ドア１７４１が、開口２０
３０に再配置される。ユーザーは、ハウジング２０１８を掴み、ハウジング２０１８を引
っ張り、これによって、ハウジング２０１８を面１７１９から遠位方向に移動させるとよ
い。スプライン２０５４がレール２００４から分離するまで、スプライン２０５４がレー
ル２００４に沿って摺動する。サンプルハウジング２０１８は、医学的廃棄物として廃棄
されることになる。次いで、前述したように、他のサンプルハウジング２０１８が、キャ
ップ２００２に取り付けられる。
【０２８３】
　医学／外科手術が終了し、可動ユニット３０がもはや必要ではないその日の最後に、吸
引ライン５０Ａ，５０Ｂが、それぞれ、取付具１７３２，１７３４から遮断されるとよい
。キャップ１７４０が、それぞれ、取付具１２７３２，１７３４に再配置され、ドア１７
４１が開口２０３０に再配置される。次いで、カセット２０００が、前述したのと同じよ
うにレセプタクル１６９９から取り外される。カセット２０００およびホルダー１８５２
は、医学廃棄物として廃棄されることになる。
【０２８４】
　使用後、可動ユニット３０は、（図示されておらず、また本発明の一部をなすものでは
ない）ドッカーに連結される。キャニスタ３６内の廃棄材料は、ドッカーを通して、治療
施設に流される。
【０２８５】
　同様に、本発明の種々の態様では、ハウジング２０１８を備えるカセット２０００およ
び組織フィルター１８５０を形成するプラスチックが少なくとも部分的に透明であること
を理解されたい。これは、組織サンプルが収集されたことを確認する迅速手段を医療従事
者にもたらすことになる。加えて、これは、カセットがこれまでに用いられておらず、収
集された廃棄物を含んでいないことを確認する迅速手段を医療従事者にもたらすことにな
る。
【０２８６】
　同様に、カセット１７００が組織を捕捉するために用いられるときと同じように、吸引
流れは、トラップを設置するプロセスおよびトラップを取り外すプロセス中に中断される
ようになっている。これによって、関心のある組織が収集の前にキャニスタに流れる可能
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性を低減させることができる。また、これによって、収集後に、濾過されない流体流れが
キャニスタに導かれることが可能になる前に関心のある組織の全てを収集することを確実
にする機会を施術者にもたらすことになる。
【０２８７】
［ＶＩＩ．灌注カセット］
　可動ユニット３０と共に用いられる灌注アセンブリ２１００は、図５０～図５４に示さ
れている。灌注アセンブリ２１００は、外科部位への灌注流体の源をもたらすものである
。灌注アセンブリ２１００は、灌注カセット２１０２および水瓶２２００を備えている。
【０２８８】
　水瓶２２００は、略矩形状である。他の形状、例えば、丸形状または楕円形状が用いら
れてもよい。水瓶２２００は、６つの外部パネル、すなわち、互いに平行に離間して略垂
直方向に配向されたパネル２２０２，２２０４と、互いに平行に離間して略垂直方向に配
向されたパネル２２０６，２２０８と、略水平方向に配向された底パネル２２１０と、に
よって画定されている。上パネル２２１１は、パネル２２０２，２２０４，２２０６，２
２０８から内方に傾斜している。側パネル２２０２，２２０４，２２０６，２２０８は、
底パネル２２１０と直交している。水瓶２２００は、上端２２１４および底端２２１２を
有している。
【０２８９】
　パネル２２０２，２２０４，２２０６，２２０８，２２１０，２２１１は、水瓶２１０
０内においてリザーバー２２２０を画定している。水瓶２１００は、どのような適切な材
料、たとえば、ブロー成形プラスチックから形成されていてもよい。一実施形態では、水
瓶２１００は、リザーバー２１２０の内容物またはレベルがユーザーによって観察される
ように、透明材料から形成されている。
【０２９０】
　水瓶２１００は、上壁２２１１から離れる方に延在するネック２２２４を有している。
環状フランジ２２２６は、ネック２２２４から半径方向外方に延在し、ネック２２２４を
取り囲んでいる。ネジ部２２２８は、端２２１４に向かってネック２２２４の外面に画定
されている。開口２２３０によって、リザーバー２２２０へのアクセスが可能になる。
【０２９１】
　円形キャップ２２６０は、キャップの環状内面に画定されたネジ部２２６２と、キャッ
プの環状外面に画定された凹んだ刻み部２２６４と、を有している。キャップ２２６０は
、上壁２２６６を有している。棘付き取付具２２６８は、上壁２２６６の外面から離れる
方に直角に延在している。棘付き取付具２２６８は、中空チューブを内部に有している。
また、Ｕ字状突起２２７０は、上壁２２６６の外面から離れる方に直角に延在している。
孔２２７２は、突起２２７０に画定されている。孔２２７４，２２７６は、上壁２２６６
を貫通している。
【０２９２】
　ダックビル弁２２８０は、孔２２７６内に着座しており、リザーバー２２２０に向かっ
て壁２２６６の内面から離れる方に延在している。ダックビル弁２２８０は、ポリイソプ
レンゴムのような圧縮性エラストマー材料から形成されている。ダックビル弁２２８０は
、１対のリップを有しており、スリット２２８２がそれらの間に形成されている。ダック
ビル弁２２８０によって、蠕動ポンプ７０の操作中に、空気がリザーバー２２２０内に引
き込まれることが可能になる。空気は、周囲環境からスリット２２８２を通ってリザーバ
ー２２２０内に流れることができる。リザーバー２２２０の内容物による液圧は、ダック
ビル弁２２８０のリップを押圧し、スリット２２８２を閉じた状態で保持し、これによっ
て、どのような液漏れも防ぐことができる。従って、ダックビル弁２２８０は、空気が水
瓶２２００内に流れることを可能にすると共に、液体が水瓶２２００から漏れるのを防ぐ
一方向弁である。
【０２９３】
　灌注カセット２１０２は、水瓶２２００に取外し可能に連結されている。灌注カセット
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２１０２は、略Ｙ字状ハウジング２１０４およびホースまたはチューブ２３００を備えて
いる。ハウジング２１０４は、端２１０６、２１０８，２１１０を有している。孔２１１
２，２１１４，２１１６は、ハウジング２１０４を通って、ハウジング２１０４の内部空
洞２１２０内に延在している。内方に湾曲した壁２１１８は、端２１０８，２１１０間に
延在している。
【０２９４】
　ハウジング２１０４は、シーム２１２４に沿って互いにスナップ嵌合された２つの互い
に分離した半体または区域２１２２，２１５０から形成されている。区域２１２２は、平
坦な壁２１２３、および縁２１２６を有する湾曲した外周側壁２１２４を備えている。壁
２１２３の上区域は、縁２１２８に沿って終端している。側壁２１２４は、壁２１２３と
略直交している。区域２１５０は、平坦な壁２１５２、および縁２１５６をそれぞれ有す
る１対の湾曲した部分的外周外壁２１５４，２１５５を有している。壁２１５４は、端２
１０６から端２１１２に延在している。壁２１５５は、端２１０６から端２１１４に延在
している。壁２１５２の上区域は、縁２１５８に沿って終端している。湾曲した逆Ｙ字状
壁２１１８は、側壁２１５４，２１５５から離間して、空洞２１２０内に配置されている
。湾曲した壁２１１８は、壁２１５２と略直交している。フランジ２１１９を保持するい
くつかのＵ字状のチューブは、壁２１５２に取り付けられ、壁２１５２から空洞２１２０
内に直角に延在している。
【０２９５】
　側壁２１５４および壁２１１８は、チューブ通路２１６０を画定している。側壁２１５
５および壁２１１８は、チューブ通路２１６２を画定している。枝部２１６４は、壁２１
５２の縁２１５８から内方に直角に延在している。ボスおよび長孔２１６６は、壁２１２
３の縁２１２８から内方に直角に延在している。枝部２１６４は、長孔２１６６内に圧入
され、かつ受け入れられるように寸法決めされている。
【０２９６】
　チューブ２３００は、端２３０２，２３０３、湾曲したローラ接触区域２３０６、およ
び曲げ部２３０８、２３１０，２３１２を備えている。チューブ２３００は、どのような
適切な材料、例えば、エラストマーまたはシリコーンゴムから形成されていてもよい。
【０２９７】
　灌注カセット２１０２は、以下のようにして組み込まれるようになっている。最初、チ
ューブ２３００は、曲げ部２３１０が通路２１６０内に位置し、かつ曲げ部２３０８が通
路２１６２内に位置するように、ハウジング区域２１５０内に配置される。チューブ２３
００は、チューブ２３００がチューブ保持フランジ２１１９内に摺動し、該フランジ２１
１９によって保持されるように、ハウジング区域２１５０に押し込まれる。端２３０２は
、縁２１２８と面一になるように位置決めされる。湾曲したローラ接触区域２３０６は、
湾曲した壁２１１８に隣接して接触している。端２３０４は、開口２１１６を通って側壁
２１５５を超えて延在している。次いで、キャップ２２６０は、枝部２１６４がキャップ
孔２２７２内に圧入されてチューブ端２３０２が棘付き取付具２２６８を覆って摺動する
ように、ハウジング区域２１５０と共に配置される。ハウジング区域２１２２，２１５０
が、互いに嵌合され、ハウジング２１０４を形成する。ハウジング区域２１２２，２１５
０は、２つのハウジング区域を互いに圧入、スナップ嵌合、または溶着によって、互いに
保持されることになる。接着剤のような他の保持手段が用いられてもよい。ハウジング区
域２１２２，２１５０が嵌合されたとき、枝部２１６４は、長孔２１６６内に圧入される
。
【０２９８】
　灌注アセンブリ２１００は、キャップ２２６０および灌注カセット２１０２を水瓶２２
００にねじ込むことによって、得られる。水瓶２２００は、灌注流体によって充填されて
いる。キャップ２２６０の回転によって、キャップネジ部２２６２が瓶ネジ部２２２８と
嵌合する。灌注流れをリザーバー２２２０から孔２２７４、取付具２２６８、およびチュ
ーブ２３００を通ってチューブ端２３０４に流すための灌注流体連通経路が形成されたこ
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とになる。チューブ端２３０４は、灌注ライン、例えば、図１Ａの灌注ライン５１に接続
することができる。
【０２９９】
　図１Ａおよび図５１を特に参照すると、灌注アセンブリ２１００は、可動ユニット３０
の一部である灌注アセンブリ受器２４００によって受け入れられるようになっている。灌
注アセンブリ受器２４００は、可動ユニット３０のキャップ４２内に配置されている。キ
ャップ４２は、上面２４０２を有している。矩形状の長孔２４１０は、表面２４０２から
キャップ４２内に延在しており、底面２４１４を有している。矩形状の周方向段２４１２
が、長孔２４１０内に延在している。座ぐり孔２４２０は、長孔２４１０の上に位置し、
上面２４０２から長孔２４１０に延在しており、環状段２４２２を画定している。
【０３００】
　蠕動ポンプ７０は、キャップ４２に連結された回転電動モータ７１を備えている。モー
タ７１は、シャフト７２によって、偏心ローラ７４に接続されている。電動モータ７１は
、ローラ７４の回転をもたらすものである。蠕動ポンプローラ７４は、灌注流体をチュー
ブ２３００を通って押し出すように、壁２１１８に対して湾曲したチューブ区域２３０６
を押圧するようになっている。
【０３０１】
　灌注アセンブリ２１００は、ユーザーが、手動によって、ハウジング２１４０が段２４
１２上に位置すると共にキャップ２２６０が段２４２２上に位置するように、灌注アセン
ブリ２１００を長孔２４１０および座ぐり孔２４２０内に挿入することによって、使用の
準備が整うことになる。この位置において、蠕動ポンプローラ７４は、湾曲したチューブ
区域２３０６に係合し、該区域２３０６を壁２１１８に対して押圧する。チューブ端２３
０４は、付与装置５２に接続された灌注ライン５１に接続されている。
【０３０２】
　電動モータ７１および蠕動ポンプ７０の作動によって、灌注流体は、灌注流体連通経路
１８２に沿って、水瓶２２００のリザーバー２２２０から、孔２２７４、取付具２２６８
、およびチューブ２３００を通って、チューブ端２３０４、灌注ライン５１、および付与
装置５２に導かれ、付与装置５２において、外科部位に供給されることになる。
【０３０３】
　図５５および図５６を参照すると、可動ユニット３０と共に用いられる灌注アセンブリ
２５００の代替的実施形態が、図５０～図５４に示されている。灌注アセンブリ２５００
は、灌注カセット２５０２および水瓶２２００を備えている。灌注カセット２５０２は、
水瓶２２００と平行に配置される代わりに水瓶２２００に対して直角、すなわち、９０°
に配向されている以外、灌注カセット２１０２と同じ特徴を有している。
【０３０４】
［ＶＩＩＩ．第６の実施形態］
　図５７および図５８は、本発明の代替的カセット２６００を示している。カセット２６
００は、カセット１７００の変更形態である。カセット２６００は、近位シェル２６０２
を備えている。シェル２６０２は、シェル１７５０と同様の形状および構造を有している
。キャップ２６１０は、シェル２６０２の遠位端を覆って配置されている。スリーブ２６
４０は、キャップ２６１０から前方に延在している。スリーブ２６４０には、スリーブの
近位開端から内方に延在する空所２６５２が形成されている。スクリーンホルダー２７０
２は、空所２６５２内に摺動可能に受け入れられるように形作られている。また、スクリ
ーンホルダーは、フィルターまたはスクリーン２７４１を備えるキャッチトレイ２７４０
を取外し可能に支持するように、形作られている。
【０３０５】
　シェル２６０２は、シェルの外壁に沿って延在する（部番が付されていない）平行溝を
有するように、形成されていることが分かるだろう。これらの溝は、本発明に関連するも
のではない。シェル２６０２は、空洞２６０４を画定している。流体は、出口２６０６か
ら放出される前に、空洞２６０４を通って流れることになる。シェル空所２６０４内に取
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外し可能に装着されたフィルター２６０５が示されている。フィルター２６０５をシェル
２６０２内に配置させる手段は、本発明の一部をなすものではない。
【０３０６】
　以下、図５７、図５９および図６０を参照して、カセットキャプ２６１０について説明
する。カセットキャップ２６１０は、単一の一体品として形成されており、円筒状スカー
ト２６１２を有するように形作られている。スカート２６１２は、シェル２６０２の遠位
開端の周りに延在するように、寸法決めされている。略円形の端プレート２６１４は、ス
カート２６１２の遠位端から内方に延在している。端プレート２６１４は、キャプ２６１
０の遠位端を形成している。取付具２６１６は、キャップ端プレート２６１４から外方に
延在している。取付具２６１６は、吸引ライン５０を受け入れるように設計されている。
取付具２６１６を通る（部番が付されていない）孔は、シェル２６０２およびキャップ２
６１０によって画定されたカセット２６００内の空所２６０４内に通じている。本発明の
図示されている態様では、取付具２６１６は、カセット２６００の中心長軸（すなわち、
カセット２６００が、レセプタクル１６９９内にあるとき、プレート２６１４を通るこの
長軸を中心として回転されるようになっている、中心長軸）から半径方向に離間した位置
から前方に延在している。
【０３０７】
　図５７、図５９および図６０に最もよく示されているように、スリーブ２６４０は、キ
ャップ２６１０と一体的に形成されている。スリーブ２６４０は、キャップ端プレート２
６１４から前方に延在している。本発明の図示されている態様では、スリーブ２６４０の
外側本体は、矩形断面を有している。しかし、この設計特徴は、制限的なものではないこ
とを理解されたい。楕円面プレート２６４２は、スリーブ２６４０の遠位端の周りに延在
している。本発明の図示されている態様では、面プレートを通る主軸（長軸）および取付
具２６１６を通る中心軸は、カセット２６００を通る長軸を中心として直径方向において
互いに向き合った側に配置されている。
【０３０８】
　面プレート２６４２は、遠位側（前方）に突出する２つの楕円状ウエブ２６４４，２６
４８を有するように、形成されている。１つのウエブ２６４４は、面プレート２６４２の
外周の周りから前方に延在している、第２のウエブ２４６８は、ウエブ２６４６と同様、
閉ループウエブであり、ウエブ２４６４の内方に位置している。圧縮性シール２６４６は
、ウエブ２６４４，２６４８間に圧縮されている。
【０３０９】
　スリーブ２６４０は、空所２６５２が面プレート２６４２から内方に延在するように、
形成されている。スリーブ２６４２は、空所２６５２が上側チャンバ２６５４および下側
チャンバ２６５６を備えるように、形成されている。上側チャンバ２６５４は、本質的に
矩形断面を有している。上側チャンバ２６５４は、スリーブ２６４０の内面で終端してい
る。スリーブ下側チャンバ２６５６は、上側チャンバ２６５４のすぐ下方に位置している
。下側ハウジング２６５６は、略矩形断面を有している。下側チャンバ２６５６は、上側
チャンバ２６５４と略同一長さを有しているが、上側チャンバ２６５４よりも断面高さお
よび断面幅が小さくなっている。また、空所は、下側チャンバ２６５６の下方に位置する
溝２６５８も備えている。溝２６５８は、下側チャンバ２６５６の長さにわたって延在し
ている。溝２６５８は、半円断面を有している。溝２６５８の最も広い部分（下側チャン
バ２６５８と直接連続する部分）は、下側チャンバの幅よりも小さくなっている。
【０３１０】
　本発明の多くの態様では、（上側チャンバ２６５４の頂部を画定する）スリーブ２６４
０の長手方向に延在する内面および（溝２７５８の基部を画定する）長手方向に延在する
内面は、互いに平行である。製造上の理由から、これらの表面は、スリーブ面プレート２
６４２の面と直交する面からいくらかずれしている。さらにいえば、スリーブ空所２６５
２は、スリーブ面プレート２６４２に対して直角に延在していない。
【０３１１】
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　カセットキャップ２６１０は、取付具２６６４がスリーブ２６４０の上面から離れる方
に延在するように、さらに形成されている。取付具２６６４は、吸引ライン５０を受け入
れるように形作られている。取付具を通る孔は、空所２６４２の上側チャンバ２６５４の
頂部内に開いている。また、カセットキャップ２６１０は、開口２６６６が空所の遠位端
に隣接して形成されるように、形作られている。開口２６６６は、キャップ端プレート２
６１４を通る流体経路をもたらすことになる。開口２６６６は、円形状である。キャップ
２６１０は、溝２６５８および遠位チャンバの隣接する近位端が開口２６６６に延在する
ように、形成されている。取付具２６１６および開口２６６６は、端プレート２６１４を
貫通するカセット長軸を中心として互いに向き合う側に位置している。
【０３１２】
　本発明の図示されている態様では、スリーブ２６４０は、一端が閉じた孔２６７０を有
するものとして示されている。この孔は、キャップ端プレート１６１４から前方に延在し
ている。孔２６７０は、製造の目的のために設けられており、それ以外では本発明に関連
するものではない。
【０３１３】
　円筒状ボス２６７８は、キャップ端プレート２６１４の近位側（内側）を向いた面から
内方に延在している。ボス２６７８は、略円筒状である。基部２６７６は、ボス２６７８
の一部の周りに延在しており、端プレート２６１４から外方に突出している。基部は、ボ
ス２６７６の外径よりも大きい外径を有している。
【０３１４】
　本発明のカセット２６００が組み立てられると、図２８にのみ示されている弁アセンブ
リ２６８２が、基部２６７６およびボス２６７８を覆って着座するようになっている。弁
アセンブリ２６８２は、弁アセンブリ１８００と本質的に同じである。弁アセンブリ２６
８２の弁は、フラッパ弁１８１４の１つが取付具２６１６の近位開端に着座するように、
位置決めされている。第２のフラッパ弁は、開口２６６６を画定するキャップ２６１０の
構造特徴部に着座している。弁アセンブリ２６８２は、基部２６７６に着座する（部番が
付されていない）ハブを有している。ボス２６７８に圧入されるリング２６８４は、ハブ
、さらにいえば、弁アセンブリの全体をキャップ端プレート２６１４に保持している。
【０３１５】
　本発明の図示されている態様では、キャップ２６１０は、取付具２６１６と同軸のチュ
ーブ２６８８を有している。チューブ２６８８は、端プレート２６１４の内面を超えて延
在している。チューブ２６９０が、開口２６６６の周りから近位側に延在している。チュ
ーブ２６８８，２６９０は、いずれもカセット２６００の長軸に対して傾斜している（す
なわち、直交していない）近位端を有している。フラッパ弁１８１４は、チューブ２６８
８，２６９０のこれらの近位端開口に対して着座している。弁アセンブリ２６８２を形成
する材料の弾性によって、弁１８１４は、チューブ２６８８，２６９０の近位端に対して
押圧されるように付勢されることになる。
【０３１６】
　取付具キャップ２６８７は、カセットキャップ２６１０と共に成形されるようになって
いる。成形されたアセンブリの一部でもある柔軟な繋ぎ紐２６８６は、取付具キャップ２
６８７をカセットキャップ２６１０に保持するために、スカート２６１２の遠位端から延
在している。
【０３１７】
　図６１Ａおよび図６１Ｂを参照して、組織トラップと呼ばれることもあるスクリーンホ
ルダー２７０２について説明する。スクリーンホルダー２７０２は、単一片ユニットとし
て形成されている。スクリーンホルダー２７０２は、面プレート２７０４を有するように
形作られている。面プレート２７０４は、プレートの近位側を向いた面の外周がシール２
６４６に対して着座するように、形作られている。プルタブ２７０６は、プレート２７０
４の遠位側を向いた面（常に露出している面）から離れる方に直角に延在している。スク
リーンホルダー２７０２は、タブ２７０６がプレート２７０４の上側部分から離れる方に
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延在するように、形作られている。スクリーンホルダーは、凹み２７０８が面プレート２
７０４の露出した表面から内方に延在するように、さらに形作られている。凹み２７０８
は、成形の目的のために設けられている。
【０３１８】
　トレイホルダー２７１２は、面プレート２７０４の近位側を向いた面（常に隠れた表面
）から延在している。トレイホルダー２７１２は、略Ｕ字状ビームの形態にあり、ビーム
の互いに向き合った端は、面プレート２７０４に隣接するビームの部分である。トレイホ
ルダー２７１２は、トレイホルダーの湾曲した半円部分が多数の互いに離間したフィンガ
ー部２７１４を有するように、形成されている。タブ２７１６は、フィンガー部２７１４
の２つから内方に延在している。トレイホルダー２７１２は、小さな三角形状のリブ２７
１８（１つのみが図示されている）がホルダーの互いに反対を向く側面から外方に延在す
るように、さらに形成されている。トレイホルダーは、互いに反対を向くリブ２７１８の
最外面間の左右幅が、スリーブ２６４０内の上側チャンバ２６５４を横切る断面幅よりも
略０．５ｍｍ大きくなるように、形成されている。リム２７２０（２つが図示されている
）は、トレイホルダー２７１２の内方を向いた面から内方に延在している。リム２７２０
は、トレイホルダー２７１２の底縁に隣接して位置している。
【０３１９】
　２つの脚２７２４，２７２８は、トレイホルダー２７２０から下方に延在している。２
つの脚のうち、遠位側の脚２７２４は、トレイホルダー２７２０から直接下方に延在して
いる。図６１Ｂに示されていないが、脚２７２４は、面プレート２７０４から近位側に離
れて位置している。２つの脚のうち、近位側の脚２７２８は、トレイホルダーの湾曲した
近位端から下方にかつ遠位側（前方）に延在している。スキッド２７２６は、脚２７２４
，２７２８の自由端間に延在している。脚２７２４，２７２８およびスキッド２７２６は
、スリーブ２６４０内の溝２６５８内に着座するように、寸法決めされている。
【０３２０】
　キャッチトレイ２７４０は、キャッチトレイ１８８０と同じように設計されている。図
５７に概略的に示されている組織を捕捉するためのスクリーン２７８４１は、キャッチト
レイの基部をなしている。スクリーン２７４１は、スクリーン１８９０と本質的に同じで
ある。一組の壁２７４２は、スクリーンの外周から外方に延在している。リム２７４４は
、壁２７４２の上縁から外方に延在している。キャッチトレイ２７４０は、トレイホルダ
ー２７２０の互いに向き合った側面および近位端によって画定された空洞内に着座するよ
うに、寸法決めされている。キャッチトレイ２７４０は、トレイがそのように着座したと
き、トレイの近位端の湾曲した近位側壁２７４２が、トレイホルダータブ２７１６と当接
し、フィンガー部２７１４の外方撓みをもたらすように、さらに寸法決めされている。ト
レイホルダーフィンガー部２７１４およびタブ２７１６が付勢されていない位置に戻ろう
とするときにキャッチトレイ２７４０に対してトレイホルダーフィンガー部２７１４およ
びタブ２７１６によって加えられる力は、トレイをトレイホルダー２７１２に取外し可能
に保持するように作用する。
【０３２１】
　本発明のいくつかの態様では、カセット２６００を形成する構成部品は、キャッチトレ
イ２７４０がトレイホルダー２７１２に装着されたとき、スキッド２７２６の底面からキ
ャッチトレイリム２７４４の上面までの距離が、スリーブ２６４０内の（上側チャンバ２
６５４の頂部および溝２６５８の基部を画定する）それぞれの面間の上下方向の高さより
も略０．５ｍｍ大きくなるように、構成されている。
【０３２２】
　カセット２６００は、カセット１７００と同様、図６２に示されているように、カセッ
ト２６００をレセプタクル１６９９内に挿入し、回転させることによって、使用の準備が
整えられる。収集する価値のある組織サンプルを含む流体流れが通る吸引ライン５０は、
取付具２６６４に取り付けられる。収集する価値のある組織サンプルを含んでいない流体
流れが通る吸引ライン５０は、取付具２６１６に取り付けられる。本発明のこの態様では
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、スリーブ２６４０、従って、空所２６５２は、カセット２６００の残りから前方に離間
していることを理解されたい。
【０３２３】
　スクリーンホルダー２７０２は、スリーブ空所２６５２内に着座される。スクリーンホ
ルダーリブ２７１８の外面間の幅が空所２６５２の上側チャンバ２６５４を横切る幅より
もいくらか大きくなっていることによって、リブは、チャンバ２６５２を画定するスリー
ブ２６４０の内面を押し付けられることになる。これは、スクリーンホルダー２７０４を
スリーブ２６４０に対していくらか圧縮された状態で保持するのに役立つことになる。取
付具２６６４を通って流れる流体から試料を収集する必要がない期間中、キャッチトレイ
は、トレイホルダー２７４０内に着座されないようになっている。カセット２６００がこ
の状態で作動されると、流体流れは、取付具２６６４から空所２６５２および開口２６６
６を通って導かれることになる。開口２６６４から、流体は、フィルター２６０５を横切
って空所２６０４内に導かれ、出口開口２６０６を通って外に出る。キャッチトレイ２７
４０はスクリーンホルダー２７０４に装着されていないので、この流体流れは、スクリー
ン濾過されない。何故なら、この流れは、スリーブ空所２６５２を通らないからである。
【０３２４】
　カセット２６００の操作中、スクリーンホルダーの面プレート２７０４の内面は、シー
ル２６４６に対して配置されていることを理解されたい。シール２６４６に対するプレー
ト２７０４の当接によって、スリーブ２６４０とスクリーンホルダー２７０４との界面に
おける吸引の損失が防がれることになる。
【０３２５】
　試料を収集することが有益であるとき、スクリーンホルダー２７０２がスリーブ２６４
０から取り外され、これによって、キャッチトレイ２７０４をホルダーに装着させること
ができる。このステップは、カセット２６００への吸引を維持しながら行うことができる
。スクリーンホルダー２７０２は、タブ２７０６を引っ張ることによって、取り外される
。さらに具体的には、タブ２７０６の位置付けによって、該タブを引っ張ると、スクリー
ンホルダーの面プレート２７０４がスリーブ２６４０に装着されたシール２６４６に対し
て外方かつ下方に枢動することになる。換言すれば、この動作を行うユーザーは、面プレ
ート２７０４をレバーとして用いることによって、該プレートをスリーブ２６４０に保持
する吸引力に打ち勝つことができる。
【０３２６】
　スクリーンホルダー２７０２がスリーブ２６４０から引き出された時点において、キャ
ッチトレイ２７４０がトレイホルダー１７１２内に着座される。前述したように、フィン
ガー部２７１４の撓みによって、トレイホルダーフィンガー部２７１４およびタブ２７１
６は、キャッチトレイをトレイホルダー２７１２内の空洞内に離脱可能に保持することが
できる。次いで、スクリーンホルダーが、スリーブ空所２６５２内に再挿入されることに
なる。
【０３２７】
　キャッチトレイリム２７４４とスキッド２７２６との間の上下方向の高さが上側チャン
バ２６５４の頂部と溝２６５８の基部との間の上下方向の高さよりも大きい本発明の態様
では、トレイホルダー脚２７２４，２７２８が撓むことになる。スクリーンホルダー２７
０２を形成する材料の弾性によって、脚２７２４，２７２８は、トレイホルダー２７１２
を介してキャッチトレイ２７４０に力を加える。この力が、上側チャンバ２６５４を画定
するスリーブ２６４０の内面に対してキャッチトレイリム２７４４を付勢することになる
。流体が再びスクリーン空所２６５２を通って流れるとき、これは、取付具２６６６から
流体流れの全体が本質的にキャッチトレイ２６４０と一体のスクリーンを横切ることを確
実なものになる。従って、この流体流れ内のどのような大きいもの、理想的には、施術者
が研究するために捕捉することを望む組織は、キャッチトレイ２７４０内に捕捉されるこ
とになる。
【０３２８】
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　カセット２６００の設計によって、スリーブ２６４０がマニホールドレセプタクル１６
９０の前方に位置することを理解されたい。典型的には、カセット２６００または少なく
ともスリーブ２６４０は、透明な材料から形成されている。要するに、本発明のこれらの
特徴によって、医療従事者は、流体流れが廃棄物収集ユニット内に導かれる前に、スリー
ブ空所２６５２を通る流れを観察することができる。これによって、医療従事者は、研究
のために必要な組織がいつキャッチトレイ２７４０内に捕捉されたかを判断することがで
きる。
【０３２９】
　キャッチトレイ２７４０を迅速に観察する能力は、スリーブ２６４０がカセット２６０
０の残り、すなわち、カセットハウジングの前方に位置するという事実によって、さらに
高められることになる。スリーブのこの突き出た配置によって、従事者は、必然的に、目
をスリーブおよびスリーブ内に着座したキャッチトレイに向けることになる。
【０３３０】
　本発明のこの実施形態の代替的態様では、キャッチトレイは、スクリーンホルダーと一
体である。本発明のこれらの態様では、付加的な構成部品である本質的な面プレート２７
０４も設けられている。この面プレートは、取付具２６６６を通ってカセット内に放出さ
れる流れから試料を収集する必要がないとき、スリーブ２６４０に装着された第２のキャ
ップとして機能する。
【０３３１】
［ＩＸ．代替的実施形態］
　例示的な実施形態を参照して、本発明を説明してきたが、当業者であれば、本発明の範
囲から逸脱することなく、種々の変更がなされてもよく、本発明の要素および特徴が等価
物に置き換えられてもよいことが理解されるだろう。例えば、一実施形態の要素および／
または特徴は、他の実施形態の要素および／または特徴と組み合わされてもよいし、また
は置き換えられてもよいことも見込まれている。加えて、本発明の本質的な範囲から逸脱
することなく、特定のシステム、装置、または構成要素を本発明の示唆に適合させるよう
に、多くの修正がなされてもよい。本発明は、本発明を実施するために開示された特定の
実施形態に制限されるべきではないことが意図されている。
【０３３２】
　例えば、本発明の全ての態様が、記載されている特徴の全てを必ずしも有していなくて
もよい。本発明の種々の実施形態の特徴は、互いに組み合わされてもよい。同様に、本発
明の全ての態様が、ここに記載されている高可動性の廃棄物収集ユニット、すなわち、ロ
ーバー３０を必ずしも備えていなくてもよい。例えば、本発明のいくつかの態様では、廃
棄物収集ユニットは、外部吸引源に接続された可動ユニットまたは静止ユニットから単純
に構成されていてもよい。マニホールドレセプタクルおよび相補的なマニホールドは、こ
の廃棄物収集ユニットに取り付けられることになる。
【０３３３】
　例えば、本発明の全ての態様が、吸引導管として機能するのに加えて灌注流体を供給す
る機構を必ずしも備えていなくてもよい。同様に、本システムは、概して、医学廃棄物を
収集するシステムの一部として用いられるように設計されているが、本発明の他の態様は
、この機能を有していなくてもよい。従って、本発明のいくつかの態様は、比較的小さい
キャニスタ、すなわち、１０リットル以下の廃棄物を保持することができるキャニスタし
か有していなくてもよい。本発明のこれらの態様では、廃棄物は、手術の主な対象物の副
生成物（組織）としてのみ収集（回収）されるようになっている。本発明のこれらの態様
では、それ故、カセットは、吸引が付与される部位に流体を送る出すことを容易にする構
成部品を備えていなくてもよいことも理解されたい。
【０３３４】
　同様に、本発明の使用は、胃腸管から組織を収集するためのシステムに制限されるもの
ではない。本発明の他の態様では、吸引付与装置は、食道内に挿入されるように設計され
てもよい。従って、吸引付与装置は、食道または胃から組織を含む材料を引き込むために
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用いられてもよい。本発明のさらに他の態様は、肺管内に挿入される装置と共に用いられ
てもよい。本発明のこれらの態様は、これらの肺管または肺から組織を選択的に回収する
ために用いられてもよい。
【０３３５】
　さらに、本発明のいくつかの態様では、カセットは、それ自体のフィルターを有してい
てもよい。システムが組織収集モードにないとき、吸引付与装置が作用する部位から引き
込まれる流体流れは、このフィルターを通って流れることになる。従って、このフィルタ
ーは、廃棄物収集ユニットの他の構成部品の操作に悪影響を与える可能性のある固形物を
捕捉するように機能する。これらの固形物は、縫合糸および施術者がさらなる研究のため
に保存することを望んでいない組織片を含んでいる。
【０３３６】
　本発明のこの態様では、組織トラップは、選択的にカセットフィルターの上流に位置す
るようにこのカセットフィルターと真っ直ぐに配置されるようになっている。組織トラッ
プの位置決めまたは弁の作動のいずれかによって、流体流れ内に混入された組織の一部が
吸引付与装置内に含まれていると施術者が気付いたとき、組織トラップが、カセットフィ
ルターと真っ直ぐに配置されることになる。
【０３３７】
　図３５～図４４に関して説明した本発明の態様では、スクリーン１８９０は、常に矩形
であるとは限らない。本発明のいくつかの態様では、もしスクリーンが湾曲していたなら
、単一壁は、組織が捕捉される空洞を画定するために、スクリーンの周囲に延在するよう
になっているとよい。同様に、本発明のこの実施形態の全ての態様において、第２の取付
具１７３２は、必ずしも設けられていなくてもよい。さらに、キャッチトレイ１８８０を
ホルダー１８５２に離脱可能に保持するために、代替的な手段が設けられてもよい。これ
らの代替的係合機構として、磁石およびスナップ式取付具が挙げられる。キャッチトレイ
がホルダーから垂れ下がる本発明の態様では、トレイは、ホルダーから延在する単一ビー
ムから垂れ下がるようになっていてもよい。
【０３３８】
　取付具１７３２，１７３４を通る逆流を阻止する逆流阻止弁は、記載されているものと
異なっていてもよい。例えば、傘弁のような一方向弁が、取付具１７３２，１７３４の各
々に取り付けられていてもよい。
【０３３９】
　同様に、本発明のいくつかの実施形態では、カセットの出口開口１７７０は、カセット
の近位端基部の中心に位置していてもよい。同様に、本発明の全てのカセットにおいて、
必ずしも、シェルが円筒状側壁を有する相補的な受器内において回転するように設計され
ている必要がない。本発明の代替的態様では、シェルは、多角形状を有していてもよい。
【０３４０】
　本発明のこの態様の利点は、吸引流れが常に濾過され、材料を収集システムの下流側の
構成部品に導く損傷ガ生じる可能性を阻止することである。研究のために組織の吸引を保
持することが望ましいとき、満たされた廃棄物カセットフィルターから抽出する必要がな
く、組織を回収することがきる。キャップ１７４０を取付具１７３２，１７３４に保持す
る繋ぎ紐は、削除されてもよい。さらに、本発明の全ての態様において、カセットは、必
ずしもバイパス取付具１７３２を備えていなくてもよい。本発明のさらに他の態様では、
本発明のカセットのいずれか１つに複数のバイパス取付具が設けられていてもよい。
【０３４１】
　Ｏリング以外の構造、例えば、ガスケットが、キャップ１８６２との間にシールをもた
らすようになっていてもよい。
【０３４２】
　本発明の構成部品を制御するために、種々の手段が用いられてもよい。例えば、図示さ
れていない足スイッチアセンブリが設けられてもよい。このアセンブリと一体の１つまた
は複数の足スイッチを用いて、吸引ポンプまたは灌注ポンプを制御するようになっていて
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もよい。従って、添付の特許請求の範囲の目的は、本発明の真の精神および範囲内に含ま
れるこのような変更形態および修正形態の全てを包含することである。
　以下に、分割直前の原出願（特願２０１４－５４７４３０号）の特許請求の範囲を示す
。
　　［請求項１］
　医学流体収集システム（３０）と共に用いられる試料収集カセット（１７００）であっ
て、
　前記流体収集システム（３０）に取外し可能に取り付けられるように構成されているハ
ウジング（１７０１）であって、前記ハウジングは、前記ハウジングの内側に、前記ハウ
ジングの内側を第１の空所（１７２７，２０２７）と第２の空所（１７０４）とに分離す
る壁（１７２４）が存在するように形成されており、ハウジング出口開口が、前記第２の
空所に開いており、前記壁には、孔（１７２５）が形成されており、前記孔を通って、流
体が前記第１の空所（１７２７，２０２７）から前記第２の空所内に流れることが可能に
なっている、ハウジング（１７０１）と、
  前記ハウジングに取り付けられた第１の取付具（１７３４）であって、医学／外科部位
から延在する吸引ライン（５０）が取付け可能になっており、前記第１の空所（１７２７
，２０２７，２６５２）内に開いている第１の取付具（１７３４）と、
  前記ハウジング内に形成された出口開口（１７７０）であって、前記出口開口（１７７
０）を通って、前記取付具（１７３４）内に引き込まれた流体が前記第１の空所（１７２
７，２０２７，２６５２）および前記第２の空所（１７０４）から前記流体収集システム
（３０）内に流れることができるようになっている、出口開口（１７７０）と、
　前記ハウジング内に形成され、前記出口開口（１７７０）から離れている補助開口部（
１７２９，２０３０）であって、前記第１の空所（１７２７，２０２７，２６５２）内に
開いている、補助開口部（１７２９，２０３０）と、
　前記補助開口部（１７２９，２０３０）を覆って着座するように、前記ハウジング（１
７０１）に取外し可能に取り付けられるようになっているキャップ（１８６２）であって
、前記ハウジングの前記第１の空所（１７２７，２０２７）に向けられた内面を有してい
る、キャップ（１８６２）と、
　前記キャップ（１８６２）の前記内面に取外し可能に取り付けられるようになっている
キャッチトレイ（１８８０）であって、前記キャッチトレイは、前記ハウジングの前記第
１の空所（１７２７，２０２７）を占有するように形作られており、かつ前記キャッチト
レイが前記キャップに取り付けられ、前記キャップが前記補助開口部（１７２９，２０３
０）を覆って配置されたとき、前記第１の取付具（１７３４）から前記ハウジングの前記
第１の空所（１７２９，２０２７）内へと流れる流体は、スクリーンを通って流れ前記第
１の空所及び前記第２の空所間の前記壁の前記孔内に入るように位置決めされているスク
リーン（１８９０）を備えている、キャッチトレイ（１８８０）と、
　吸引ラインを受け入れる第２の取付具（１７３２）であって、前記ハウジングから延在
しており、前記ハウジングの前記第２の空所（１７０４）内に直接開いている、第２の取
付具（１７３２）と、
を備えていることを特徴とする、試料収集カセット。
　　［請求項２］
  前記ハウジング（１７０１）は、前記ハウジングの内側を前記第１の空所（１７２７，
２０２７）と前記第２の空所（１７０４）とに分離する前記壁（１７２４）と向き合った
内面（１７１５）とを備えているスリーブ（１７２６，２０２６）を有しており、前記壁
および前記向き合った内面が一緒になって前記第１の空所（１７２７，２０２７）を画定
しており、前記第１の取付具（１７３４）は、前記スリーブの前記内面（１７１５）内に
開いた孔（１７２８，２０５２）を有しており、
  前記キャッチトレイは、少なくとも１つの壁（１８８２，１８８４，１８８６，１８８
８）を備えるようにさらに形成されており、前記少なくとも１つの壁は、前記スクリーン
（１８９０）の外周から上方に延在しており、これによって、前記スクリーンおよび前記
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少なくとも１つの壁は、一緒になって、前記キャッチトレイに一端が開いた空洞（１８９
４）を画定しており、
  前記キャッチトレイは、前記キャップに離脱可能に取り付けられており、これによって
、前記スクリーンおよびフレームが取り付けられた前記キャップが前記ハウジングに装着
されると、前記空洞（１８９４）は、前記第１の取付孔（１７２８）に開き、前記スクリ
ーンは、前記ハウジングの内側を前記第１の空所と前記第２の空所とに分離する前記壁の
反対側の前記スリーブの前記内面に対して配置されることになる、請求項１に記載の試料
収集カセット。
　　［請求項３］
  前記ハウジングの前記第２の空所（１７０４）から前記ハウジングの前記第１の空所へ
の逆流を防止するために、第１の逆流防止弁（１８１４）が前記ハウジングに取り付けら
れており、
  前記ハウジングの前記第２の空所から前記ハウジングの前記第２の取付具（１７３２）
への逆流を防ぐために、第２の逆流防止弁（１８１４）が前記ハウジングに取り付けられ
ている、請求項１又は２に記載の試料収集カセット。
　　［請求項４］
  前記第１および第２の逆流防止弁（１８１４、１８１４）は、単一ユニット（１８００
）として形成されている、請求項３に記載の試料収集カセット。
　　［請求項５］
  少なくとも１つのビーム（１８５４，１８５６）が、前記ハウジングの前記第１の空所
内に延在するように、前記キャップから延在しており、
  前記キャッチトレイは、リップ（１８９２）を備え、前記リップ（１８９２）が、前記
スクリーンから外方に延在し、前記スクリーンを前記ビームに離脱可能に懸垂させるよう
に前記少なくとも１つのビーム（１８５４，１８５６）にわたって延在するように位置決
めされている、請求項１～４のいずれか１つに記載の試料収集カセット。
　　［請求項６］
  前記少なくとも１つのビーム（１８５４，１８５６）は、長孔（１８６４）を形成する
ように配置されており、
  前記キャッチトレイは、前記スクリーンが前記長孔（１８６４）に着座し、前記リップ
が前記少なくとも１つの長孔形成ビームにわたって延在するように、形作られている、請
求項５に記載の試料収集カセット。
　　［請求項７］
  前記少なくとも１つのビーム（１８５４，１８５６）は、前記長孔（１８６４）が前記
ビームによって完全に取り囲まれるように、形作られている、請求項６に記載の試料収集
カセット。
　　［請求項８］
  前記ハウジング（１７０１）は、前記ハウジングの近位端を形成する基部（１７５２）
を有しており、前記基部（１７５２）は、中心を有しており、前記出口開口（１７７０）
は、前記ハウジングの前記基部に形成され、前記出口開口は、前記基部の中心から離間し
た中心を有している、請求項１～７のいずれか１つに記載の試料収集カセット。
　　［請求項９］
  前記ハウジング（１７０１）は、前記ハウジングの近位部分を形成するシェル（１７５
０）を有しており、前記シェルは、円筒状外壁（１７５４）を有しており、前記出口開口
（１７７０）は、前記シェルに形成されている、請求項１～８のいずれか１つに記載の試
料収集カセット。
　　［請求項１０］
  前記ハウジングは、前記第１の空所が一端が閉じた孔（１７２７，２０２７）であるよ
うに形成されている、請求項１～９のいずれか１つに記載の試料収集カセット。
　　［請求項１１］
  前記ハウジング（１７０１）と前記キャップ（１８６２）との間の吸引の損失を防ぐた
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めに、シール（１８６６）が前記ハウジングと前記キャップとの間に配置されている、請
求項１～１０のいずれか１つに記載の試料収集カセット。
　　［請求項１２］
  前記シールは、前記キャップに取り付けられている、請求項１１に記載の試料収集カセ
ット。
　　［請求項１３］
  前記ハウジングは、
  前記第２の空所（１７０４）を画定し、前記出口開口（１７７０）が形成されているシ
ェル（１７５０）であって、前記孔（１７２５）を通って流体が前記第２の空所内に流れ
る前記孔（１７２５）を備えた前記壁（１７２４）を画定している、シェル（１７５０）
と、
  前記孔（１７２５）が形成されている前記壁（１７２４）上に着座するように前記シェ
ルに取外し可能に取り付けられるボックス（２０１８）であって、前記ボックスは、第１
の空所（２０２７）および前記補助開口部（２０３０）を画定しており、前記ボックスは
、ポート（２０５２）も有しており、前記ポート（２０５２）は、前記第１の空所から延
在しており、前記ボックスが前記シェルに取り付けられたとき、前記第１の空所から前記
ポート（２０５２）および前記壁の前記孔（１７２５）を通って前記ハウジングの前記本
体内に流体連通が生じるように、配置されている、ボックスと、
を備えており、
  前記取付具（１７３４）は、前記第１の空所（２０２７）内に開くように、前記ボック
ス（２０１８）から延在している、請求項１、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１
、又は１２のいずれか１つに記載の試料収集カセット。
　　［請求項１４］
　請求項１～１３のいずれか１つに記載の試料収集カセットと共に用いられるキャッチト
レイ（１８８０）であって、前記キャッチトレイは、前記ハウジングの前記第１の空所に
着座し、前記キャッチトレイは、前記ハウジングの前記補助開口部を覆って延在するよう
に位置決めされたスクリーン（１８９０）と、前記キャッチトレイを前記キャップ（１８
６２）に取外し可能に保持するように前記キャップに係合可能な特徴部（１８９２）とを
備えている、キャッチトレイ。
　　［請求項１５］
　少なくとも１つの壁（１８８２，１８８４，１８８６，１８８８）をさらに備えており
、前記少なくとも１つの壁は、前記スクリーン（１８９０）の外周から上方に延在してお
り、これによって、前記スクリーンおよび前記少なくとも１つの壁は、前記スクリーンの
上方において一端が開いた空洞を画定している、請求項１４に記載のキャッチトレイ。
　　［請求項１６］
　リップ（１８９２）をさらに備えており、前記リップは、前記少なくとも１つの壁（１
８８２，１８８４，１８８６，１８８８）の上端から外方に延在しており、これによって
、前記リップは前記スクリーン（１８９０）から外方に延在している、請求項１５に記載
のキャッチトレイ。
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